















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







まえがき──あるいはお久ひさしぶりのご挨あい拶さつ




　はじめましての方は、はじめまして。

　私わたしの著ちよ書しよ……特にこの『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』の既き刊かん、を読んでいただいている方は、お久しぶり。

　ライターの藤井忍ふじい・しのぶです。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以後『ＡＲ２Ｅ』）というテーブルトークＲＰＧを使った『アリアンロッド・サガ』というリプレイシリーズの一作品です。

　ここで最初に用語の簡かん単たんな説明をさせていただきます。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで楽しむ遊びです。

　プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？




　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『ＡＲ２Ｅ』という、剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルを扱あつかったゲームのルールです。

　この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟では、現げん在ざい大陸全土に及およぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。その中で、さまざまな事じ情じようにより翻ほん弄ろうされ、その結果として世界を支し配はいしようと目もく論ろむ勢せい力りよくと戦うのが、このリプレイの主人公たちです。




　また前ぜん述じゆつのとおり、本書は『アリアンロッド・サガ』というシリーズの一部です。ただし、この『ゲッタウェイ』シリーズだけを読んだ場合でも内ない容ようが理り解かいできるように書きました。もしあなたが『サガ』シリーズを読んでいないという場合は、まずは本書と既刊三冊さつを読んでいただき、そのあとで他のシリーズを読まれるとよいでしょう。

　特に『アリアンロッド・サガ』（以後『無印』）と『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以後『デスマーチ』）シリーズは本書との関連が強いのでお薦すすめです。




　少々説明が長くなりましたが、要するに本書は楽しくゲームを遊んだ様子をつづった読み物です。難むずかしいことはさておき、先を読み進めてください。

　愉ゆ快かいな仲間たちによる冒険が、あなたを待っています。







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　帝てい紀き八一三年。内ない乱らん状じよう態たいにあったグラスウェルズ王国からひとりの少女が出しゆつ奔ぽんした。

　彼かの女じよの名はヒルダ。養よう父ふが暗殺され、護ご身しんと仇かたき討うちのため故こ国こくを離はなれたのだ。レイウォール王国へと渡わたった彼女は、〝世界平和研究所〟という施し設せつでリージュ、チコ、ギデオンの三人と出会った。そしてその直後〝バルムンク〟と名乗る謎なぞの敵てきに施設は急きゆう襲しゆうを受ける。

　敵の追つい跡せきから逃のがれたヒルダたち〝ゲッタウェイ〟一行は、予言者を自じ称しようするマーリンという少年に言われてバウエストンという都市へ向かったのを皮切りに、アルディオン大陸で起こるいくつかの事じ件けんと邂かい逅こうし、〝大崩壊グレートデイストラクシヨン〟と呼ばれる事件を経へて、ヒルダの養父ゴーダ伯はくの知ち己きがいるビルベリの町へと向かった。その町でも白い王おう威いの竜りゆう輝き石せきを巡めぐる事件に出くわしたがそれを解かい決けつ。なんとヒルダは町の領りよう主しゆ代行（後に正式に領主）になってしまう。

　こうして自分たちの家を得たゲッタウェイ一行であったが、白い王威の竜輝石を狙ねらってグラスウェルズ軍とフェリタニア軍が対立。ふたつの大国の軍ぐん勢ぜいに包ほう囲いされたビルベリは絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危き機きに陥おちいる。

　だが、ビルベリが巨きよ大だいなゴーレム兵器であることを突つき止とめたゲッタウェイ一行はビルベリの起動に成功。都市ごと脱だつ出しゆつすることに成功したのだった。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆正念場へＧＯ！




　ここはお馴な染じみ、東京秋葉原にあるＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室。

　その日は『アリアンロッド・サガ』シリーズの展てん開かいについて、話し合をしていました。

　そのメンバーは次のとおり。




菊きく池ちたけし

　通つう称しよう〝きくたけ〟さん。ご存ぞんじ『ＡＲ２Ｅ』のゲームデザイナーです。これまで数々の名作リプレイを上じよう梓ししてきました。現げん在ざい『無印』シリーズに加え、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズも執しつ筆ぴつ中です。




田中信二

　通称〝かわたな〟さん。『デスマーチ』シリーズの著ちよ者しやです。『無印』シリーズの制作進行役でもあります。二〇一三年二月末まつ頃ごろには『アルシャードセイヴァーＲＰＧリプレイ・月明かりのキヲク』（エンターブレイン刊かん）が発売予定です。




藤井忍ふじい・しのぶ

　本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著者、私わたしこと藤井忍です。

藤井忍公式サイト　http://sin05.gonna.jp/




菊池：さあ、ラストスパートだ！　頑がん張ばっていこう!!

田中：……その前に訊ききたいことがあります、菊池さん

菊池：ん？　なんだ、かわたな。

田中：ラストスパートはいいんですけど、『無印』一〇巻かんの終わり方についてちょっと……。




＊　　　＊　　　＊





　旧きゆうエストネル王国領、上空───。

　その上空に突とつ如じよとして出しゆつ現げんした巨きよ大だいな城じよう塞さいを、ピアニィたちが呆ぼう然ぜんと見送っていたその頃ころ。

　城塞外がい壁へきの上にひとり立って風を受け、フェリタニアは、眼がん下かに広がるアルディオンの大地を見下ろし、満足げに笑んだ。

　そして両の腕うでを大きく広げ、哄こう笑しようと共に宣せん言げんをする。




「エリンの神々よ、今こそ我われは汝なんじらに復ふく讐しゆうせん……！」

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』一〇巻より抜ばつ粋すい
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＊　　　＊　　　＊




田中：……とまあこんな感じで、ずいぶん景気よくラスボスが出てきたわけですが。

菊池：いやあ、この収しゆう録ろくの時は緊きん張ちようしたよ～。ついに〝あの御方〟ことラスボスのフェリタニアさん登場だからね。

田中：これは、どう読んでも、「このまま世界は大ピンチ」、という展開ですよね？

菊池：盛もり上あがって来ただろ？

田中：……で、どうやってこのあとの話をつなげろと？

菊池：イヤだなあ、かわたな。そんなことを気にしていたのか（笑）。

田中：笑ってる場合じゃねーよ！　マジでどうするつもりなんですか？

菊池：えーっ？　この無茶振ぶりこそが『サガ』の醍だい醐ご味みなのに（笑）。




　確たしかに、それは一面の事実です。しかし……。




藤井：それはそのとおりですけど。とはいえ、『無印』一〇巻のラストシーンのあと、いったいどんな話をつなげればいいのやら？

田中：そうそう。ラスボスが大物過ぎて、『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』的にはあとの展てん開かいに困こまりますよ。

菊池：じゃあ、真面目に答えるけど。ちょっと考え方を変えてみてごらんよ。

田中：……というと？

菊池：それぞれのシリーズの過か去こを振ふり返ってみてよ。そこにヒントがある。

藤井：シリーズの過去？

菊池：うん。それぞれのシリーズもいろいろ積み重ねがあるだろ？　まずはそういう「シリーズをとおしたＰＣの目的」をどうするかを考えればいいんだよ。『無印』との辻つじ褄つまを合わせるのはそのあとで考えればいい（笑）。

田中：なるほど……菊池さんのくせに割わりと正せい論ろんだ！

菊池：……かわたな。あとで、よーく話し合おうな？（笑）

藤井：……つまり、私と田中さんはそれぞれ自分の担たん当とうするシリーズをどう決着させるか、それを考えればいい。……そういうことですね？

菊池：そのとおり！　「このあとどうなるんだろう？」とか考えると発想が小さくなっちゃうから、そうじゃなくてＰＣたちをどう活かつ躍やくさせるか、ＰＣの過去の積み重ねをどう物もの語がたりとして昇しよう華かすればいいか、そこから考えればいいんだよ。




　確かに菊池さんの言うとおりです。

『ゲッタウェイ』のＰＣたちには、すべきこと、やりたいことがたくさんあります。

　そう考えると、不思議なことにふつふつと自分の中からアイディアが湧わき出でてきました。




藤井：ところで……現在『サガ』シリーズの最さい終しゆう巻かんは菊池さんが担当する予定ですよね？

菊池：うん。二〇一三年内に、『無印』の最終巻を俺おれが書いて、めでたく『アリアンロッド・サガ』シリーズは終しゆう了りようの予定だよ。




　そうなのです。

　冒ぼう頭とうでラストスパートと書いたとおり、『サガ』シリーズもいよいよ大おお詰づめ。

『ゲッタウェイ』もこの次の五巻が最終刊となる予定なのです。




藤井：ということは、私とかわたなさんが無茶振りした分は……最終的に全部菊池さんが回かい収しゆうしてくださるってことですね？

菊池：…………。

藤井：…………（にっこり）。

菊池：……ふ、藤井さんの笑顔が恐こわいです……（笑）。

藤井：ふふふ。菊池さんのおかげで、いろいろとアイディアが浮うかんできましたよ。

田中：俺も俺も！（笑）

菊池：くっ！　かわたなまで便乗しおって!!　おう、いいとも。ドンときなさい!!

田中＆藤井：おーっ!!（ぱちぱちと拍はく手しゆ）

菊池：……でも。ちょっぴり手て加か減げんしてくれると嬉うれしいなぁ（笑）。

田中＆藤井：往おう生じよう際ぎわが悪い!!（笑）

藤井：ふふっ。収録が楽しみになってきましたよ（笑）。




　……という感じの話し合いに基もとづき、私はシナリオの準じゆん備びを進め。

　やがて、『ゲッタウェイ』四巻の収しゆう録ろく日びがやってきたのです。







◆Preplay 02◆真の敵てきさん、こんにちは！




「……と、そんな会話が収録前にありまして、今回大きく話を動かす予定です」

「それは楽しみですねぇ（笑）」

「ど、どうなってしまうんだろう？」

「みんな……お手て柔やわらかにね？（笑）」




　という和やかな（？）雰ふん囲い気きの漂ただようＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室。

　この日、リプレイ収録のために集まったメンバーを順番に紹しよう介かいしましょう。




菊池たけし

　プロフィールは先に紹介したので略りやく。




大おお竹たけみゆ

　フリーランスの女じよ性せい声せい優ゆうさん。『無印』シリーズで、前代統とう一いつ帝ていピアニィのプレイヤーをしています。ＴＲＰＧ部ルティナスの部長でもあります。

大竹みゆblog　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




渋沢佳奈しぶざわ・かな

　大おお阪さか在ざい住じゆうのイラストレーター兼けん漫まん画が家か。『ＡＲ２Ｅ』のルールブックには渋沢さんのイラストが掲けい載さいされています。また、『ゲーマーズ・フィールド』誌しでは『ゲッタウェイ』四コマコミック『逃とう亡ぼう★しちゃうぞ』を連れん載さい中。『ダブルクロス　The 3rd Edition　リプレイ・デイズ』シリーズでは藤堂凛々花とうどう・りりかのプレイヤーを担当しています。




緑谷明澄りよくや・あきすみ

　ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくの、新しん進しん気き鋭えいのライター。前ぜん述じゆつのＴＲＰＧ部ルティナスの部員でもあります。

　著ちよ書しよは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』（以後『エチュード』）シリーズ、『アルシャードffリプレイ　天使がくれた世界滅めつ亡ぼう』（エンターブレイン刊）など。




藤井忍

　こちらもプロフィールは先に紹介したので略。




藤井（以下、ＧＭ）：みなさん、おはようございます。

大竹：おはようございます。『ゲッタウェイ』四巻の収録、楽しみにしてました♪

渋沢：……『ゲッタウェイ』の収録は久ひさしぶりのはずなのに、そうは思えません（笑）。

菊池：このメンバーで『アリアンロッド・サガ・ファンブックKind of Magic』（以後、『サガＫ』）と『デスマーチ』の七巻と八巻に出しゆつ張ちようしてたからなぁ（笑）。

緑谷：楽しかったですね～。

ＧＭ：今までのおさらいはあとまわしにして、まずは今回予告を読み上げますね。




●今回予告とハンドアウト

　帝紀八一五年一一月。

　ビルベリの暴ぼう走そうから始まった一連の事じ件けん。

　それらの問題が、最終的にビルベリとフェリタニアが友好関係を築きずきあげることで幕まくを下ろしてから、しばしの時間が経たっていた。

　そんな中、いくつかの理由からグラスウェルズへと旅立つゲッタウェイ一行。

　そこに、真の敵てきが牙きばを剥むく。

　仕し掛かけられた巨大な罠わなを、ヒルダたちは乗のり越こえることができるのか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　第七話「真相★クリティカル」




　────竜りゆうの石は散り、新たなる戦せん乱らんの時代へ。




一同：真の敵！

渋沢：確かにこの今回予告だと、お話しが大きく動きそう。

ＧＭ：お楽しみに（笑）。

菊池：でも、本当の「真の敵」は、藤井さんの出すクリティカルだと思う（笑）。

渋沢：どうやら、今回はグラスウェルズに行くことになるのか……。

大竹：グラスウェルズはヒルダお姉様の故こ郷きようですよね？

渋沢：はい。ヒルダとしては感かん慨がい深ぶかいし、プレイヤーとしては楽しみですよ。

ＧＭ：さて、ハンドアウトを配はい布ふします。




▼ヒルダ用ハンドアウト

コネクション：ゴーダ伯はく　　　関係：親子

　グラスウェルズを出しゆつ奔ぽんしてから、いろいろあった。

　世界の真実を多少なりとも知り、養父を殺害した犯はん人にんがアンソンでないことも分かった。

　ビルベリが抱かかえていた問題もひと段だん落らくがついて、マルセルからの要よう請せいもあった今、一度故こ国こくへ帰ってみるのもいいかもしれない。




ＧＭ：なお、マルセルからの要請については、オープニングフェイズで詳くわしく説明します。

渋沢：了りよう解かいです。

菊池：（突とつ然ぜんアンソンになって）「ふっ……とうとう、ヒルダがグラスウェルズに戻もどってきたか。……これは面白くなりそうだ」

ＧＭ：なんでわざわざ悪役っぽい演えん出しゆつをするんですか？（笑）

菊池：いかん！　つい反はん射しや的てきに（笑）。

渋沢：（ハンドアウトを眺ながめつつ）グラスウェルズに帰国するなら、お義父とう様の墓はか参まいりに行きたいなぁ。

ＧＭ：次はチコのハンドアウトです。




▼チコ用ハンドアウト

コネクション：エリカ　　　関係：期待

　また夢ゆめの中に〝偉い大だいなるヒース〟ことエリカが現あらわれた。

　今まで以上に真しん剣けんな表ひよう情じようで、エリカは「世界の危き機きが迫せまっている」と語る。

　聖せい樹じゆであるエリカが警けい告こくする世界の危機とはなにか？

　そして、〝偉大なるヒース〟の芽を宿すチコの運命はどうなるのか？




大竹：……エリカさんが『ゲッタウェイ』のラスボスなんですか？（一同笑）

菊池：何でそういう発はつ想そうになるんだよ!?（笑）

緑谷：エリカお爺じいちゃんが悪役だったら、チコが大変なことに！（笑）

ＧＭ：……それも面白いかもしれませんね？

緑谷：藤井さん！　そうやって脅おどかすのよくないですよっ！

ＧＭ：ふふっ（いい笑顔）。さて、次はリージュの番です。




▼リージュ用ハンドアウト

コネクション：オズモッドＫ７　　　関係：協力者

　ビルベリでの平へい穏おんな日々は、オズモッドＫ７の提てい案あんによって終わりを告げた。

「アンバー君を、完全なエクスマキナにしたいと思うかね？」

　どうやら、ビルベリの制せい御ぎよユニットであるアンバーを、完全なエクスマキナにするための方法があるようだが……。




大竹：完全なエクスマキナ……？

ＧＭ：アンバーは、ビルベリの制御ユニットでもあるので、人間味が乏とぼしいのです。

渋沢：それを、普ふ通つうのエクスマキナにすることができるかもしれないと？

ＧＭ：そうです。

大竹：それは嬉うれしいですね～！　ぜひ、ちゃんとしたエクスマキナにしてあげたいです！




▼ギデオン用ハンドアウト

コネクション：アルディオン大陸　　　関係：守しゆ護ご

　今、アルディオン大陸に大きな危機が迫っている。

　キミの力を使う時がようやくきたのだ。

　この大陸に住むすべての人々のため、戦え、ギデオン！




菊池：藤井さん……。

ＧＭ：なんでしょう？

菊池：「キミの力」って何だよ!?　このハンドアウト、実は「キミもがんばれ」としか書いてないじゃないか！（一同笑）

大竹：『無印』シリーズで、菊池さんもよくこういうハンドアウト書きますよね～（笑）。

菊池：確かにそのとおりだけどさっ!?（笑）

ＧＭ：たまには菊池さんも、やられる側になってみるのもいいかと思いまして（笑）。

菊池：くっ……よ、よし分かった！　アルディオンのために、明日からがんばってやろうじゃないか！（一同笑）




＊　　　＊　　　＊




●ＰＣの成長




▼ヒルデガルド・ゴーダ（18レベル）の場合

ＧＭ：では、成長報ほう告こくをお願いします。まずはヒルダ！

渋沢（以下、ヒルダ）：ヒルダです。とうとう、レベルが18になったぞ！（一同拍手）

ＧＭ：『ゲッタウェイ』一巻の頃ころは１レベルでしたから、感かん慨がい深いですね。

緑谷：前の巻と比くらべても、『サガＫ』と『デスマーチ』七巻、八巻を経へてるから、ずいぶんレベルが上がってますね。

ヒルダ：まったくそのとおり（笑）。……スキルは、《アラウンドカバー》、《アグランダイズ》、《パーフェクトシールド》のレベルを上げた。

ＧＭ：取得済ずみのスキルのレベルを上げたんですね。

ヒルダ：うん。これで、《アラウンドカバー》がシナリオ二回使えるようになった。それに、《アグランダイズ》によるダメージ上じよう昇しようと、《パーフェクトシールド》による［物理防ぼう御ぎよ力りよく］が少しずつ増ふえたぞ。

ＧＭ：攻こう防ぼう共に少しずつ強化した感じですね。

ヒルダ：ああ。防ぼう具ぐは、胴どう部ぶを鉄てつ壁ぺきの鎧よろい、補ほ助じよ防具をセンチネルガードに変へん更こうした。宙ちゆうを舞まい、自動的に防ぼう御ぎよしてくれる一対の魔ま法ほうの盾たてを手に入れたぞ。以上だ。
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▼チコ・Ｈ・ワトソニー（18レベル）の場合

ＧＭ：次はチコ、お願いします！

緑谷（以下、チコ）：オイラも18レベルになったっす。そして……。

一同：そして？

チコ：称しよう号ごうクラスを導どう入にゆう！　オイラ、プロフェッサーになったっす！

ＧＭ：プロフェッサー……魔ま術じゆつの研究者ですね。

チコ：そうっす！　スキルは、魔術判はん定ていにダイスボーナスが入る《マジックハンド》と、〈水〉属ぞく性せいダメージにダイスボーナスが入る《エレメントエキスパート：水》を新しん規き取得したっす。

ＧＭ：チコは、なんだかどんどん攻こう撃げき的てきになっていきますね（笑）。

チコ：〈水〉魔法はまだまだ研究のしがいがあるっす！

ＧＭ：装そう備びなどに変更はありますか？

チコ：プロフェットストラップというアイテムを買ったっす。これはプロフェッサーでないと所持できないアイテムなんす！

菊池：打だ撃げき武ぶ器きを装備してると魔法判定や魔法ダメージにボーナスがつくアイテムだな。

チコ：そうっす！　あと頭部の防具がファストハットになったっす！

ＧＭ：分かりました（笑）。
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▼リージュ・フェア・リース（18レベル）の場合

ＧＭ：では、リージュ。

大竹（以下、リージュ）：はい♪　《ハイスピード》、《ギガンティックブロウ》、《グレイスフォース》のレベルを上げました。

ＧＭ：なるほど。それぞれの使用できる回数を一回増ふやしたんですね。

リージュ：はい。一いつ般ぱんスキルで《フェイス：ダナン》を取得しました。きっと、神様について、マルセルさんとかにいろいろ教えてもらったんだと思います。

ヒルダ：リージュは勉強熱心だな。

ＧＭ：《フェイス：ダナン》は、ダメージ軽けい減げんスキルの効こう果かを＋１点するスキルですね。

菊池：リージュは、攻こう撃げきの命中判定を上げる《フェイス：アーケンラーヴ》を取るかと思ってた。

リージュ：あたしにだって、慈じ愛あいの心はあるんです！

菊池：ダメージ軽減スキルの効果がたった＋１点上昇しただけで慈愛だと!?（笑）

ＧＭ：まぁ、いいじゃないですか（笑）。装備の変更はありますか？

リージュ：消しよう耗もう品ひんですが、キャリバーブースターを購こう入にゆうしました！

ＧＭ：了解しました。

[image: ]




▼ギデオン・ガバドン（18レベル）の場合

菊池（以下、ギデオン）：俺もとうとう18レベルになったぞ～（一同拍手）。

ＧＭ：おめでとうございます。スキルは何を取得しましたか？

ギデオン：攻こう撃げき力りよくが増える《レジェンド》と、防御力無む視し攻撃ができる《ピンポイントアタック》のレベルを上げた。

リージュ：おじさまは、防御力無視の攻撃が、１シーンに二回できるようになったんですね！　強い！

ギデオン：それから、《ドラゴンソウル》を新規取得したぞ。

ＧＭ：《ドラゴンソウル》は判定のダイスを増やすスキルですね。

ギデオン：うん。そして、一般スキルの《トレーニング：筋きん力りよく》を取得した。

ＧＭ：なるほど。

ギデオン：攻撃力の基き本ほんは、78＋４Ｄ。……俺も強くなったもんだなぁ。

チコ：おっちゃん。やればできる子だったんすね！

ヒルダ：私は基本が43＋５Ｄだからな。ダメージの固こ定てい値ちが78の時点でうらやましいな。

ギデオン：振ふれるダイス数はそっちの方が多いじゃないか。

ヒルダ：（重々しい声で）固定値が……重要なんだ!!

ＧＭ：……渋沢さんはどこまでもご自身のダイス運を信じない方ですね（笑）。

ギデオン：回かい避ひ判定も、基本は19＋４Ｄ。かなり回避が得意になったぞ。

ＧＭ：装備に変更はありますか？

ギデオン：補助防具をフォースバックラーに替えたくらいだな。以上だ。
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●ギルドの成長

ＧＭ：ギルドはレベルアップして11レベルになりました。新しいサポートをひとつ取得してください。

ヒルダ：今回のシナリオでのお薦すすめとかありますか？

ＧＭ：今回は戦せん闘とうが多めなので、戦闘に使えそうなギルドサポートの取得を推すい奨しようします。

ヒルダ：なるほど……。




　そして、相談することしばし……。




ＧＭ：では、持っていくギルドサポートの宣せん言げんをお願いします。

ヒルダ：《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《再さい行こう動どう》《ＧＨ：テンプル》《最後の力》《ＧＨ：ギルドキャッスル》だ。あと、新規に取得するギルドサポートの決定は次回に見送っていい？　今回使用するギルドサポートは、今所持している分でも余あまるぐらいなので。

ＧＭ：了解、今回はＧＭ権けん限げんで許きよ可かします。では、《ＧＨ：ギルドキャッスル》の効果を適てき用ようするスキルの宣言をお願いします。

ヒルダ：同一エンゲージの複ふく数すうＰＣを《カバーリング》できる、《アラウンドカバー》にしておく。これで、このシナリオ中に三回使えるぞ。

チコ：《ダブルキャスト》にするっす。シナリオ中に四回使えるようになるっす。

リージュ：あたしは《プロテクション》にします。

ギデオン：《ドラゴンソウル》にしておこう。

ＧＭ：そんなところですか？　それではそろそろ、オープニングを始めたいと思います。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆不ふ吉きつな悪あく夢む




　帝紀八一五年一〇月のある夜。

　ギデオンは、いつものとおりに眠ねむりについた。

　まさか、あんな悪あく夢むにうなされることになるとは思いもせずに……。




ＧＭ：オープニングフェイズに入ります。最初のシーンプレイヤーはギデオン。

ギデオン：うぃ～っす。

ＧＭ：……えー、シーンの演出を始める前に、前回に引き続き、今回お呼よびした特別ゲストを紹介したいと思います

ヒルダ：おお、今回もゲストがいるのか。

リージュ：前回はマルセルさん役の、たのあきらさんがゲストでしたが……。

ＧＭ：今回の特別ゲストは…………鈴吹太郎すずふき・たろうさんです！

鈴吹：（ドアを開けて入ってくる）どうも、鈴吹太郎です。




鈴吹太郎

　ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の代表取とり締しまり役やく社長にしてゲームデザイナー。代表作は『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以後『ブレイク』）シリーズの著者。『無印』のナヴァール、『デスマーチ』のギィといった人気ＰＣのプレイヤーでもあります。通称は〝社長〟。




ヒルダ：社長きたー!!

チコ：今回のゲストは社長なんですか？

ＧＭ：はい。シナリオの仕し掛かけを考えた結果、鈴吹社長にＮＰＣを担当していただこうと。

ヒルダ：ああ、そういえば今回予告やハンドアウトの内ない容ようからいって、いかにもグラスウェルズに行きそうだったもんな。

リージュ：グラスウェルズといえば『ブレイク』シリーズの舞ぶ台たいですものね。

チコ：じゃあ、『ブレイク』シリーズのキャラが出てくるっすかね？

鈴吹：そうですね。『ブレイク』のキャラはたくさん出る予定ですよ。

リージュ：やった～♪

チコ：楽しみです！

ＧＭ：……（密かな笑顔）。

鈴吹：なお、ＮＰＣが登場するたびにわたしが会議室を出たり入ったりするのも何なので、今日は最後までこの場にいて、サブマスターみたいなことをしようと思ってますよ。

ヒルダ：よろしくお願いします。

ＧＭ：では、改めてハンドアウトの状じよう況きように入る……その前に（笑）、『ゲッタウェイ』三巻終了時点から、この四巻までの間に何があったのかおさらいをしましょう。

ギデオン：ずいぶん前まえ振ふりが長いな（笑）。でもまあ、前ぜん巻かんが終わってからいろんなことがあったから仕方ないか。

ＧＭ：はい。それでは、前巻がどう終わったかを思い出すところから始めましょう。




＊　　　＊　　　＊





ＧＭ：さて、みなさんが乗のり込こんだ直後、立ち上がったビルベリは、そのまま、ガッションガッションと走り出します。

一同：えっ!?　走り出すのぉっ!?

（略）

ギデオン：どどど、どこへ行くんだよ!?（←がたがた揺ゆれている）

チコ：オオオ、オイラたちはどうなるっすかぁぁぁ──っ!?（←がたがた揺れている）

リージュ：あたしは、お姉様と一いつ緒しよなら、どこまでもお供ともします！

ヒルダ：「リージュ、キミは本当に大物だな」（笑）と揺れながらはっはっは、と笑おう。もうヤケだ！（一同爆ばく笑しよう）

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』三巻より抜粋






＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：という感じで『ゲッタウェイ』三巻は終わったわけですが……。

リージュ：なんだか……すでに懐なつかしいよ（笑）。

チコ：あのあと、いろいろあったっすからねぇ（遠い目）。

ＧＭ：そして、『サガＫ』、さらに『デスマーチ』の七巻と八巻へと続くわけです。

リージュ：ビルベリが爆ばく破はされそうになったり、ノルウィッチの町に突つっ込こんだり……。

ギデオン：ピアニィの偽にせ者もののせいで、また大戦争が起きそうになったりもしたな……。

ＧＭ：『ゲッタウェイ』三巻の終了時から、『デスマーチ』八巻の終了時までにビルベリで起こった出来事をまとめると、次のような感じです。




・暴走状じよう態たいのところをバルムンク・ノヴァに利用されそうになった。このピンチを『デスマーチ』シリーズのＰＣたち、エンジェルファイヤーの力を借りて撃げき退たい。ビルベリのコントロールが多少できるようになる。

・ノルウィッチから盗ぬすまれた強力な破は壊かい兵器、焔えん硝しよう石せき爆ば弾くだんを巡めぐって騒そう動どうが起きる。その事件を仕し掛かけた〝偽者のピアニィ〟を倒たおすため、ビルベリをノルウィッチへと突つっ込こませる。




ヒルダ：そういえば、ノルウィッチに突っ込んだあとのビルベリはどうなってる？

ＧＭ：現在もそのままですよ。

ヒルダ：何だって!?（笑）

ＧＭ：ビルベリもノルウィッチもずいぶんダメージを受けましたからね。仲良く修しゆう理り中です。

リージュ：ノルウィッチの方々と、我われ々われは上手くやっていけているのでしょうか？

ＧＭ：『デスマーチ』七巻のラストで、ビルベリとフェリタニアが友好関係を結ぶということを大々的に公表しましたからね。その後、大きな揉もめ事ごとは起きていません。まあ、どちらも町の修理やらなにやらで忙いそがしく、それどころではないというのもあるでしょう。

ギデオン：それ、ビルベリの地面が傾かたむいてたりしそうだな（笑）。

チコ：ボールを地面に置くと転がっていくっすね（笑）。

ＧＭ：まあ、その程てい度どの被ひ害がいは出ているかもしれませんね。

ヒルダ：なんだか平へい衡こう感覚がおかしくなりそうでイヤだなあ……。

チコ：じゃあ、オイラは今までヒルダお姉ちゃんの仕事をお手伝いしてたことにするっす。そして、サボってるおっちゃんに活かつを入れたり……。

ギデオン：サボってなんかいないよ！　ただ遊んでるだけだよ！

チコ：ええい！　キリキリ働くっす！（笑）

リージュ：あたしは勉学に励はげんだり、食料買い出しとかのお手伝いをしてたと思います。

ヒルダ：私は領りよう主しゆの館で、事じ務む仕事をしていたと思う。ビルベリ暴走から始まった一連の事件に関する書類仕事、多そうだからな……。

鈴吹：きっと、ヒルダのところには、ギィとドランがたまに遊びに行くよ（笑）。
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チコ：なにやらすっかり仲よくなったっすね（笑）。

ＧＭ：では、おさらいと現げん状じようの確かく認にんが終わったところで、ギデオンのハンドアウトの場面まで話を進めましょう。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：時じ刻こくは夜。ギデオンは、ビルベリの領主の館内にある自室で眠ねむっています。

ギデオン：俺が夜に自じ宅たくのベッドで寝ねているのはきっと珍めずらしいぞ（笑）。

チコ：きっと、就しゆう寝しん時間が二四時間一周したっす（笑）。

ギデオン：まあいいや。俺は傾いたベッドで寝ているぞ！　「くーかーくーかー……」

ＧＭ：就寝中のギデオンは夢を見ています。

ギデオン：どんな夢？

ＧＭ：暗い闇やみの中で、女性が何なに事ごとかを延えん々えんと呟つぶやき続けています。何を言っているかまでは聞き取れませんが、呪のろいの言葉だろうと推すい測そくできます。

ギデオン：……それ、悪夢じゃん！

ＧＭ：まあそうですね。

ギデオン：俺は「うぅ、止やめてくれ……」とうなされるぞ！　……ちなみに、その夢に出てきた女性ってどんな人？

ＧＭ：そうですね……ギデオンの知っている範はん囲いだと、『ゲッタウェイ』一巻でリージュに竜りゆう輝き石せきを渡わたした幻げん影えいの女性に似にてます。

ヒルダ：……つまりその女性は、ティナに似ているということか？
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ＧＭ：はい。そしてその女性が呪いの言葉を呟つぶやいていると、そこらじゅうに魔ま獣じゆうや妖よう魔まが湧わき、次々とアルディオンへと降おり立たちます。

ギデオン：ぎゃああぁ──っ!!　なんでそんなことに!?

チコ：……これって、もしかして『無印』一〇巻に登場したフェリタニアさんがおっちゃんの夢に登場してるってこと？

ＧＭ：さて、どうでしょう？　その辺のことまではギデオンにはわかりません。……演出を続けますよ。アルディオンに降おり立たった妖魔たちは、都市を蹂じゆう躙りんします。




　建物は破壊され、人々は惨ざん殺さつされ、あたりは嘆なげきや怨えん嗟さの声に包まれる。

　そのさまを空から見ていた女性は、狂くるったような笑い声をあげていた……。




ＧＭ：……という夢を見たところで、ギデオンは目が覚めます。

ギデオン：じゃあ、傾いたベッドから転げ落ちたところで目が覚めます（笑）　ふぅ……嫌いやな夢を見たぜ。

ＧＭ：なお、ギデオンだけでなく、大陸中の人々が同じような夢を見ています。

チコ：なんと！

ヒルダ：我々も、なのか!?

リージュ：それにしても、大陸中の人が同じような悪夢をみるなんて……。

チコ：スケールおおきいっすねぇ。

ギデオン：あまり嬉うれしくないスケールの大きさだけどな（笑）。

ＧＭ：ただ、夢の内容については、妖魔に蹂躙される場面だけだったり、美しい女性が恐おそろしい表情をしていたという印象だけ残っていたりと、人によってバラバラですけどね。

鈴吹：もちろん、大陸中の人々に確認を取ることはできないだろうから、ヒルダたちは「町の人たちも、同じような夢を見たようだ」程度の認にん識しきでしょうけどね。

ヒルダ：なるほど。

チコ：つまり、イヤな予感はしているけど、誰だれも重じゆう大だい事じ件けんとは気が付いていない……とかそんな感じっすかね？

ＧＭ：はい。そんな感じってことでいいですよ。……そして、みなさんが恐ろしい夢を見てから目覚めた直後でシーン終了です。

ギデオン：ほう。ずいぶん細かく区切るなあ。

リージュ：どういうことでしょう？

ＧＭ：次のシーンはこのシーンの直後から始まるのです。ともあれ、シーンを進めますよ。







◆Opening 02◆エリカの神しん託たく




　恐ろしい夢を見たあと、チコは寝直すことにした。

　今度こそ、いい夢を見ようと意い気き込ごんでいたのだが……。




ＧＭ：次のシーンです。シーンプレイヤーはチコになります。

チコ：はいっす！

ＧＭ：時間的にはアルディオン大陸が妖魔などに蹂躙される夢を見た、その直後になります。

チコ：やれやれ、やな夢を見たから傾いたベッドで寝直すっす。ぐー（寝ねた）。

ＧＭ：……そうすると、「チコぉ[image: ][image: ]。チコぉ[image: ][image: ]」と、誰だれかの呼よび声ごえが聞こえてきます。

チコ：う～、今寝たばっかなのに。いったい誰っすか？

ＧＭ：チコがぱっと目を開けると、そこにはエリカがいます。
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チコ：エリカお爺ちゃん!?

ＧＭ：「ほっほっほ。久ひさしいの、チコ」

チコ：エリカお爺ちゃん、オイラ、さっきのシーンでも夢を見てたっすよ？

ＧＭ：「うむ。引き続きこのシーンも夢の中じゃ」（笑）

チコ：……まあいいや。正せい座ざしてエリカお爺ちゃんの話を聞くっすよ。

ＧＭ：それでチコや。「さっき見た夢」とはどんな内容だったのかの？

チコ：ええと……女の人が、妖魔を使って、アルディオンを蹂躙しちゃう夢っす。

ＧＭ：「ふむぅ。チコが見たというならば、その夢は何かを暗あん示じしているのかもしれん」

チコ：エリカお爺ちゃんは、思い当たる節とかないっすか？

ＧＭ：「アルディオンを呪いそうな女性？　心当たりがありすぎじゃのう」（一同笑）

チコ：お爺ちゃん、役に立たないっす！（笑）

鈴吹：エリカは知ち恵えの竜輝石を失ったから、かなりパワーダウンしているんだよ。

チコ：そうなんすか？

鈴吹：そう。だから、大たい樹じゆだった頃とは違ちがって、宿主であるチコにしか語りかけることができない。そのくらい弱ってるんだよ。

チコ：『ゲッタウェイ』三巻でナーシアさんが「今はエリカの声が聞こえない」って言ってたのは、お爺ちゃんが弱ったせいだったっすか！　納なつ得とく！
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ＧＭ：「ワシが弱ったせいで。チコの役に立てなくてすまんのぅ」

チコ：それはいいから、何のためにオイラを呼よび出だしたか言うっす。

ＧＭ：「まぁ、落ち着いて話を聞くのじゃ」




　……エリカは語った。

　今、アルディオン大陸に、亀き裂れつが発生している。

　その亀裂は物ぶつ質しつ的てきなものではないため、人間には知覚できない。

　だが、その亀裂は異い世せ界かいへと通じていて、魔族がエリンへと侵しん入にゆうしようとしていると。




鈴吹：（エリカになって）「異世界から侵しん略りやく者しやがやってくるとか、いかにも菊池たけしが作りそうな世界じゃろう？」

チコ：本当、そのとおりっすね！（笑）

ギデオン：おい！　なんだそのメタな会話は!?（笑）

ＧＭ：……話を先に進めますよ？




　現在、まだ亀裂は小さいため、力の弱い魔族しか来らい訪ほうしていない。

　だが、このまま亀裂が広がれば、いずれ強力な魔族もやって来るようになるだろう。

　本来、異世界からやって来た侵しん入にゆう者しやたち〝来寇者マリジナント〟は、神から力を与あたえられた者たち〝神喚者ヴアリエンス〟が討とう伐ばつしている。

　だが、神喚者の手に余る大量の来寇者がやって来るようになったのだ。




チコ：来寇者って……。

ＧＭ：はい。簡かん単たんに言うと超ちよう強つよいエネミーです。二〇一二年夏に発売された『アリアンロッド２Ｅ 超上じよう級きゆうルールブック』で追加されました、

チコ：一大事じゃないっすか！　あわあわあわ……。

ＧＭ：「落ち着きなさい、チコ」と、たしなめたあとでエリカは「大変なことになっているが、まだ目に見えて分かる状態ではない」ということを説明してくれます。

チコ：なるほど……。

ＧＭ：「そこでじゃ！　いよいよ、その時がやってきたのじゃ！」

チコ：その時？

ＧＭ：「〝偉大なるヒース〟がアルディオン大地に根づき、大陸を守る時、それがついにやってきたのじゃ！」

チコ：おーっ！　ついに、その時が来たっすか!!

ＧＭ：「うむ。長らく待たせたのう」

チコ：そこそこ長い間、頭上にあったから、オイラの感慨もひとしおっす！

ＧＭ：「まぁ、今すぐ植えろという話ではない。ワシが根づくのに適てきした場所を、チコはまだ見つけてないのじゃろう？」

チコ：そのとおりっす。そもそも、オイラの頭から〝偉大なるヒース〟を安全に抜ぬく手しゆ段だんを探さがすところからスタートっすよ！（笑）

ＧＭ：「うむ、そうじゃな。ただ、時が迫っているということは、忘わすれんようにの」

チコ：は、はいっ！　オイラ頑張って偉大なるヒースを大地に植える方法を調べるっすよ!!　……と叫さけんだところで夢から覚めるっす！　はっ、今のはただの夢!?（笑）

ギデオン：そして傾いたベッドから転がり落ちる（笑）。

チコ：ぎゃあああ──っす!!（笑）

ＧＭ：では、こんなところでこのシーンを終了します。
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◆Opening 03◆オズモッドＫ７からの提案




　人々が不吉な夢を見てからしばらく後の日の朝、リージュはノルウィッチ城じようにいた。

　スリスの話し相手となっているアンバーを、送おくり届とどけにきたのだ。

　そんなリージュのところへ、あの学者が訊たずねてくるのだった。
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ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはリージュです。

リージュ：はい。

ＧＭ：まず、状況説明から。『デスマーチ』七巻でビルベリがノルウィッチに突っ込んで以来ふたつの都市は至近距離にあります。そのため、両都市間の人の行き来が活発になりました。

リージュ：なるほど。

ＧＭ：その結果、アンバーが正式にフェリタニアの女王となったスリスと仲良くなりました。

ヒルダ：何だと!?　何が起きたのか、早く説明を！

ＧＭ：渋沢さんがそわそわしてる（笑）。

ギデオン：渋沢さんはかわいい女の子が好きだからなあ（笑）。

ヒルダ：ぐっ……。き、気にせず話を進めてください。

ＧＭ：どうやらスリスがリージュにくっついていたアンバーを気に入ったのがきっかけのようです。スリスは自分と同世代の友人はあまりいないので、妹のようにアンバーをかわいがります。そして、アンバーもスリスを気に入って、よく遊ぶようになりました。

リージュ：なるほど。アンバーちゃんは、スリス陛へい下かとお友達になったんですね。

ヒルダ：幼おさない女の子がふたり仲良く……くーっ！　かわいい、かわいい……。




　身をよじる渋沢さん。




ＧＭ：さて。このシーンはリージュがノルウィッチ城にいるスリスのもとに、アンバーを預あずけたところからスタートします。

リージュ：はい。「陛下。アンバーちゃんのこと、よろしくお願いしますね」

ＧＭ：スリスは頷うなずくと、アンバーと一緒にノルウィッチ城の中庭へと歩いて行きます。

リージュ：じゃあ、あたしはその辺で時間を潰つぶすことになりますね。

ヒルダ：アンバーはリージュの竜輝石が近くにないと、普通には動けないからなぁ。

ＧＭ：すると、そんなリージュの所にオズモッドＫ７がやってきます。

リージュ：あれ？　オズモッド先生？




オズモッドＫ７

　グラスウェルズ王国の大学都市イルシールに籍せきを置く考古学者。種族はエクスマキナ。

『ゲッタウェイ』三巻でリージュと知り合った。
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ＧＭ：オズモッドＫ７は「おお、リージュ君。そこにいたのか」と声をかけます。

リージュ：こんにちは。先生はどうしてノルウィッチ城に？

ＧＭ：「実は、アンバー君のことで君に相談があってな」

リージュ：アンバーちゃんのこと、ですか？

ＧＭ：「ちょっとアンバー君のことについて、意見を求めたいのだが、いいかね？」

リージュ：はい、もちろん！

ＧＭ：オズモッドＫ７は中庭で遊ぶアンバーをちらっと見たあとに、リージュに向かって。「アンバー君を、竜輝石を必要としないエクスマキナにできるとしたら……どう思うかな？」

リージュ：竜輝石を必要としない、とは？

ＧＭ：「アンバー君は、竜輝石を持つ人間が側にいなくては、まともに動くことができないだろう？　だから、アンバー君に別の動どう力りよく源げんを内ない蔵ぞうしたらどうか、ということだ」

リージュ：そうですね……あたし、アンバーちゃんは、ひとりでどこかへ行くことができなくてかわいそうだと思ってたんです。だから……もし、アンバーちゃんが、自立したエクスマキナになれるんだとしたら、それは素す敵てきなことだと思います。

ＧＭ：「吾わが輩はいも同意見だ。だからアンバー君を自立させる方法を調べたのだよ」

リージュ：オズモッド先生が、アンバーちゃんを改かい造ぞうしてくださるのですか？

ＧＭ：「吾輩自身には無理だが、友人にゴーレムの専せん門もん家かがいる。彼かれはエクスマキナにも造ぞう詣けいが深く、エクスマキナの医者みたいなこともしているそうだ」

リージュ：ふむふむ。

ＧＭ：「何でも、有名なエクスマキナの手しゆ術じゆつも執とり行おこなったそうだよ」

ギデオン：……ん？　有名なエクスマキナの、手術、だと？




　何かを思い出したように首をかしげる菊池さん。




ＧＭ：「竜輝石を動力源にしたエクスマキナの手術を執しつ刀とうしたとか」

ギデオン：……なんだかその専門家に、思い当たる節ふしがあるなあ（笑）。

鈴吹：思い当たるのは菊池さんであって、ギデオンではないですがね（笑）。

リージュ：ではオズモッド先生に言います。「アンバーちゃんが手術を嫌いやがらなければ、ぜひお願いしたいです！」

ＧＭ：アンバーはリージュに一いち任にんすると思います。アンバーはビルベリを制御するためのゴーレムとして作られたので、他のエクスマキナのようなしっかりとした自じ我がはないのです。

リージュ：そうだったのですか……。

チコ：自我がないという割わりに、リージュお姉ちゃんの側にいたがったりしたっすよね？

ＧＭ：自我が全ぜん然ぜんないというわけではありません。ご飯をあげれば食べますし、簡かん単たんな仕事をお願いすればしてくれます。ただ、「何かしたいことがある？」と言われても、それに答えることはできない、という感じですね。

ヒルダ：自発的に何かをしたいとは思えないのか……。

ＧＭ：はい。だからこそ、オズモッドＫ７は、きちんとした自我を与えられないかと模も索さくして、その結果アンバーをビルベリから自立させればいい、という結けつ論ろんになったのです。

ヒルダ：つまり、オズモッドＫ７殿どのの友人にアンバーをお任まかせすれば、アンバーがきちんと受け応ごたえをしてくれるようになるんだな！　ぜひやろう、すぐにとりかかろう！（力説）

ギデオン：おい、ヒルダじゃなくて、素すの渋沢さんがだだ漏もれしてるぞ（笑）。

ヒルダ：べ、別に渋沢さんの台詞せりふじゃないですよ！　ヒルダは「ただの制御ユニットとしてではなく、アンバーにひとりのエクスマキナとして生きて欲ほしい」って思ってるだけで！

ギデオン：言いい訳わけしなくていいから……な？（優やさしい笑顔）

ヒルダ：くっ……！（笑）




　珍めずらしく反はん撃げきできないヒルダでした。




ＧＭ：「アンバー君の保ほ護ご者しやであるリージュ君が手術を望むなら、この話を友人に持っていこう。吾輩もイルシール大学にもそろそろ顔を出さねばならぬし、一いつ旦たんグラスウェルズに戻もどろうかと思う」

リージュ：グラスウェルズへ行かれるのですか？

ＧＭ：「うむ。ビルベリの遺い跡せきに関する論ろん文ぶんも三本くらい溜たまっているからな。ついでに提てい出しゆつしておきたい」（一同笑）

リージュ：……あの、それならあたしもオズモッド先生に同行したいです。あたし、先生に会って気が付いたんです。この世界にはもっと学ぶことがたくさんあるって。それでいろいろ考えていたんですけど、将しよう来らいはエクスマキナの研究がしたいなって。

ＧＭ：「ほほう」と感心するオズモッドＫ７。

リージュ：アンバーちゃんには、ちゃんと自我を持って世界の広さを知って欲しいんです。（ヒルダをちらっと見てから）……あたしが、ヒルダお姉様にそうしてもらったように。

ヒルダ：リージュ……。

リージュ：お城の中庭で遊ぶアンバーちゃんたちを見ながら「あたしがお姉様と一緒に居いたいと思っているように、アンバーちゃんもスリス陛下に会いに行きたいって言い出す時が来るかもしれませんしね～」と冗じよう談だんめかして言います♪

ヒルダ：そうだな。そうなればスリス陛下も喜ばれるだろう。

ＧＭ：オズモッドＫ７は「なるほど。だから吾輩と同行したいというわけか。リージュ君らしいな」と笑います。

リージュ：はい！　アンバーちゃんは、スリス陛下のもとへ預あずけておけば、安心ですから。




　こうして、リージュはオズモッドＫ７とグラスウェルズに向かうことにしたのです。




ＧＭ：「……とまあ、そんな感じで友人をベルクシーレに連れてくるから待っててくれ。その後イルシール大学へと向かい、必要な資し材ざいを調達して、ノルウィッチに戻ってこよう」

リージュ：はい！　ヒルダお姉様たちと相談したいので、決定は少し待ってくださいね。

ＧＭ：オズモッドＫ７はそれを了りよう承しようすると、リージュから離れてビルベリへと戻っていきます。……最後に、ビルベリへと戻もどるオズモッドＫ７を見つけたアンバーとスリスが手を振ふってお見送りしたところで、シーン終了です。

ヒルダ：ああ……かわいいなあ（笑）。







◆Opening 04◆マルセルの要請




　ビルベリの暴走から始まった一連の事件は終り、ようやく平穏を取とり戻もどし始めたころ。

　帝紀八一五年一一月のある日、領主としての仕事が山積みのヒルダのもとへ、やはり忙いそがしいはずの「あの男」がやって来た。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーはヒルダ。場所はビルベリ領主の執しつ務む室しつです。

ヒルダ：はい。傾いた執務室ですね（笑）。

ギデオン：ビルベリの都市経けい営えいも傾いていたりして（笑）。

ヒルダ：止めろ！　縁えん起ぎでもない（笑）。

ＧＭ：こちらの想定しているイベントもいくつかあるのでここは全員登場でお願いします。

ヒルダ：了解した。では、私は書類仕事をしているので、みんな適てき当とうに登場してくれ。

チコ：じゃあ、オイラはヒルダお姉ちゃんの隣となりで、仕事の手伝いをしているっす！

ヒルダ：私は文官の仕事が得意ではないからな。頼たよりにしているぞ、チコ。

チコ：オイラにお任せっすよ！（胸むねを叩たたく）

リージュ：では、あたしは紅こう茶ちやをいれて運んできます。ヒルダお姉様たちと相談をしたいので、お仕事が終わるのを待っていますね。

ヒルダ：ありがとう。床ゆかが傾いているから気をつけてくれ（笑）。

ギデオン：俺はその辺のソファーでぐうたらしている。

ヒルダ：ギデオン仕事しろっ！（笑）

ＧＭ：……では、そんな感じで執務中のヒルダたちのもとへ、マルセルが訪たずねてきます。

ヒルダ：おお。ハンドアウトに書いてあったとおりだ。

鈴吹：マルセルは気が利きくから、きっと菓か子し折おりを手て土産みやげに持ってきてるに違ちがいない。

リージュ：じゃあ、遠えん慮りよなく受け取っておきましょう♪

ヒルダ：マルセル殿どのは、頻ひん繁ぱんにビルベリに来ているのか？

ＧＭ：いえ、マルセルも職しよく務むで忙しく、行き来するのは用事がある時だけです。

ヒルダ：そうだよな……。ソファーに座すわるよう勧すすめながら、「マルセル殿、珍しいな。いったいどうしたのだ？」と聞こう。
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ＧＭ：マルセルは傾いたソファーに腰こしをかけ、視し線せんを泳がせながら、「その……竜輝石、というものを、知っているな？」とぎこちなく話を切り出します。

ヒルダ：……なんなんだ、その不自然な態たい度どは！（笑）

ＧＭ：マルセルは「そもそも、竜輝石はセフィロスから授さずかった神具で……」と、竜輝石について語り始めます……。




　その昔、ウルフリックとセインは、竜輝石の力を使用して妖魔や魔族と戦い、勝利した。

　伝説によれば、竜輝石は全部で七種類あり、二八個こほど存そん在ざいするらしい……。




ヒルダ：私とリージュも、竜輝石を持っているよな。

リージュ：ヒルダお姉様のと違って、あたしの竜輝石は種類がよく分からないですけどね～。

ヒルダ：そういえば、リージュの竜輝石は、今どこに置いてあるんだろう？

ＧＭ：リージュが所持していますよ。……「竜輝石は強力な力を秘ひめており、古代兵器の動力源として使われていたほか、信じられない奇き跡せきを起こすようだ」とマルセル。

ギデオン：信じられない奇跡？

ＧＭ：「たとえば、ピアニィ様が石の力を使って魔獣と化した人間を元に戻もどした、とかな」

ヒルダ：ほほう。そんなことがあったのか。

ギデオン：『無印』二巻の時の話だな。

リージュ：ああ、キンバリーさんの時の！
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ＧＭ：はい。マルセルは言います。「ああ。現げん場ばにいた兵士たちが語っていたそうだ。それから、ベネット殿が石の力で過去へと飛んだと言っていたな。……どちらも私自身は疑うたがっているのだがな」

リージュ：さすがはマルセルさん。すでに裏うら目めってます（笑）。

チコ：でも、実じつ際さいに見ないと信じられないという気持ちも分かるっす（笑）。

ヒルダ：マルセル殿、竜輝石については理り解かいしたから、そろそろ本題に入ってくれないか？

チコ：今日のマルセルさんはやたら回りくどいっすね（笑）。

ＧＭ：「あ、ああ。その……」と言い澱よどんだあと、マルセルはヒルダの方に向き直ります。

ヒルダ：どうした？

ＧＭ：「その、なんだ……これは、個こ人じん的てきなお願いなのだが……ヒルダ殿の持つ王威の竜輝石を、もとの持ち主に返へん却きやくしてもらえないだろうか？」

ヒルダ：竜輝石をフィリップ陛下へ返せ、と？

ＧＭ：「ヒルダ殿が持つ竜輝石は、元はグラスウェルズにあった竜輝石だからな」

ヒルダ：私自身は、竜輝石を返却することに何ら躊躇ためらいはないんだが……何故なぜ、ここまでマルセル殿は頼たのみづらそうにしているんだ？

鈴吹：マルセルがヒルダに頼たのむのは、本来は筋すじ違ちがいだからですよ。

チコ：確かに……。フェリタニア王国軍ぐん師しが、ビルベリ領主に向かって、「グラスウェルズに竜輝石を返却するように」というのはおかしな話っすからねぇ。

ギデオン：フェリタニアの属ぞつ国こくじゃねぇからな、俺ら。

ヒルダ：なるほど。だから、マルセル殿はこんなに低てい姿し勢せいなのか。

チコ：でも、それならどうして竜輝石を返却しろって言ってきたっすかね？　首を突っ込まなければいいのに。

ＧＭ：『デスマーチ』八巻で、曲がりなりにも戦争寸すん前ぜんになりましたからね。フェリタニアとしてはグラスウェルズとの関係を修しゆう復ふくするきっかけが欲しいところなんです。

ギデオン：グラスウェルズとしては竜輝石に頼たよらない体たい制せいを作ると明言してるから、「なくても困こまりはしないけど、それでも他国のしかもフェリタニアの手の届とどくところにあるのは落ち着かない」ってところかな。（←グラスウェルズの王国軍師、アンソンのプレイヤー）

ヒルダ：私自身は、王威の竜輝石に執しゆう着ちやくはない。むしろ、こんなもののせいで、政せい治じ的てきな面めん倒どう事に巻まき込こまれてしまうから、持っていない方がいいと思ってる。

ＧＭ：「では？」

ヒルダ：「かまいませんよ。返へん還かんしましょう」と答えよう。

ＧＭ：ヒルダが賛さん成せいしてくれたことが分かる、マルセルが急に満まん面めんの笑顔になります。「そうか。ならば、ビルベリからベルクシーレへと使し節せつ団だんを派は遣けんできるよう、私たちが仲ちゆう介かいをしておこう。ヒルダ殿たちは、出立の準備をしていただくだけでいい」

ヒルダ：マルセル、感かん情じようが顔に出ているぞ！（笑）

ギデオン：それでいいのか王国軍師！（笑）

チコ：まぁ、仲介をお願いできるなら、お願いしちゃった方が楽っすよ、多分。

リージュ：お忍しのびで向かわなくて大だい丈じよう夫ぶですかね？

ＧＭ：「隠かくれて向かうより、公式に訪ほう問もんした方が危き険けんが少ない。公式の使節団にもしものことがあればグラスウェルズの名めい誉よが傷きずつくからな」

ヒルダ：では、マルセル殿に、その辺の手配をお願いしよう。

ＧＭ：「ああ、任まかされた」

リージュ：あっ！　グラスウェルズに行くなら、ヒルダお姉様たちにご相談があります。

ヒルダ：何だい？

リージュ：グラスウェルズにいるオズモッド先生のご友人が、アンバーちゃんを自立したエクスマキナにしてくださるかもしれないんです。

ヒルダ：ほほう。それはいいことじゃないか（笑）。

チコ：ぜひお願いしたいっすね！

リージュ：ただ、必要な機材を揃そろえるために、オズモッド先生は友人の方とグラスウェルズにあるイルシール大学というところに行かれるそうなんです。それで、あたしも大学に同行したいなぁって思って。そのことを相談したかったんですけど……。

ヒルダ：なるほど。それならば、フィリップ陛下との会談が終わったあと、オズモッドＫ７殿と落ち合えばいいんじゃないか？

リージュ：そうですね！

チコ：じゃあ、ここでオイラは夢で見たエリカのお爺ちゃんの話をするっす。……というわけで、オイラもその大学で偉大なるヒースを大地に戻もどす方法を調べたいっす。

ヒルダ：なるほど。ちょうどいいじゃないか。

ギデオン：おい！　俺も行くぞ!!

ヒルダ：どうしたギデオン。いつになく積極的じゃないか？

ギデオン：だって、グラスウェルズのベルクシーレといえば大都会だぜ？　旨うまい食い物や酒にはことかかないだろうからな（笑）。

ヒルダ：物もの見み遊ゆ山さんじゃないんだぞ！（笑）

ギデオン：うおおお──!!　メシー!!　酒ぇ!!　都会の遊びぃー!!（爆笑）

チコ：おっちゃん、オイラたちは使者として行くんすから、だらけちゃダメっすよ？

ギデオン：え～？　ちょっとくらい遊んだっていいじゃんか～（笑）。ベルクシーレは、いろんな屋台が出てて、手軽で安くて旨いもんが食べられるんだぜ！

チコ：うっ……安くて美味しい物、いいっすなぁ（そわそわ）。

リージュ：チコちゃんが心動かされてる（笑）。

ヒルダ：ははは。マルセル殿、ベルクシーレ訪問中に少し自由時間を設もうけてもらえるか？

ＧＭ：マルセルは「分かった。先方に伝えておこう」と言います。

チコ：えっと……ヒルダお姉ちゃん、本当にそれでいいんすか!?

ヒルダ：ああ。実は私もベルクシーレで個人的にしたいことがあってな。

リージュ：お姉様が？

チコ：真面目なヒルダお姉ちゃんが！　珍しいっす!!

ヒルダ：ああ。ベルクシーレに行ったら、お義父様の死について調べたかったんだ。

一同：…………。

ＧＭ：……なるほど。ヒルダにはそういう目的があったんですね。

ヒルダ：それが叶かなわなかったとしても、せめて、墓参りくらいは行っておきたい。

リージュ：ヒルダお姉様……。

ＧＭ：重たくなった空気を察したのか、マルセルがひとつ咳せき払ばらいをして、話題を変えます。「そういえば、アルディオン各地の妖魔や魔獣の動向について、話を聞いているか？」

ヒルダ：妖魔や魔獣の動向？

ＧＭ：「ああ。今まではエストネル付近でしか目もく撃げき情じよう報ほうがなかったのだが、最近はエストネル以外でも湧わいているらしい」

ギデオン：……それって、ごく最近のことか？

ＧＭ：はい、そうです。

ヒルダ：妖魔がエストネル以外で目撃されるようになった原げん因いんは分かっているのか？

ＧＭ：「現げん時じ点てんでは、私も詳くわしいことは把は握あくできていない。報告数もけっして多いわけではないからな。ただ、ヒルダ殿の耳にも入れておいた方がいいと思ってな」

ヒルダ：ビルベリも治安を脅おどかされるかもしれないから、か。お気き遣づかい、感かん謝しやする。

チコ：あっ、そうだ！　オイラが見た夢の話もしたいっすが……（ちらりとＧＭを見る）。

ＧＭ：マルセルがいない方が話しやすいんですね。では、マルセルは「そろそろ私はノルウィッチへ戻る」と言って、ビルベリの執務室を出ます。

ギデオン：床が傾いてるから、足元に気をつけろよー（笑）。

ヒルダ：それはもういいから（笑）。

チコ：マルセルさんがいなくなったあとで、改めてエリカお爺ちゃんからのお告げをみんなに話します。今、この大陸には来寇者マリジナントという超強い魔ま物ものが異世界から来てるっす！

ギデオン：じゃあ、ちょー驚おどろくぞ。「な、なんだってー!?」

チコ：そんなわけで、なにかイヤーな予感がするっす！

リージュ：……そういえば、こんなに都合よくみんなでグラスウェルズに行く用事ができるのって……なにか不自然ですよね？

チコ：考え過すぎかもしれないけど、何かの陰いん謀ぼうだったり？

ギデオン：『デスマーチ』八巻のラストの件もあるし、その可能性もあるな。




『デスマーチ』八巻の件というのは、そのラストでとある人物の正体らしきものが分かる、というイベントのことです。ただし……。




ＧＭ：ＰＣはそのことを知るよしもないので、ご注意ください。

ギデオン：了解した。

ヒルダ：……確かに、この状況は偶ぐう然ぜんというには出来すぎかもしれない。だけど……。

リージュ：ヒルダお姉様？

ヒルダ：ここは、それでもグラスウェルズに行くべきだ、私はそう考えている。

ギデオン：……なんでだ？

ヒルダ：あの夢……さっきのシーンでギデオンが見た夢のことは憶おぼえているか？

チコ：もちろんっす。大陸中のみんなが見たということっすから。

ヒルダ：もしかすると、アルディオン大陸に新しい危機が迫っているのかもしれない。だとしたら、私たちに今できることがあるならやっておきたいんだ。

ギデオン：そうは言ってもなあ……。

ヒルダ：以前、私は大切な義父……ゴーダ伯を守ることができなかった。

一同：…………。

ヒルダ：もう「あのときは自分が未み熟じゆくだったから」、と素す直なおに思えるようになった。後こう悔かいもしていない。……でも、だから逆ぎやくに今できることから逃にげたくないんだ。

ギデオン：罠の可か能のう性せいがあっても？

ヒルダ：もちろん慎しん重ちように行動するけど、でも罠が仕掛けられているなら、罠を仕掛けた奴やつごと噛かみ破やぶる！　そういうつもりで行動するべきだって……そう考えるようになったんだ。

チコ：なるほど……。

ギデオン：ヒルダ……漢おとこ前まえだなあ（笑）。

ヒルダ：もちろん、みんなに無理強いはできないけど……私は覚かく悟ごを決めたよ。

リージュ：……ヒルダお姉様の決意、よく分かりました！

チコ：ヒルダお姉ちゃんたちとなら、なにがあってもこわくないっす！

ギデオン：へっ！　まあ、グラスウェルズの王都なら大都会だ。うまいメシや酒にありつけるだろうからな。そのついでに付き合ってやるぜ！

ヒルダ：……ありがとう、みんな。




　こうして、ゲッタウェイ一行は、運命に立ち向かうために前進することになったのです。




ＧＭ：……では改めて、グラスウェルズでの旅程について、確認しましょうか？

ヒルダ：まずはグラスウェルズに行って、フィリップ陛下と会って王威の竜輝石を返却する。

リージュ：そのあと、イルシール大学に行って、アンバーちゃんの手術道具の調達と、〝偉大なるヒース〟に関する調ちよう査さを行なうんですね！

ＧＭ：では、旅程を確認できましたので、次のシーンへと移りたいと思います。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆白はく竜りゆう王おう国こくの都みやこ




　マルセルの手配は早く、翌よく日じつにはベルクシーレへと向かう手はずが整っていた。

　ヒルダたちは多くの護ご衛えいに守られながら、ビルベリからの親しん睦ぼく使し節せつ団だんとして旅立った。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。みなさんは使節団として、グラスウェルズ首都ベルクシーレに到とう着ちやくしました。

一同：早っ!!

チコ：途と中ちゆうのイベントなしっすか!?

ＧＭ：はい、みなさんは正式な使節団として赴おもむいたので、グラスウェルズの厳げん重じゆうな警けい備びの元、安全に移い動どうできました。……お望みならなにかイベントを起こしてもいいですが？

ヒルダ：いや、けっこう（笑）。

ＧＭ：オズモッドＫ７はベルクシーレまではみなさんに同行しています。アンバーはビルベリに置いてくるんですよね？

リージュ：レイチェルさんやアナリタさん、それに、ビルさんとベリィさんがいますから、ビルベリの防ぼう衛えいも安心ですしね。
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チコ：安心して町を任まかせられる人たちがいて、ありがたいっす。

ＧＭ：……話を戻もどしますが、オズモッドＫ７はベルクシーレに入る前、城じよう門もんの手前で一いつ旦たんみなさんと別れることになります。

ヒルダ：そういえば、オズモッド先生は別の町にいる知り合いに会いに行くんだったな。

ＧＭ：はい。「友人を呼よんでくるので、君たちは見物がてらベルクシーレで待っているといい」と言い残して、オズモッドＫ７はその場から離はなれて行きます。

リージュ：はい、先生～。お気をつけて！

ＧＭ：グラスウェルズの護衛たちはどうしますか？　国こく賓ひんとして街を視し察さつしたければ彼かれらはこのまま同行してくれますし、お忍しのびで回りたければ、ここで別れることも可か能のうです。

ヒルダ：できれば、お忍びで回りたい。あんまり堅かた苦くるしいのは、性しように合わない。

リージュ：そうですね～。

チコ：今のベルクシーレは治安もいいと思うし、護衛はいらないっすね。
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ヒルダ：「あとは自分たちで何とかできる。ご苦労様」と労って、護衛を解かい散さんさせよう。

鈴吹：護衛を解散してこれから入るベルクシーレを見ると、町を見上げる形になります。都市内にある丘おかの頂ちよう上じように堅けん固ごな王おう城じようがあり、その周りを何重もの城じよう壁へきが囲んでいます。城壁の内側に城じよう下か町まちがあり、城壁の外側にも町が拡かく大だいしていて屋台やテントが立っています。

ＧＭ：アルディオン大陸ではトップクラスの巨きよ大だい都と市しです。ヒルダにとっては故こ郷きようですけれどね。ベルクシーレの町は城壁の外側だというのにとても多くの人で賑にぎわっています。

ヒルダ：さて。見物するのはいいんだが、みんなが迷まい子ごにならないかが心配だ……。

ギデオン：あ、俺おれはその辺の屋台で買い食いしてるぞ。

チコ：さっそくサボりっすか!?（笑）

ヒルダ：ギデオン……すでに町に馴な染じんでいるな（笑）

ギデオン：うおおお──!!　メシー!!　酒ぇ!!　都会の遊びぃー!!

リージュ：じゃあ、あたしは屋台の射しや的てきを楽しんでます（笑）。

チコ：オイラは屋台より、「なるほど、この町の造つくりだと、攻せめるのは難むずかしいっすね」と軍ぐん師しらしく町の造りに感心するっす。

ギデオン：自分で「軍師らしく」とか言うなよ！（笑）

リージュ：大国の王都だけあって、防ぼう備びもすごいんですね～♪

鈴吹：でも、これだけ堅固にしていても、グラスウェルズの歴史で実じつ際さいにベルクシーレが戦場になったのは一度きり、なんだけどね。

ヒルダ：……それってアンリによるクーデターの時の話？

鈴吹：そうです。まあ、そもそも大国の首都ってなかなか戦場になるもんじゃないけど。

チコ：この都市が攻せめ落おとされた時は、グラスウェルズ滅めつ亡ぼうの時っすからね。

ＧＭ：みなさんは今、そんなことを話しながら、城壁の外側で屋台を見て回って楽しんでいるってことでいいんですね？

ギデオン：おう！（笑）

ヒルダ：……とはいえ、あまり遊んでもいられない。いい加か減げん城壁の向こう側へ行こうか。

チコ：そうっすね。

鈴吹：では、みなさんが城門の前に進むと、ひとりの警けい備び兵へい風の格かつ好こうをした女じよ性せいがみなさんのもとへと近づいて来ます。彼かの女じよはやや表ひよう情じように乏とぼしい他には取り立てて特とく徴ちようがありません。

一同：女性？

鈴吹：その警備兵風の女性はヒルダを見て、「ビルベリのご一行では？」と声をかけます。

ヒルダ：あ、ああ。そのとおりだが……あなたは？

鈴吹：「私わたしは、みなさんがこの町に着いたら案内するように命じられている者だ」

ヒルダ：そうだったのか。待たせてしまったかな、すまない。

ギデオン：ちょっと待て。その女兵士の身元は確たしかなんだろうな？

鈴吹：ギデオンがそう言うと、女兵士は、幻げん竜りゆう騎き士し団だんの紋もん章しようを見せます。「これでいいか？　私は幻竜騎士団に所しよ属ぞくしている」　ちなみに、ヒルダはその紋章が本物だと分かりますよ。

ギデオン：ゲゲェ!?　幻竜騎士団だと!?（笑）

ヒルダ：……その女性に言おう。あなたの名前を教えて欲ほしい。

鈴吹：「……分かった。私の名はクレセント」

一同：クレセント！




クレセント

『ブレイク』シリーズに登場した重要なＮＰＣ。

　ニンジャのような体たい術じゆつと変へん装そうを武ぶ器きに、密みつ偵ていをやっていた。
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ギデオン：なんでクレセントが俺たちを待ってるんだよ！（笑）

ヒルダ：ギデオンは何故なぜグラスウェルズの事じ情じように詳くわしいんだ！（笑）

ギデオン：ほ、ほら……俺、裏うら稼か業ぎよう時代が長かったから、な？（笑）

リージュ：そっか。クレセントさんだから社長がロールプレイしてたんですね。

チコ：おお！（ぽん、と掌てのひらを叩たたく）

ヒルダ：プレイヤーの渋しぶ沢さわさんとしてはクレセントと会えて嬉うれしいけど（笑）　ヒルダは、ただの幻竜騎士団の人としか思わないんだよなぁ。「クレセント殿どの、案内をよろしく」

ＧＭ：ではここでシーンを区切ります。







◆Middle 02◆密みつ会かい




　クレセントに先せん導どうされ、ベルクシーレの街中を歩くゲッタウェイ一行。

　果たしてクレセントの目的地は？




ＧＭ：では次のシーンです。

鈴吹：クレセントはみなさんを連れて城門をくぐり、城下町を淡たん々たんと進みます。一いち応おう、城や有名な場所だけは説明してくれるけれどね。

チコ：オイラ「ほえ～」って言いながら、キョロキョロしながらついていくっす。

ヒルダ：……私にとっては、懐なつかしい思い出が詰つまった場所だ。

鈴吹：そしてクレセントは、とある酒場にみなさんを案内します。

ヒルダ：昼間から、酒場？（不ふ審しんがっている声）

鈴吹：「お会いしたいと仰おつしやっている方がいて、待ち合わせ場所にここを指し定ていなされたのだ」

リージュ：それは、どなたなんですか？

鈴吹：「詳しいことは聞いていない。私は、あくまでただの使いだ」

ヒルダ：そうか。なら、ここで待たせてもらうしかないようだな。

リージュ：そういえば、この酒場の名前は？

鈴吹：バー・ファリストルと言います。

一同：バー・ファリストル！

ギデオン：ファントムレイダーズの息のかかった酒場じゃねぇか！（笑）




　ファントムレイダーズとは『ブレイク』シリーズのＰＣたちのギルドの名前です。ＰＣのひとりは菊きく池ちさん演えんじるアンソン・マンソンなので当然事情に詳しいのです。




ヒルダ：もう、これからやって来る人物について予想がついて、ドキドキしてきた（笑）。

鈴吹：クレセントがバーのマスターに目で挨あい拶さつをすると、みなさんは奥おくにある個こ室しつへと通されます。品の良い調度品が置かれた、かなり良い部屋です。

チコ：ＶＩＰルームっすね！

鈴吹：そうですね。重じゆう厚こうなテーブルが部屋の中央に置いてあり、座すわり心地ごこちの良いソファーもあります。クレセントは「しばらくお待ちください」と言って、部屋を出て行きます。

チコ：すごい部屋っすねぇ。なんか、落ち着かないっす。

ヒルダ：とりあえず、ソファーに座すわって待つか……。

鈴吹：しばらく待つと、ふたりの男だん性せいが、部屋へとやって来ます。

チコ：誰だれっすか？

鈴吹：この男性たちを知っているか、みなさん【知力】で難なん易い度ど13の判はん定ていをしてください。ただし、グラスウェルズ出身のヒルダは判定をする必要なく、誰だか分かります。

ヒルダ：なん、だと……？

チコ：（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ち24っす。判定成功。

リージュ：（ダイスを振る）９でした。判定失敗です。

ギデオン：（ダイスを振る）俺も９で失敗。

鈴吹：では、ヒルダとチコは分かります。ひとりは鎧よろい姿すがたの騎士、白竜騎士団副ふく団だん長ちようダリウス・フォーミダブル。もうひとりは、地味な市民風の服ふく装そうをしていますが、グラスウェルズ国王フィリップその人です。
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一同：なんだってぇ！

ヒルダ：ああ！　フィリップ陛へい下か、御ご自じ身しんがいらっしゃったあぁ！（机つくえに突つっ伏ぷす）

チコ：本物のフィリップ陛下っす～！（←【知力】判定に成功している）

ギデオン：はっはっは、何を言ってるんだ、ヒルダ。フィリップ陛下がこんな場末の酒場に来るはずは……（←【知力】判定に失敗している）。

鈴吹：ギデオンがそんなことを言うと、ダリウスが咳せき払ばらいをします。

ギデオン：……ほ、本物の、フィリップ、なのか？

鈴吹：「この方は、間ま違ちがいなくグラスウェルズ国王、フィリップ陛下であらせられる」と、ダリウス。ちなみに、フィリップの服装が地味なのは、お忍びでやって来たからです。

ギデオン：すいませんでした～っ！（平へい伏ふく）

鈴吹：フィリップは優やさしく笑います。「こちらこそ、このような形で呼びたてしてすまない。肩かた肘ひじ張はらず、楽にしてくれ」

ヒルダ：む、り、だーっ!?　出しゆつ奔ぽんしたとはいえ、自分が生まれ育った国の王様を前にして、楽になんてできない！（笑）

リージュ：あたしは姿し勢せいを崩くずして、のんびりしてまーす♪（笑）

チコ：リージュお姉ちゃんは大物っすねぇ……（笑）。

鈴吹：フィリップはソファーに腰こしをかけますが、ダリウスはフィリップの後ろで「休め」の姿勢で立ったままです。

ヒルダ：……ダリウス殿どのもお座りになったら……。

鈴吹：ダリウスは笑顔で「いや、おかまいなく」と言います。さすがに、王の側で腰を下おろすのは躊躇ためらわれるのでしょう。

ヒルダ：そうか……。それにしても、このあと公式な会談があるというのに、フィリップ陛下は何故非ひ公こう式しきに我われ々われを呼よび出だしたのやら……。

鈴吹：そんなヒルダの内心を知ってか知らずか、フィリップは世間話から入ります。「この部屋は、アンソン伯はくの私し的てきな隠かくれ家がらしい。こうやって、内ない密みつに誰だれかと会う時には、ここを使わせてもらっている」

ヒルダ：そうだったのですか……。アンソン伯のことを信しん頼らいされておられるのですね。

鈴吹：「ああ」

ギデオン：そうだろう、アンソンはできる子だからな！

ヒルダ：だーかーらー、なんでギデオンはアンソンと友人でもないのに、あいつのことを褒ほめるんだ!?（笑）

ギデオン：いや、何となく……ね？（笑）

鈴吹：フィリップはみなさんの様子を見て、「噂うわさどおり、楽しい方々だ」と笑います。

リージュ：あたしたちの噂を、誰からお聞きになったんでしょう……？

鈴吹：フィリップはグラスウェルズ国王ですから、あちこちから情じよう報ほうを得ていることでしょう。「必要なことは、さまざまな者が教えてくれる」

ヒルダ：私がグラスウェルズを出奔したのが二年くらい前だったかな。その当時はまだ幼おさない少年という印象だったが……。

鈴吹：当時から利発ではありましたが、今はもう一国の王としての風ふう格かくがしっかり出ています。背せも伸のびましたし、顔つきもかなり大人になりましたよ。

ヒルダ：ヒルダの中の渋沢さんは大だい歓かん喜きだが、心の裡うちを喋しやべってしまったらヒルダのイメージが崩ほう壊かいする……！（一同笑）

リージュ：あたしは「フィリップさんは、立りつ派ぱな方なのですねぇ……」って呟つぶやきます。

鈴吹：フィリップはリージュを見ると感かん慨がい深ぶかげに言うよ。「話には聞いていたが……本当に、ピアニィ陛下に似にておいでだな」

リージュ：よく言われます～。……でも、こんな話がしたくて、あたしたちにお忍びで会いにいらしたんじゃないですよね？

鈴吹：「そうだね」と言うと、フィリップは視し線せんをヒルダに向けます。「レディ・ゴーダ」

ヒルダ：苗みよう字じで呼よばれると、思わず姿し勢せいを正ただしてしまうな。「何でしょうか？」

鈴吹：「君はグラスウェルズに、帰ってくるつもりはないか？」

ヒルダ：…………えっ？

鈴吹：「オスウィンの娘むすめであり、優ゆう秀しゆうな騎士でもある君に、相応ふさわしい地位を用意する。もちろん、他の人々も、相そう応おうの地位を約束しよう」

ギデオン：それって、俺たち全員に何か役やく職しよくをくれるって言ってるのか？

鈴吹：そうです。「もし望むなら、ビルベリごとグラスウェルズに来てもらってかまわない。聞くところによると、ビルベリは移動できる都市だそうじゃないか。こちらまで赴いてもらえれば、固定できる土地を用意しよう」

ギデオン：すげぇ大おお盤ばん振ぶる舞まいだ!!

ヒルダ：えっ、え、ええと……ヒルダも、プレイヤーも、困こん惑わくして、言葉が出てこない。

ＧＭ：フィリップは、「ビルベリごと、グラスウェルズに来ないか」と言っているわけです。もしグラスウェルズに戻もどった場合、ヒルダはゴーダ女伯という扱あつかいになるかもしれません。

ヒルダ：私が、お義父とう様の名を継つぐのか……。

ＧＭ：もちろん、一いつ介かいの騎士のままでいたいと希望することもできます。フィリップにどう返答するかは、みなさんで相談して決めてください。

ヒルダ：……陛下、お言葉は嬉しいのですが、あまりに突とつ然ぜんすぎて考えがまとまりません。仲間たちと相談する時間をいただけないでしょうか？

鈴吹：「相談する部屋は、ここで大だい丈じよう夫ぶか？　……まぁ、ベルクシーレ内で、君たちが心の底から安心できる場所はないかもしれないが」

ヒルダ：……ここでかまいません。

鈴吹：「そうか、では、我われらは少しの間、席を外そう。ベルクシーレの町を忍しのんで視察したいと思っていたのでちょうどいい。……ねぇ、ダリウス？」とフィリップが言うと、ダリウスが「はっ」と頷うなずき、ふたりで部屋を出て行きます。

ヒルダ：フィリップ陛下……我々に「待たせて申もうし訳わけない」という気持ちを抱いだかせないように、気を遣つかっていらっしゃる……ご立りつ派ぱになられた！

ギデオン：おい、今の台詞せりふ、ただの渋沢さんの心しん情じようだろ（笑）。

ヒルダ：そうですよ！　プレイヤーは「喜んでついていきます！」と言いたいところですよ！　でも、ヒルダは全然そうじゃないから！（笑）




　混こん乱らんする渋沢さんです。




リージュ：「あの人が、ヒルダお姉様が一度は剣けんを捧ささげた王様なのですね～」と言います。

ヒルダ：そうだよ。フィリップ陛下、ご立派になられたものだ。あぁ、フィリップ陛下が登場するシーンはもっとあとだと思っていたっていうのに……。

ＧＭ：渋沢さん、ヒルダとプレイヤーの発言が混まじっていますよ（笑）。

ヒルダ：どっちがどっちの台詞なのかは、察してください（笑）。

チコ：とりあえず、問題を整理するっす。

ギデオン：フィリップが出してきたのは、要するにビルベリにグラスウェルズの傘さん下かに入れ、という話だ。条じよう件けんとして「都市丸ごと」で、「ヒルダ以外にも相応の役職つき」という大盤振る舞いではあるけどな。

チコ：ビルベリの町は、もともとメルトランドに属ぞくしていたっすから、いきなりグラスウェルズに属ぞくすると言っても住人は納なつ得とくしてくれるっすかね……。

ＧＭ：今ビルベリに残っている人たちは、元からの住人が半分、難なん民みんとして流れてきた人たちが半分といったところでしょうか。ただ、彼らの帰き属ぞく意い識しきはどこかの国ではなくビルベリの町自体にあると思われます。ヒルダが決けつ断だんすれば、それに従したがうでしょう。

ヒルダ：そうか……。

リージュ：グラスウェルズはヒルダお姉様の故郷なのでしょう？　その国の王様から直々に「戻ってこい」って言われたのですから、素す直なおに受け入れていいと思いますよ？

ギデオン：大国グラスウェルズに都市ごと庇ひ護ごされるんだから、損そんな話ではないしな。

チコ：でも、その代わりグラスウェルズの都合で動かされることは避けられないっす。それが傘下に入るってことっすから。

ヒルダ：……そうだな。

ギデオン：まあ、なんにせよヒルダ次第だな。ヒルダが決めたことならビルベリの住人の大半は従うと思うぜ。

リージュ：あたしもそう思います。

ヒルダ：……分かった。覚かく悟ごもできたよ。フィリップ陛下に私の決心を聴いていただこう。

ＧＭ：では、しばらく後に、フィリップたちが戻ってきたところから会話を再さい開かいします。

ヒルダ：では……私はフィリップ陛下に、結けつ論ろんを伝えます。「ありがたいお申し出を断ことわるのはまことに恐きよう縮しゆくなのですが、私はグラスウェルズに戻もどりません」

鈴吹：「……そうか」

ヒルダ：私は、グラスウェルズ以外に、守りたいと思うものができてしまいました。そのために、力を尽つくしていこうと思います。

鈴吹：「守りたいものがビルベリの町であれば、町ごと我わが国くににやってきてよい。そういう話なのだぞ？」

ヒルダ：分を越こえたありがたいお申し出だと思います。ただ、それでは守れないのです。

鈴吹：「守れない？　どういうことだ？」

ヒルダ：そうですね……言葉でいうのは難しいのですが。要するに、自分たちの望まないことを強きよう制せいされない、そういう立場のことです。もちろん、他の国とは仲良くしたいのですが、誰かに守られる代わりに誰かの命令に従うということでは、それは守れないのです。

チコ：ヒルダお姉ちゃん。けっこう思い切ったことを言ってるっす。

ギデオン：（びくびくしながら）フィリップの様子はどう？　怒おこってない？

鈴吹：そうですね……ヒルダの答えを聞いたフィリップはニコリと笑います。ダリウスは表情を変えません。フィリップは言います「なるほど。よく分かった」

ヒルダ：わ、分かってくれたか……。よかった（笑）。

鈴吹：フィリップは「実はアンソン伯から、この提てい案あんにはレディ・ゴーダがそのように答えるだろうと言われていたのだよ」

ヒルダ：アンソンが？　なぜ？

鈴吹：「アンソン伯は、〝主しゆ権けん〟という言葉を使っていたかな？　要するに、これからは大国がその力で周囲を屈くつ服ぷくさせ、従じゆう属ぞくさせる時代ではない、と言っていたよ」

ギデオン：さすがはアンソン！（笑）

チコ：だから、なんでおっちゃんが得意がるっすか？（笑）

鈴吹：フィリップは「では、グラスウェルズとビルベリの友好を」と言って、手を差し出してきます。「これならば、断る必要はないだろう？」

ヒルダ：ビックリした顔になったあと、すぐに手を差し出します。「願ってもないことです」

鈴吹：では、フィリップはヒルダの手の甲こうに、キスをしますよ。

一同：えっ!?

鈴吹：国王とはいえ、フィリップも男です。レディには礼を尽くしますよ（笑）。

チコ：さ、さすがっすね……。

ヒルダ：私……何か言おうとしてたんだけど……今、一いつ瞬しゆんですべてが吹ふき飛とんだ！（笑）

ＧＭ：渋沢さん、落ち着いて（笑）。

ヒルダ：う、うん。……あっ、思い出した！　フィリップはこの先、どうしていきたいと思っているのか、未来の展てん望ぼうを聞きたかったんだ！　ピアニィが大陸の平和を願っているように、フィリップ陛下の望みを聞きたいって！

鈴吹：「余よは幼い頃ころに父を失った。だから、父から直ちよく接せつ聞いたわけではないが……」と前置きをした上で、フィリップは語ります……。




　自分の父、シャルルは実じつ現げんしたい夢ゆめを胸むねに抱だき、王になった。

　その夢とは、大陸から戦争をなくすこと。

　だが、父は、夢を実現させる前に、若わかくして亡なくなった。
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ヒルダ：グラスウェルズの先王は、かなり若わかい頃に亡なくなられていますよね？

鈴吹：「ああ。だが、父の遺い志しを継ついだ者たちがいて、その者たちから父の話を聞いた」

ヒルダ：遺志を継いだ者？

鈴吹：「オスウィンは、父の話をたくさんしてくれたよ」

ヒルダ：お義父様が……。

鈴吹：「そうだ。オスウィンは、余の第二の父だ」

ヒルダ：……なら、僭せん越えつながら私と陛下は兄弟のようなものですね。それならこの先も仲良くやっていけるでしょう。

ギデオン：よっ！　ヒルダアニキ！

ヒルダ：何だと！（笑）

リージュ：ヒルダお姉様カッコイイです～！

ヒルダ：……リージュまで……。

チコ：ヒルダお姉ちゃんの漢おとこ前まえ度がドンドン上がってるっす（笑）。

鈴吹：フィリップは喜ぶよ。「そう言ってもらえるのはとても嬉しい」

ヒルダ：うう。相当無礼なことを言っている気もするけど……。とりあえずよかった（笑）。「同じ夢を抱いだく者同士、これからもよろしくお願いします」

鈴吹：「こちらこそ」

ヒルダ：……さて、そろそろ私が持ってきた白い王おう威いの竜りゆう輝き石せきについて、相談してもいいかな？（笑）

ＧＭ：いいと思いますよ（笑）。

鈴吹：「どうぞ」とフィリップ。

ヒルダ：じゃあ、王威の竜輝石を取り出して、フィリップ陛下に見せます。

鈴吹：フィリップは王威の竜輝石に対していい思い出がないので、苦い顔になります。

ヒルダ：もうご存ぞんじかと思いますが、我々はこの竜輝石の処しよ遇ぐうに困こまっているんです。

鈴吹：「その竜輝石があれば、国を建てることだってたやすいのに？」

ヒルダ：我々は他者の権けん威いではなく、民自身の意い志しに拠よって建つのです。この石は無用です。

鈴吹：フィリップは「そうはっきり言っては、竜輝石を返へん還かんして友好を求めようとするマルセル殿が困こまるのではないかな？」と苦笑しながら言います。

ヒルダ：……はっ！　しまった。……ところで、アンソン伯は王威の竜輝石に頼たよらない国くに造づくりを目指していると聞いています。それなのにこの石を返したらご迷めい惑わくになりませんか？

鈴吹：「なに、その竜輝石はグラスウェルズ王家に伝わってきたものだ。頼たよるつもりはないが、他人に押おしつけるわけにもいかない。実はありがたく返してもらうよう、アンソンに言いい含ふくめられてきたのだよ」

ギデオン：またアンソンか！（笑）

ヒルダ：では、「この石は、フィリップ陛下にお返しします」と言おう。

鈴吹：「明後日、ビルベリの一行であるみなさんと、王宮にて正式な会談を行なうことになっている。その時に返へん却きやくしてくれると嬉しい」

ＧＭ：ヒルダが王威の竜輝石を持っていることは世間に知しれ渡わたっていますから、返却も公的な場で行なう必要があるということです。

チコ：それにしても、アンソンさんってかなり優秀っすね。まさか、ここまでフィリップ陛下にあれこれ入いれ知ぢ恵えしておくとは思わなかったっす。

ギデオン：だろ？（笑）

ヒルダ：さすがにもう突つっ込こまんぞ（笑）。

鈴吹：「アンソン伯は、今ベルクシーレに不ふ在ざいだからな。留る守すの間にビルベリ一行が訪おとずれるとあっては、余に多少は言いい含ふくめもするだろうさ」

チコ：えっ？　王国軍師なのに、ベルクシーレにいないっすか？

鈴吹：「お恥はずかしい話だが、グラスウェルズのあちこちで小しよう規き模ぼな反はん乱らんが起きていてね。アンソンたちは、それぞれの鎮ちん圧あつに向かっているのだ」

ＧＭ：フィリップは簡かん単たんに説明をしてくれますが、アンソンやカテナ、セシルやコーディといった有名なキャラクターたちはグラスウェルズ各地に赴いているようです。

ギデオン：リシャールやエゼルバルドは？

ＧＭ：リシャールや幻竜騎士団の一部はまだベルクシーレに残っていますが、エゼルバルドは白竜騎士団を率ひきいて、グラスウェルズ南方の神しん聖せいアンリ帝てい国こくとの国こつ境きよう付近にいるそうです。

チコ：ふぅん。有名キャラクターが軒のき並なみ出で払はらってるっすね……。

リージュ：リシャールさんがいらっしゃるから、とりあえず安心？

チコ：……オイラ、なんか嫌いやな予感がするっす。

ＧＭ：これ以上話すことがなければ、シーンを終しゆう了りようしますが。

ヒルダ：最後にひとつだけ。「久ひさしぶりに祖そ国こくに戻ってきて、心が躍おどりました。やはり、ベルクシーレはいい町ですね」

鈴吹：フィリップがニコリと笑って「明日一日、ゆっくりと散さん策さくするといい」と言ったところで、リシャールがフィリップたちを迎むかえに来ます。

リージュ：あっ、リシャールさんが登場したなら、前にバラをもらったお礼をしたいです！

ＧＭ：……あ、『ゲッタエイ』二巻かんであったパーティーの時の？

リージュ：そうです。




リシャール

　アルディオン大陸有数の武ぶ人じん。優やさ男おとこ風の外見だが戦士としても将しよう軍ぐんとしても優秀。リージュとは『ゲッタウェイ』二巻かんで偶ぐう然ぜん出会っていて、その時リージュはバラの花をプレゼントされた。

　なお、菊池たけしがＧＭをしているときのリシャールは、鼻からいろいろ出すらしい。
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ＧＭ：では、ベルクシーレに行ったら会えるかもしれないと考えて、事前に準じゆん備びしていたことにしていいですよ。

リージュ：ありがとうございます！　じゃあ……ブローチを用意していたことにして、「お花をもらったお礼をしていなかったので」と手て渡わたします！

鈴吹：では、リシャールは、まずエストネルの王都エル・ウィン・フリットで出会った少女との再さい会かいを驚おどろきます。

ギデオン：鼻からなにか出さないのか？

鈴吹：それは菊池さんのリシャールだけ（笑）。彼は恭うやうやしくブローチを受け取って、「大事に使います」と言うよ。

リージュ：良かった～。ずっとお礼できなかったのが気がかりだったんですよ～！

チコ：そういや大竹さんはリシャールさんのファンでしたねぇ。

リージュ：えへっ♪

鈴吹：では、リシャールたちに連れられて、フィリップは王宮へと帰き還かんするのですが……その前にひとつイベントが残っています。

一同：お？

鈴吹：フィリップは酒場にある別の個室にヒルダたちを案内します……。




　その部屋は、先ほどまでヒルダたちがいた部屋と同じような造りになっていた。

　違ちがうのは人気が無いことと、一輪の花が生けてあること。

　それだけだった。




ヒルダ：フィリップ陛下……この部屋が何か？

鈴吹：フィリップは「アンソンから聞いたのだが」とヒルダに言葉をかけます。

ヒルダ：…………？

鈴吹：「オスウィンは、この部屋で亡くなったらしい」

ヒルダ：えっ！

鈴吹：「だから、アンソンはこの部屋に花を欠かさないようにしているそうだ」

一同：うわっ!!

ヒルダ：その言葉ではじかれたように、飾かざられていた花を見ます！

リージュ：お姉様……。

ヒルダ：花を見て……「では、アンソン伯に礼を言っておいてください」と呟きます……小さな、声で……。

鈴吹：「分かった、伝えておこう」とフィリップ。

ヒルダ：アンソンめぇ！　私がお義父様の墓はか参まいりすら気が回らなかった頃、代わりに全部やってくれてたってことか！　しかも、あれこれ手回しがいいし、すごく有ゆう能のうじゃないか！　すごい腹はら立だつけどありがとう～！（一同笑）

ギデオン：なんか感かん謝しやされてる気がしないよ!!　っていうかなぜか恐こわいよ!?（笑）

チコ：何にせよ、感謝されてるのはおっちゃんじゃないっす！（笑）

ＧＭ：では、そろそろシーンを終了します。







◆Middle 03◆今こ宵よいのお宿は？




　ヒルダたちがフィリップとの非公式な面会を終えると、時じ刻こくはすでに夕ゆう刻こくになっていた。

　一行はあてがわれた宿しゆく舎しやへと向かうのだが……。




ＧＭ：次のシーンです。フィリップとの非公式会談が終わると、もう夕方になっていました。

ギデオン：けっこう話はなし込こんじまったなぁ。

ＧＭ：みなさんがバー・ファリストルから出ると、クレセントが待っていました。彼女は「これから宿舎へ案内する」と言います。

ヒルダ：すまない。よろしく頼たのむ。

ＧＭ：クレセントはみなさんを連れて、ベルクシーレの中心部へと向かいます。

チコ：おや？　町の中心部へ？

ＧＭ：はい。繁はん華か街がいを過すぎ、住じゆう宅たく街がいも過ぎ……貴き族ぞくしか住んでいないような、高級住宅街へとやってきます。

鈴吹：もちろん、途中にも城壁があって、門で兵士が見み張はりをしているんだけど、クレセントが幻竜騎士団の紋章を見せるだけでフリーパスになります。

一同：すご～い！

ヒルダ：きっと、私も足を踏ふみ入いれたことがないような場所なんだろうな……。

鈴吹：そうですね。ゴーダ伯は比ひ較かく的てき外がい壁へきに近いところに屋や敷しきを構えていましたから、ヒルダもめったには来なかったようなところでしょう。

ヒルダ：そ、そうか……。

ＧＭ：やがて、大きな邸てい宅たくの前に来ると、クレセントが足を止めます。「アンソン伯から伝言だ。伯自身は不在だが、邸宅は自由に使って欲しいとのことだ。使用人たちには、ビルベリのご一行をもてなすように言ってある、と」

チコ：つまり、アンソン伯の家に泊まれってことっすか？

ＧＭ：そのとおりです。

ヒルダ：……なんか複ふく雑ざつな気分だが、ここはご厚こう意いに甘あまえさせていただこう。

ギデオン：この屋敷、立派なのはいいけど、メイドがババアしかいないんだよなぁ（笑）。

リージュ：そういえばそうでしたね（笑）。




　なんでそんな設せつ定ていになったのかは、『ブレイク』二巻を参照のこと。




ＧＭ：クレセントは「明日は一日時間を自由に使っていただいてかまわない、明後日に王宮にて会談を行なうことになっている、と仰おおせつかっている」と言うと、「それでは、私はこれで」と言い残して去って行きます。

ヒルダ：ありがとう、クレセント。




　こうして、クレセントは屋敷の前でゲッタウェイ一行と別れました。




リージュ：じゃあ、さっそく中に入りましょう♪

ＧＭ：みなさんが屋敷に入ると「話はうかがっています。さぁ、どうぞ」と若いメイドたちが出で迎むかえてくれます。

ギデオン：…………うん？

ＧＭ：メイドはみなさんを連れて、屋敷を案内していきます。「こちらが客間、ここは食堂です。一階はこの部屋以外に立ち入らないでください」

鈴吹：途中にあるエントランスホールは吹ふき抜ぬけで広くて天てん井じようも高く、客間にはハンマーがずらっと飾られています。

ヒルダ：「ロッシュはハンマーを持っていたな。アンソンの薫くん陶とうを受けたのか？」と呟つぶやく。

チコ：オイラは「マンソン家はハンマーの名手として知られてるっすからねぇ」と、軍師っぽいことを言っておくっす（笑）。

ＧＭ：寝しん室しつは二階にあり、ひとりひとりきちんと部屋が用意されています。

リージュ：ヒルダお姉様と同じ部屋じゃないんですか!?（一同笑）

ヒルダ：ひとりが寂さびしいなら、夜、枕まくらを持って私の部屋へおいで（笑）。

ＧＭ：若いメイドは「お夕食の準備は調ととのっております。荷物をお部屋に置かれましたら、一階の食堂へいらしてください」と言います。そして、「この屋敷には高こう価かな調度品なども置かれています。壊こわしたりしないよう、くれぐれも余よ計けいな部屋に立ち入らないように」とも。

ギデオン：……おい、ヒルダ。ちょっと。

ヒルダ：何だ？

ギデオン：（声を潜ひそめて）なんだかメイドが、怪あやしいんだが。

ヒルダ：いや、プレイヤー的には怪しいと思うけど、前ぜん提ていとなる情報がないＰＣが怪しむのは不自然じゃないか？

ＧＭ：そのとおりですね（にこにこ）。

ヒルダ：くっ！　この腹はら黒ぐろＧＭさんめ!!（笑）

チコ：でも、初めて来たお屋敷なんだし、いろいろ質しつ問もんしても不自然じゃないっすよね？

ＧＭ：そのとおりだと思います。（にこにこ）

チコ：じゃあ、メイドさんに「立派なお屋敷ですけど、どんな由来があるっすか？」と訊きいてみよう。

ギデオン：上手い！




　ＧＭとしてはプレイヤーが打だ開かい策さくを思いつけなくて停てい滞たいした場合は、【知力】か【幸運】で判定してもらおうと思っていたのですが、その必要はなくなってしまいました。




ＧＭ：なるほど……すると、そのメイドは「私は最近になって雇やとわれた者なので、存ぞんじ上あげません」と答えます。

リージュ：じゃあ、昔を知ってそうな古ふる株かぶのメイドさんはいないのですか？

ＧＭ：すると、「前に勤つとめていたメイドたちは、全員辞めました。我々は、新しく雇われたので、昔のことは分かりかねます」と冷たい声で答えます。

一同：……（顔を見合わせる）。

ヒルダ：『ブレイク』シリーズで、そんな描びよう写しやあったっけ？

ギデオン：いや、もちろんない。「前のメイドたちは、一いつ斉せいに辞めたのか？」と聞いてみる。これくらいなら、ギデオンが言ってもおかしくないだろ。

ＧＭ：「そのようですね」と、メイドが答えます。

ギデオン：それって、ちょっと変じゃねぇか？

ＧＭ：すると、「みな年とし寄よりだったそうですから、体調を崩して辞めたのでしょう」とにべもありません。

チコ：じゃあ、お姉さんはどうしてアンソンさんに雇われたっすか？　縁えん故こ？　それとも、能のう力りよくを買われて？

ＧＭ：（冷たく）「そのような質問にお答えする義ぎ務むはございません」

一同：反はん応のう冷たっ!?

ギデオン：こ、こんなの、俺の知ってるアンソンの館じゃねぇ！（一同笑）




　いえ、ギデオンはもともと知りませんよ？（笑）




チコ：なんか、歓かん迎げいされてないような気がする……。

ＧＭ：「そんなことはございません。アンソン様からは、十分にもてなせと言いつかっております」

ギデオン：んじゃあ、もうちょっと愛想よくしてくれよ。こう、何か楽しい話とか……。

ＧＭ：「業ぎよう務むに含ふくまれぬサービスは提てい供きようできかねます。それでは、夕飯の準備がありますので、失礼致いたします。くれぐれも無む断だんで屋や敷しき内ないをうろつかないように」　ぱたん（←退たい室しつした）。

リージュ：ヒルダお姉様、こんな態たい度どのメイドさん、あたしは初めてです……。

ヒルダ：安心しろ、私もだ（笑）。

ギデオン：絶ぜつ対たい、あのメイドおかしいって！

リージュ：え、ええと……これはメイドさんたちを警けい戒かいした方がいいですかね？

ヒルダ：そうだな。私の祖国とはいえ、今はビルベリの使節団としてやってきた身。何らかの策さく謀ぼうが巡めぐらされていてもおかしくはない、か。

ギデオン：まぁ、とりあえずはあてがわれた部屋を見てみるか……。

鈴吹：手入れの行いき届とどいた部屋で、確たしかに品の良い高価そうな調度品が置かれています。ベッドはキングサイズでフカフカです。

ヒルダ：キングサイズのベッド？　……ひとりで寝ねるには広すぎないか？（笑）

リージュ：あたしはヒルダお姉様と一いつ緒しよに寝ねます！

チコ：ずるーい！　オイラも一緒に寝るっす！

ギデオン：…………。

チコ：おっちゃんは……床ゆかかソファーで寝ねればいいんじゃないすかね？（一同笑）

ギデオン：また俺がそんな扱いか！（笑）

ヒルダ：ギデオン自身に与あたえられた部屋で寝ればいいだけだろ!?（笑）

ギデオン：ひとりだと寂さびしいんだよ……（一同笑）。

ＧＭ：とりあえずここで、一旦シーンを切りますね。







◆Middle 04◆墓はか参り




　アンソンの館に宿しゆく泊はくし、ヒルダたちは十分に休息をとった。

　フィリップとの公式会談は明日。今日はベルクシーレ内を自由に散さん策さくできる。

　そしてヒルダが真っ先に行きたいと思ったのは……。




ＧＭ：さて。日付が変わって朝になりました。謁えつ見けんは明日なので、今日は自由に行動できます。みなさん、やりたいことはありますか？

鈴吹：なお、リシャールは新たに発生した内ない乱らん鎮圧のため、出しゆつ撃げきすることになったそうです。

チコ：…………。（ちょっといぶかしげ）

ＧＭ：（チコに向かって）どうしました？

チコ：……いえ、なんでもないっす。

リージュ：それなら、あたしはリシャールさんをお見送りしたいです。

ＧＭ：それなら、リージュは【幸運】判定をしてください。

リージュ：（ダイスを振る）14です。

ＧＭ：では、リージュは軍を率いて出撃するリシャールを沿えん道どうで見送ることができました。周囲の人々が「ここのところ軍の出撃が続くねえ」と噂をしているのも聞けました。

鈴吹：なお、リシャールが率ひきいるのは幻竜騎士団です。もちろん、連れている騎士たちは、みんな上級クラス（笑）。

リージュ：「リシャールさん、お気をつけて！」と声をかけてお見送りしましょう。




＊　　　＊　　　＊




ヒルダ：私は以前のシーンで言ったとおり、お義父様のお墓参りに行きたいんだが……。

ＧＭ：なるほど……ゴーダ伯のお墓にですね？　ひとりで行きますか？

ヒルダ：みんな一緒に登場でいいんじゃないか？　私自身は、ひとりで墓参りをすることに、こだわりはないよ。

ＧＭ：では、全員登場で、ゴーダ伯の墓参りのシーンをやりましょうか。

鈴吹：ベルクシーレの外壁の向こう側に広がる墓ぼ地ちに、ゴーダ伯は埋まい葬そうされています。墓はか守もりがいて、きちんと整せい備びされているお墓です。

リージュ：では、お墓を見て言います「これがヒルダお姉様のお義父様のお墓ですか？」

ヒルダ：ああ。そうだね。

チコ：これが、あの高名な軍師、オスウィン・ゴーダの墓っすか……。こんな形ではなく、生前にきちんと会ってみたかったっす。

ヒルダ：途中で買ってきた生花を墓に供そなえる。

鈴吹：お墓に野菜とか供そなえないの？（笑）

ヒルダ：それは嫌いやがらせだ！（笑）




　ゴーダ伯が野菜嫌ぎらいというのは『アリアンロッド・サガ ファンブック Heartbreak Memory』で発生した（笑）設定です。




ギデオン：せっかく墓参りに来たんだから、近きん況きよう報ほう告こくでもしておけよ（笑）。

ヒルダ：そうだな。「長らく顔も出せず、親おや不ふ孝こうな娘ですいません」と心の中で話しかける。お義父様のお側にいた頃には想そう像ぞうもできないほど、いろいろなことがありました……。




　今は、私も、ある都市の領りよう主しゆをやっています。

　グラスウェルズの騎士としてではありませんが、お義父様が目指していた大陸平和への道を、私なりのやりかたで、目指して行こうと思っています。

　私はこれからもがんばっていきますから、どうか見守っていてください」
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鈴吹：では、ここで回想シーンを入れましょうか。




＊　　　＊　　　＊




鈴吹：ヒルダがまだ幼おさなかった頃のこと。……渋沢さんはヒルダはどんな子こ供どもだったと思う？

ヒルダ：そうですね……生真面目で優ゆう等とう生せいタイプだったと思います。

鈴吹：なるほど。では、ゴーダ伯から薫陶を受けているシーンにしましょう。

ヒルダ：はい。

リージュ：ナーシアさんやロッシュさんと一緒に、お姉様がお勉強しているんですか？

鈴吹：ナーシアやロッシュもその場にいる。でも、それだけじゃないんです。

ヒルダ：と、いうと？

鈴吹：実は、ゴーダ伯は多くの養子を育てていたらしく、そういう設定の読者投とう稿こうＮＰＣが来ているのですよ（笑）。

ヒルダ：私の知らない義ぎ兄きよう弟だいがいっぱいいたのか！（笑）

鈴吹：このシーンに登場しているのは、こんな感じのキャラクターです。




ウェイン・ゴーダ（24歳さい／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：大おお阪さか府ふ　シオン君さん）

　ゴーダ伯の養子のひとり。養父であるゴーダ伯を「くそ親父」と呼んだり、非ひ難なんすることも多いが内心では尊そん敬けいしている。現げん在ざいはグラスウェルズを出奔し、フリーの軍師として活かつ躍やく中。ヒルダとは会うたびに喧けん嘩かをしていた。
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リーブレリア・ゴーダ（14歳／女／ドラゴネット　投稿者：千葉県　Salenaさん）

　ゴーダ伯に育てられた、竜りゆう眼がんを持ったドラゴネットのアンスロック。何事も、他た者しや（義ぎ兄きよう弟だいたち）に頼ることが多いが、傍はたから見ると人使いが上手いように映うつるらしい。身体があまり強くないため、軍ぐん略りやくや魔ま術じゆつを中心に学んでいた。ゴーダ伯の死後、行方不明となったヒルダを心配している。
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ＧＭ：ウェインがヒルダより年上、リーブレリアはロッシュより年下ですね。

ギデオン：ウェイン、ゴーダ伯を「くそ親父」呼よばわりか……活きがいいな！

鈴吹：では、今から七～八年ほど前のある日。ヒルダとナーシアとウェインがゴーダ伯から軍略の講こう義ぎを受けています。

ヒルダ：はい。

鈴吹：ロッシュとリーブレリアは部屋の隅すみでおとなしく遊んでいることにしましょう。

リージュ：この時期はふたりとも七～八歳ぐらいですからね。

鈴吹：ええ、ちょっと講義を聴きくには幼い年ねん齢れいですね。一方年長組にはゴーダ伯が「戦いに勝つためには何が必要か？」と問いかけます。すると、まずウェインが「先手必勝だぜ。相手が何かする前に、こちらが動けばいい」と答える。

ヒルダ：ふむ。

鈴吹：すると、ゴーダ伯は「それは拙せつ速そく」と言って、ウェインをやり込こめます。

ヒルダ：一いつ刀とう両りよう断だん（笑）。お義父様、容よう赦しやない。

ギデオン：（突然ウェインになって）「ちぇっ！　くそ親父」と小さく呟きます。

鈴吹：「……ウェインは夕食抜ぬき」

ギデオン：（ウェインになって）「そんな殺生なぁ～!?」と机に突っ伏す（笑）。

チコ：じゃあ、リーブレリアは「まあ、ウェイン兄さまったら」と笑うっすね。

ヒルダ：まったく！　ウェイン兄様はお義父様に対するお口の利き方がなっていない。リーブレリア、ロッシュ、まねするんじゃないぞ（笑）。

ギデオン：（ウェインになって）「なにおう！」（笑）




　熱心に回想シーンをロールプレイをする、ゲッタウェイのみなさん。




鈴吹：そんなふたりの争いをいさめつつ、ゴーダ伯は同じ質問をナーシアにもするよ。

ギデオン：（ナーシアになって）「……相手に気づかれる前に、始末する」（一同笑）

鈴吹：「ナーシア、お前ひとりならば、それでもいいかもしれないな」とゴーダ伯は苦笑します（笑）。「では、ヒルダ。お前ならどうする？」

ヒルダ：（しばらく考えたあと）相手のことをよく知ることが重要だと思います。

鈴吹：「そのとおり。まず、敵てきの動きを知ることは重要だ。だが、相手の考えが常つねに分かるわけではない。そんな時はどうするか？」

ヒルダ：え？　ど、どうすればいいんだろう？

鈴吹：「相手がどのように行動するか、と考えるからいけないのだ。どうすれば相手をこちらの思うように行動させられるか。それを考えるのだよ」

チコ：おお～、なるほど！（感かん嘆たん）

鈴吹：「隙すきを見せる、予想外の選せん択たく肢しをちらつかせる……相手に『自分は有利だ』と思おもい込こませる方法はいくらでもある。詳くわしくはおいおい学んでいけばいいだろう」

ヒルダ：お義父様の実体験で、一番効こう果かがあった方法は何ですか？

鈴吹：「そうだな……」としばらく考かんがえ込こんだあと、「お前にはできないだろうと嘲あざけった時が、一番効きいたかな」とイタズラっぽく笑います。

ヒルダ：……なるほど。

リージュ：何か、すごい納得しちゃいますね～（笑）。

ヒルダ：でも、そうやって戦争に勝ったとしても……。

鈴吹：「うん？」

ヒルダ：相手に恨うらみが残ってしまっては、いずれまた争いが起きますよね？

鈴吹：ゴーダ伯は「確かにそのとおりだ。戦争はたとえ勝っても最良の手しゆ段だんではない」

ヒルダ：では、どうするのが一番よいのでしょう？

鈴吹：「今の時代、それを考えるためには戦争に勝ち続けなければならぬ。戦いに疑ぎ問もんを持つ戦士には、この時代は合わぬであろう」と苦笑します。

ヒルダ：はい……（ちょっと項垂うなだれる）。

鈴吹：「だからこそ。勉強は続けることだ。真実を探さがすことを、諦あきらめてはならない」

ヒルダ：……私が将しよう来らい、新しい道を見つけ、その道を進むために努力を惜おしまないと決意できたら……お義父様は、私を応おう援えんしてくださいますか？

鈴吹：「お前の人生なのだから、お前が好きなように進むがよい。私に遠えん慮りよするな。どんな道を歩もうとも……私はお前たちを応援しているよ」

ヒルダ：分かりました。新しい道を見つけられるように頑がん張ばります。私では荷が重いかもしれませんが、と言って笑います。

鈴吹：「知ち恵えで負けても、魂たましいが負けなければ、それでいい」　ヒルダは知ち略りやくが得意でなさそうだと思っての言葉のようです（一同笑）。

ヒルダ：私は【知力】低いからなぁ……（笑）。

鈴吹：どうやらゴーダ伯なりに、それぞれの子供の特とく性せいを伸のばすように教育を施ほどこしていたようですね（笑）。




＊　　　＊　　　＊




鈴吹：……とまあ、回想シーンはこんなところかな。

ヒルダ：はい、ありがとうございます！

ＧＭ：他にしたいことがなければ、シーンを終了しますが、どうしますか？

ギデオン：俺は酒を供そなえておくよ。ヒルダには世話になってるんだから、その養父の墓に酒の一本くらい供えてもいいだろう。

リージュ：あたしはヒルダお姉様の背せ中なかを見守るだけです。

ヒルダ：個こ人じん的てきな用事にみんなを付き合わせて、すまなかったな。

リージュ：いえ、好きで付いてきたんですから、気になさらないでください。

ＧＭ：では、そろそろこの辺でシーンを終了します。







◆Middle 05◆疑ぎ惑わくから確かく信しんへ




　ゴーダ伯はくの墓ぼ参さんを終えた翌よく日じつ。

　ヒルダたちはアンソンの屋や敷しきでフィリップへの謁えつ見けんに備そなえ待機していた。

　だが、事じ態たいはすでに悪い方へと動き出していたのだ。




ＧＭ：ではシーンが変わって翌日になりました。フィリップとの謁見の日です。みなさんはアンソンの屋敷で迎むかえの使者が来るのを待っているところです。

チコ：なんか緊きん張ちようしてきたっす。

ヒルダ：それでも、フィリップ陛へい下かと一度お会いしているぶん、少し気が楽だ（笑）。

ギデオン：……ところでさ。アンソン邸ていのメイドたちの様子はどうだ？

ＧＭ：そうですね……。特に変わったところはありません。メイドたちはみなさんが部屋から出なければ文もん句くも言いませんし。

ギデオン：変わったところはない……ねえ。……あのさ。メイドたちに聴きかれないようにＰＣたちだけで相談したいんだけど。

ＧＭ：了りよう解かいです。そうですね、館の二階にあるみなさんがあてがわれた部屋に集まるなら、メイドたちに気づかれずにすむことにします。

ギデオン：んじゃ、俺おれの部屋にみんなを呼よび集あつめて、話を始める。「……なぁ、この屋敷のメイドはおかしいと思わねーか？」

チコ：実はオイラもおかしいと思うっすよ。

ヒルダ：確たしかに、一昨日のメイドたちの反はん応のうはおかしかったが……。

ギデオン：今日は謁見の日だろ？　それならもっとバタバタしていてもよさそうなもんだけど、全然今までと変わらないってのも怪あやしいし……。

ヒルダ：うーん。でも、その程てい度どで怪あやしみ出すとなんでも疑うたがわしくなっちゃうしなぁ。

チコ：オイラにはもうちょっと違ちがう視し点てんでの意見があるっすよ。

ヒルダ：違う視点？

チコ：アンソンさん、カテナさん、エゼルバルドさん、それにリシャールさん。グラスウェルズの有力者が、今、軒のき並なみこの町から出で払はらっちゃってるっすよね。

ヒルダ：え？　あ、ああ、そのようだな。

チコ：（ヒルダを見て）もしかして昔、同じようなことがなかったっすか？




　さすが毒三下軍ぐん師し。出したヒントは的てき確かくに捉とらえられていたようです。

　すでにプレイヤーが気が付いてしまったので、ＧＭは展てん開かいを早めることにしました。




ＧＭ：ではチコは【知力】で判はん定ていを。難なん易い度どは３。

ギデオン：えらく低いな。

ＧＭ：プレイヤーが自力で異い変へんに気が付いたことを評ひよう価かしました。想定では難易度13で判定してもらうつもりだったんですが……。

リージュ：チコちゃんえらいです～♪

チコ：えへへ。ファンブルしなけりゃ成功っす。（コロコロ）はい、成功。達成値ちは21っす。

ＧＭ：では、チコには分かります。この状じよう況きようがかつてグラスウェルズで起こった〝アンリの反はん乱らん〟と呼よばれるクーデターとよく似にていることを。

ヒルダ：……お義父とう様が亡なくなった、クーデターの時と同じなのか！

チコ：あの時も、地方の内ない乱らんを鎮ちん圧あつするために、リシャールさんへの援えん軍ぐんとして白はく竜りゆう騎き士し団だんが出しゆつ撃げきしてしまい、ベルクシーレの警けい備びが手て薄うすになった……と聞いているっす。

ヒルダ：そのとおりだ。その上、今回はエゼルバルド殿どのたちまで不ふ在ざい……。

チコ：……これは、きな臭くさいっすよ～。

ヒルダ：ベルクシーレで、何かが起こる前まえ触ぶれなのかもしれないのか……。




　にわかに緊張感を高めるゲッタウェイのみなさん。




リージュ：でも、いったいあたしたちは何をしたらいいんでしょう？

ヒルダ：そうだな……メイドを問とい詰つめてみるとか？

ギデオン：（ちょっと考えて）その前に、ちょっくら館の中を調べよう。あのメイドたちは屋敷の中をうろつかれたくないと言っていたからな。

ヒルダ：なるほど。そういえば調度品がどうこうと言っていたな。

チコ：やたら「部屋から出ないように」と言ってるし。

リージュ：おじさまひとりで大だい丈じよう夫ぶですか？（銃じゆうを取り出そうとするポーズ）

ヒルダ：待て、リージュ。まだ、メイドたちが敵てきと決まったわけじゃない！（笑）

ギデオン：とりあえず、みんなで手分けして探たん索さくしてみるってのはどうだ？

リージュ：え、いいんですか？

ギデオン：多分その方が効こう率りつがいいからな。

ＧＭ：ではみなさんは手分けして、館内を探索するんですね？

ギデオン：うん。まずは俺らが通されてない部屋をこっそり探索しよう。アンソンの書しよ斎さいとか、厨ちゆう房ぼうとか、使用人室とか……。




　こうして、ゲッタウェイ一行はアンソンの館を調ちよう査さすることになりました。




ＧＭ：分かりました。では、みなさん難易度20の【感知】判定をしてください。なお、達たつ成せい値ちが15以下だとメイドに見つかり、部屋へと戻もどされてしまいます。

ヒルダ：（ダイスを振ふる）達成値は８……。

リージュ：（ダイスを振る）あたしは12です。

チコ：（ダイスを振る）14。オイラもダメ。

ＧＭ：判定に失敗したみなさんは部屋へと戻もどってくださいね。

ヒルダ：くっ……だが、まだギデオンの判定が残っている！

ギデオン：俺は《ダンシングヒーロー》を使って判定する。（ダイスを振る）達成値は23だ。

一同：おおお──っ!!（拍はく手しゆ）

ＧＭ：すると。ギデオンは厨房を探索している最中に、変な音を聞き取ります。

ギデオン：変な音？

ＧＭ：厨房の奥おくに食料庫らしきものがあるんですが、扉とびらには鍵かぎがかかっています。そのドアがガタガタと音をたてているようです。

ギデオン：……鍵は開けられるか？

ＧＭ：難易度10の［トラップ解かい除じよ］に成功すると、開けられます。

ギデオン：そんなのファンブルしなきゃ成功だ。（ダイスを振る）……うん、成功。

ＧＭ：では、ギデオンが鍵を開けると、中から人が飛び出してきます。

ギデオン：おおっと？

ＧＭ：メイド姿すがたのお婆ばあさんですね。

ギデオン：ババァのメイド……だと!?

ＧＭ：「よ、ようやっとドアが開い……ん、あんたはいったい何者だね？」（一同笑）

チコ：プレイヤーはともかく、ＰＣは初対面っすもんね（笑）。

ギデオン：俺はビルベリってところからやってきた使し節せつ団だんのひとり、ギデオンだ。けっして、怪しい者じゃないぞ。……アンソンの魂たましいの双ふた子ごだし（笑）。

ヒルダ：いや、そのフォローが怪しいから（笑）。

ＧＭ：するとお婆さんメイドは、涙なみだを流し始めます。「おお、アンソン様から話は伺うかがっています。私わたしはこの屋敷のメイド、メリーと申します」

ギデオン：おお、メリーか！　やっとプレイヤーが知ってるメイドに巡めぐり会あえた！（笑）

ＧＭ：「みなさんをお迎えする準じゆん備びをしていたのですが、急に若わかい娘むすめたちがやってきて、私たちをここへ押おし込こめて……」とメリーが言っていると、「もう三日も閉とじ込こめられていたんじゃ……」、「アンソン様がいればこんなことには……」と他のメイドたちも出てきます。

ギデオン：閉じ込こめられたって……じゃあ、あのメイドたちって、もしかして……。

ＧＭ：「ともかく、助けてくれて！　ありがとう、ありがとう！」とメリーさんはギデオンに抱だきついて熱いキッスを……。

ギデオン：ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?




　菊きく池ちさん大だい絶ぜつ叫きよう。




ヒルダ：よかったなギデオン、役得じゃないか（笑）。

ギデオン：全然役得なんかじゃねぇっ！　ええい、とにかく、襲しゆう撃げき者しやに館を乗っ取られてたのが分かったんだ。みんな合流っ！

ヒルダ：私たちは部屋に閉じ込められてるから、ギデオンが来てくれ。

ギデオン：じゃあ、みんなに声をかけに行くぞ！　あっ、ババアメイドは全員解かい放ほうしておくからな。

チコ：お婆ばあちゃんメイドたちは、そのまま外に逃にげてもらっておくっす。

ＧＭ：分かりました。では、ギデオンが他のみなさんに声をかけて回ると、そこに騒さわぎを聞きつけた若いメイドたちが駆かけつけてきます。

ギデオン：観念しろ！　お前らが偽にせ者ものだってことは分かってるんだぞ！

ＧＭ：すると、メイドたちは無む表ひよう情じようになったかと思うと、「バレタカ」と急に機械っぽい声で話し始めます。

一同：……は？

ＧＭ：メイドたちの姿が変形していき、機械っぽい姿が露あらわになります。

ギデオン：なんだと？

ヒルダ：こいつらはゴーレムなのか？

ＧＭ：いえ、ただの人形で、エキストラです。

ギデオン：んじゃ、すぱっとダガーで斬きり伏ふせる。「ちっくしょおお！　俺のファーストキスを返せ～っ！」（一同笑）

チコ：おっちゃん……ファーストキスを、お婆ちゃんメイドに奪うばわれたっすか？

ギデオン：ええい、言うな！　思い出したくなーい！（笑）

ヒルダ：ともかく、何かが起きていることは分かった。我われ々われも一いつ旦たん館から出るぞ！

ＧＭ：では、みなさんが玄げん関かんホールに出てきたところで、ドアの前にひとりのメイドが立ちふさがり、「部屋でおとなしくしていろと言っているのに、落ち着きのない」と言います。

ヒルダ：何だと？　お前はいったい……。

ＧＭ：では、メイドは帽ぼう子しを脱ぬぐとばさっと長い髪かみが露わになります。ヒルダは、【感知】判定をしてください。

ヒルダ：（ダイスを振る）出目が８。達成値は11だ。

ＧＭ：では、ヒルダは相手の琥こ珀はくの目に見覚えがある気がします。

ヒルダ：お前は……もしや私をけしかけた、あの神官殿!?

ＧＭ：はい、容よう貌ぼうは『ゲッタウェイ』一巻かんでヒルダに出しゆつ奔ぽんを促うながした女じよ性せい神官にそっくりです。

ヒルダ：ＰＣはさておき、ヒルダ自身は裏うら事じ情じようをよく分かっていないので、「何故なぜあなたがこんなことを……？」と尋たずねよう。

ＧＭ：すると、突とつ然ぜん、その女性の背せ中なかから蝙蝠コウモリに似にた形けい状じようの羽が生えてきます。

チコ：うわっ!?　な、何すか!?

ＧＭ：フワリと浮うかび上あがると、冷たく笑います。「我わが名はフリーダ。このグラスウェルズに残るバルムンクのひとりだ。お前たちを、ここから出すわけにはいかぬ！」




フリーダ（？歳さい／女／妖よう魔ま　投とう稿こう者しや：青森県　悪役の味方さん）

　アザゼルの懐ふところ刀がたな的存そん在ざいで、グラスウェルズを中心に活動しているバルムンク。変身能のう力りよくを持っており、アザゼルがブランドル女伯の姿をしている時には、女性神官の姿をとるなど、アザゼルの影かげ武む者しやをしていた。
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ヒルダ：何故あなたが……いや、バルムンクが我々の足止めを？　この前会った時は、グラスウェルズから出奔しろと言ったのに。

ＧＭ：「さて、何のことやら」　顔は一いつ緒しよなのですが、出奔を促したのはアザゼル自身だったので、フリーダにはヒルダと出会った記き憶おくはないのです（笑）。なお、フリーダは読者投とう稿こうＮＰＣで、アザゼルの影武者のような魔族という設せつ定ていです。
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ギデオン：なるほど、そういうキャラか。

鈴吹：アザゼルの影武者は大おお勢ぜいいたので、ヒルダをそそのかした実じつ際さいの犯はん人にんが誰だれかはヒルダには分かりませんね。アザゼル自身が死んでいることもあって確かく認にんのしようがありません。

ヒルダ：そうか。「……同じような存在が何人もいたということか。さすがはバルムンクだ」と吐はき捨すてるように言おう。

ＧＭ：「ふふ、お褒ほめにあずかり光栄だよ」

チコ：お婆ちゃんメイドさんたちを閉とじ込こめたのはあんたっすか!?

ＧＭ：「ふん！　せっかくメイドの人形たちを作って来たというのに、まさかあんな年とし寄よりばかりとはな！（笑）　お前たちが元のメイドたちを知らなくて助かったぞ（爆ばく笑しよう）」

ギデオン：くっそー！　プレイヤーは気が付いていたのに!!（笑）

ヒルダ：そんなことより、なぜお前は我々の足止めをする？　外に出られると都合の悪いことがあるのか？

ＧＭ：フリーダは「そのとおりだ。察しがいいな。さすがはオスウィンの娘」と言います。しかし、企たくらみの詳しよう細さいは語りません。

リージュ：この人があたしたちを足止めする理由？　……何なんでしょう？

チコ：（ちょっと考えて）今があのクーデターと同じような状況ってことは、もしかして……フィリップ王の暗殺が目的なんじゃないっすか！

ヒルダ：何だって!?




　さすがはチコ。

　すっかり手の内を読まれてしまいました。




チコ：有力者たちがすべて出払っていて、そう簡かん単たんに帰き還かんできない場所にいる。今なら、フィリップ王の首を獲とるチャンスっす！

ヒルダ：くっ……急いでフィリップ陛下のもとへ駆かけつけないと！

ＧＭ：「そう簡単に、行かせると思うか？」

リージュ：戦せん闘とうですね！（銃を構かまえる）

ＧＭ：おっと！　その前に、ここでマスターシーンを入れさせてください。







◆Middle 06◆忍しのび寄よる危き機き




　ベルクシーレの中心部にある王宮。

　そのひときわ巨大な門の前に、四つの人ひと影かげがやって来た。

　身み構がまえる衛えい兵へいたちに、その人影たちはにこやかに笑いかけた。




ＧＭ：では、マスターシーンになります。みなさんが今いるアンソンの屋敷から少し離はなれたところにある、ベルクシーレの王宮の前に、四つの人影が近づいて来ます。

ギデオン：フィリップを狙ねらう暗殺者だな！

ＧＭ：もちろん衛兵たちは警けい戒かい態たい勢せいをとるのですが、その四人と何事か話し合うと、すぐに門を開けます。

ヒルダ：えっ!?

ＧＭ：そして、衛兵たちはこう言うのです。「ビルベリ領りよう主しゆ御ご一いつ行こう様、ご到とう着ちやく～！」

一同：何だってーっ!?

リージュ：……あっ、もしかして、あたしたちの偽者!?

ＧＭ：正せい解かいです。だからフリーダはみなさんを館に足止めしたがっているのです（笑）。

リージュ：またあたしの偽者なの～っ!?（一同笑）

ＧＭ：『デスマーチ』七巻の時に出てきたのは、リージュの偽者じゃなくて、ピアニィの偽者ですから（笑）。

ヒルダ：でも、もし、私たちがアンソンの館の異変に気づかなかったら、そのまま足止めされてたよな、きっと。

リージュ：もし、あたしたちが何も気づかなかったら、フィリップさんは暗殺されちゃってたんですか？

ＧＭ：みなさんが異変に気づかなかった場合は、【知力】か【幸運】で判定をしてもらって、ヒントを出すつもりでした。その必要もなかったわけですが。

鈴吹：藤ふじ井いさんとシナリオの打ち合わせをした時に、「すごい図体が大きくて、うっすらとヒゲの生えたメイドが待ち受けている」というネタも提てい案あんしたんだけどね。

ギデオン：そんなの一いつ瞬しゆんでおかしいと気づくわっ！（笑）

ＧＭ：そうだろうと思って、若いメイドさんたちにしました（笑）。もっとも、一瞬で見み抜ぬかれるという結果は同じでしたが。




　ゲッタウェイ一行に扮ふん装そうした賊ぞくは、ベルクシーレの宮きゆう殿でん内ないを案内されていく。




リージュ：素そ朴ぼくな疑ぎ問もんなんですけど、あたしたちの偽者って、そんなに似てるんですか？

ＧＭ：いえ、たとえば、リージュの偽者は顔立ちはかわいいのですが、胸むねがぺったんこで、髪色も緑色ですね。

リージュ：あ、あれれ？

ギデオン：なんじゃそりゃ!?（笑）

チコ：じゃ、じゃあオイラの偽者は？

ＧＭ：チコよりもさらに小こ柄がらのフィルボルですね。ちょっとでも面白い物を見かけると、「キャハキャハっ！」と甲かん高だかい笑い声を上げてます。

チコ：な、何か……落ち着きがない？

ギデオン：お前だって落ち着きがないだろ。

チコ：おっちゃんほどじゃないっすよ！

ギデオン：なんだと！

ＧＭ：チコの偽にせ物ものが笑い声を上げると、ヒルダの偽物が「静かにしろ」とたしなめます。

ヒルダ：私の偽者はどんな感じだ？　やっぱり、槍やり使いか？

ＧＭ：いえ、何か杖つえっぽい物を持っています。体たい格かくが良くて、額ひたいからは角が生えてます。

ヒルダ：有角族のドゥアン！

チコ：種族すら一いつ致ちしてないっす！（笑）

ギデオン：俺は？　俺の偽者はどんな感じ？（そわそわ）

ＧＭ：ギデオンは、黒くろ髪かみ黒くろ眼めの二〇歳さいくらいのヒューリンで、衣い装しようも黒ずくめです。口調も礼れい儀ぎ正ただしくて、かなりのやり手という雰ふん囲い気きを醸かもし出だしています（一同笑）。

チコ：そんなの、おっちゃんじゃないっす！（笑）

ヒルダ：……ギデオンの偽者が、一番似てないな……（笑）。

ギデオン：くっそー！　俺はいつもこんな役回りなのか！（笑）

ＧＭ：ギデオンの偽物は、「確かに簡単に侵しん入にゆうできた。予言どおりだ」と呟つぶやきます。

ヒルダ：予言だって？

チコ：今、聞きき捨ずてならないことを聞いた気がするっす！

ＧＭ：とはいえ、みなさんはアンソンの館にいて、このことを知るよしもありません。

ヒルダ：ううっ！　じ、焦あせらすなあ。




　ビルベリ一行に扮装した者たちが謁見の間に到着するまで、もう間もなく……。

　玉ぎよく座ざで待ち受けるフィリップは、まだなにも知らない。




ヒルダ：フィリップ陛下が危あぶない！

ＧＭ：では、マスターシーンを終しゆう了りようし、アンソンの館での戦闘へと移うつりましょう。







◆Middle 07◆アンソンの館からの脱だつ出しゆつ




　フィリップのもとに刺し客かくが向かっている。

　一度は剣けんを捧ささげた相手の危機。焦あせる気持ちを押おし殺ころし、ヒルダは槍を構え直した。

　まずは、目の前の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをしたバルムンクを排はい除じよしなくては。




ＧＭ：まず、状況を説明します。現げん在ざいみなさんはアンソンの館にいて、本ほん性しようを現あらわしたバルムンクのフリーダと対たい峙じしています。

ヒルダ：はい。

チコ：蝙蝠こうもり羽を拡ひろげた女バルムンク。強きよう敵てきっぽい……っていうか『ブレイク』第五巻の口絵のアザゼルのイラストみたいな姿っすか？

ＧＭ：はい。琥珀色の瞳、ややウェーブの掛かかったロングヘア、妖よう艶えんな体つきに背中から生えた蝙蝠羽と、まさにナーシアたちと対決したバルムンクの大だい幹かん部ぶ、アザゼルそっくりの姿です。……みなさんには知るよしもないことですが。

ギデオン：影武者ってことは本家ほどは、強くないとは思いたいが……。

ＧＭ：それは戦ってみれば分かります。では、この戦闘のレギュレーションを説明します。

リージュ：はーい♪（←なぜかワクワクしている）




・フリーダとの戦闘に時間が掛かかりすぎると、フィリップが暗殺されてしまう。

・フィリップがどういう状況になっているのかは、フィリップのいる王宮エリアに移動してみないと分からない。




ヒルダ：つまり制せい限げん時間はあるが、それがどれだけあるのかは分からないのか。

チコ：それは……厳きびしいっすねぇ。




・ＰＣたちのエンゲージとフリーダは５メートル離はなれている。フリーダの先、さらに５メートルの位置にドアがある。フリーダを迂う回かいしていきなりドアにエンゲージすることも可か能のう。

・ドアにエンゲージし、そのラウンドのクリンナッププロセスで退たい場じようすることを宣せん言げんすると、アンソンの館エリアから退場し、次のラウンドのセットアッププロセスにフィリップがいる王宮エリアに登場することができる。

・フリーダを倒たおさなくとも館を脱出することは可能。ただし、その場合はＰＣのあとをフリーダが追いかけてくる可か能のう性せいがある。




チコ：なるほど。上手くやればフリーダをパスしてフィリップ陛下のもとに行けるっすね。

ギデオン：だがその場合、王宮に強敵を連れて行くことになる可能性もあるぞ？

ヒルダ：そのとおりだな。うぅ──っ。ＧＭめ、悩なやましい仕し掛かけをするなぁ（笑）。




　喜んでいただけたようで、ＧＭとしては満足です（笑）。




ギデオン：アンソンの館にふたり残して、他のふたりが王宮に行った場合はどうなる？

ＧＭ：同時に処しよ理りします。シーンが切れることはないので、エリアが移うつっても、シーン持続系けいスキルの効こう果かは消えません。ただし、シーン攻こう撃げきなどは届とどかないものとします。

ギデオン：なるほどなあ……しょうがない。とにかく、１ラウンド目が終わるまでに、誰かひとりでもいいから、このエリアから退場させて向こうの様子を確認する。これを当面の目標としよう。

ヒルダ：そうだな。さすがに２ラウンド目の冒ぼう頭とうでフィリップ陛下が殺されてしまうことはないだろう。我々がフリーダを無む視しして突つっ走ぱしっても、２ラウンド目のセットアッププロセスに王宮に登場するのが精せい一いつ杯ぱいなわけだし。

リージュ：初めから無理な条じよう件けんということになりますからね。

チコ：でも、フリーダは謁見の間に連れて行きたくないっすね。

ヒルダ：謁見の間には、フィリップ陛下暗殺部隊がいるはずだから、各かつ個こ撃げき破はしていこう。

チコ：オイラは《トランスポジション》を持っているから、クリンナッププロセスで誰かをドアへ移い動どうさせることができるっすよ。役立つこともあるかもしれないっす。




《トランスポジション》

　対象（使用者自身を除のぞく）に戦闘移動、もしくは離り脱だつを行なわせることができるスキル。クリンナッププロセスに使用する。１シーンＳＬ回使用できる。




ギデオン：よし、じゃあ、敵を１ラウンドで倒たおすのを目標にして、ダメそうな場合はチコの《トランスポジション》で誰かを王宮エリアへ送おくり込こむことを視し野やに入れつつ戦おう！

リージュ：分かりました！

ヒルダ：（厳しい声で）みんな、一いつ刻こくも早くフィリップ陛下のもとへ行くぞ！　私はお義父とう様を守ることはできなかった……だが、フィリップ陛下は絶ぜつ対たいに守り抜ぬく！

リージュ：ヒルダお姉様……？

チコ：いつも以上にヒルダお姉ちゃんに気合いを感じるっす！

ＧＭ：フリーダは「昔できなかったものが、今できると？　フィリップがゴーダ伯と同じ末路を辿たどる姿が目に浮うかぶわ」と嘲あざけります。

ヒルダ：「やってみせる！　まずは貴き様さまを倒たおしてからな！」

ＧＭ：では、戦闘を開始します！




●第一ラウンド

行動値

チコ　　　　23

ギデオン　　23

フリーダ　　21

リージュ　　17

ヒルダ　　　２

[image: ]




ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセス。フリーダは背中の蝙蝠羽を使って、みなさんを見下ろすように浮ふ遊ゆうしている状じよう態たいです。その体は禍まが々まがしく黒光りする鱗うろこで覆おおわれています。

ギデオン：まずは、ギルドサポートの《陣じん形けい》を使って、みんなで前進しようぜ。

ヒルダ：分かった。では、私はフリーダにエンゲージしよう。

ギデオン：俺もフリーダにエンゲージするぞ。

リージュ：あたしも、フリーダにエンゲージしまーす。

チコ：エンゲージが封ふう鎖さされた場合を考えて、オイラはエンゲージせずに３メートル前進！

ＧＭ：フリーダは《脚あし止どめ》を持っていますので、エンゲージは封鎖状態になります。

リージュ：うん。《脚止め》は持ってますよね～。でないと足止め役になりませんから。

ＧＭ：フリーダはその飛行能力を活かし、みなさんの進路を巧たくみな位置取りで妨ぼう害がいします。まるで、フリーダが何人もいるかのような機き敏びんな動きです。

チコ：「なんなんすか、これはぁっ!?」フリーダのフットワークに驚きよう愕がくするっす。

ＧＭ：「くくく、この私を簡単に突とつ破ぱできると思ったのかい？」

チコ：……なーんて、驚おどろいてる場合じゃないっすね。《パーペチュアルチェック》を使用！




《パーペチュアルチェック》

　そのラウンドの間、対象の【行動値】を使用者の【行動値】と同じにするスキル。仲間と連れん携けいして絶たえ間まない攻撃を仕し掛かけるスキル。




ＧＭ：いきなりシナリオ二回しか使用できないスキルを切ってくるとは！　では、ＰＣ全員の行動値が、チコと同じ値になりました。

リージュ：チコちゃんの【行動値】は23だから……。

ギデオン：うまいぞ、チコ。フリーダが変なことをしてこなけりゃ、全員が先手をとれる！

チコ：相手の先を読んで行動するのが軍師っすから！（笑）

ＧＭ：「こ、小こ賢ざかしい」と、フリーダは苛いら立だちの言葉を吐はき捨すてます。次はギデオン。

ギデオン：俺は《グラスホップ》を使用。回かい避ひ判定に＋１Ｄだ。

ＧＭ：次はフリーダの番ですが、特になにもしません。その次はリージュ。

リージュ：《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《ホーリーアタック》＋《ホリーウェポン》。《ホーリーウェポン》の魔術判定の直前に《グレイスフォース》を使用します。（ダイスを振る）出目は８。発動成功。

ＧＭ：リージュの魔導銃キヤリバーが白く清せい浄じような輝かがやきを放ち、威い力りよくが増ぞう大だいする感覚がします。

ヒルダ：次は私だな。《グランディア》＋《アグランダイズ》。自分の命中判定とダメージにボーナスをつける。気合いと共に槍を構え、集中して戦いに臨のぞむ！

ＧＭ：以上で、セットアッププロセスは終了です。




行動値（セットアッププロセス終了後）

チコ　　　　23

ギデオン　　23

リージュ　　23

ヒルダ　　　23

フリーダ　　21

[image: ]




ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。【行動値】23で、ＰＣ全員の番ですね。誰から動くかは、ＰＣ同士で相談して決めてください。

ギデオン：俺から動こうか？　風折りの刃やいばの効果で、ダメージがとおると相手の回避判定にペナルティを与あたえられるんだ。

ヒルダ：じゃあ、ギデオン、頼たのむ。

ギデオン：手早く倒すために、ダメージ重じゆう視しだ！　ムーブアクションで《ピンポイントアタック》。マイナーアクションが《ソードダンス》。メジャーアクションは《ゲイルスラッシュ》で《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》を使用。ダガーでフリーダを二回攻撃！

ＧＭ：では、命中判定をどうぞ。

ギデオン：４Ｄ＋21。（ダイスを振る）出目は20。命中は41。

ＧＭ：こちらは回避判定で３Ｄ振ふれます。（ダイスを振る）出目は26で回避失敗です。

チコ：《チェックメイト》。（ダイスを振る）……ダメージを16点上じよう昇しようさせるっす。

ギデオン：まだまだ行くぞ！　《ピアシングストライク》でダメージダイスを増ふやす。（ダイスを振る）[image: ]点。チコの支し援えんを合わせると、[image: ]点の物理ダメージだ。ダメージがとおると、回避判定にペナルティがつくぜっ！




　ギデオンは驚きよう異い的てきな身軽さで浮遊するフリーダに飛びかかり、その身体に二本のダガーを突つき立たてる。

　しかし……。




ＧＭ：フリーダは《アザゼルの鱗》というオリジナルエネミーパワーを使用。受ける予定のダメージを減へらします。ちなみに回数制限はありません。




パワー

『アリアンロッド２Ｅ 超ちよう上じよう級きゆうルールブック』（以後『超上級』）で導どう入にゆうされた、高レベルＰＣの能力を表すデータ。大おお雑ざつ把ぱに言うと、超ちよう強つよいスキルのようなもの。ここではシナリオオリジナルの、フリーダ専せん用ようのパワーを使用している。




一同：何!?

ギデオン：どんだけダメージを減らした？

ＧＭ：今回は[image: ]点です。それとは別に【物理防御力】分ダメージ減らせます。

鈴吹：フリーダの鱗に込められたアザゼルの魔ま力りよくにより、あらゆる衝しよう撃げきが軽けい減げんされるのだ。

ギデオン：さすがはアザゼルの影武者ってところだな……。

ＧＭ：なお、強いパワーを持っている分、フリーダは【ＨＰ】が少なめです。

ギデオン：そういうバランスの取り方か。とにかく《ゲイルスラッシュ》の二発目、《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》いくぜ。（ダイスを振る）よし、命中はクリティカル！

ＧＭ：風折りの刃の効果でペナルティを受けているから、今度は２Ｄしか振ふれないんですよね。（ダイスを振る）出目は５と４。クリティカルしなかったので、回避失敗。

ギデオン：《ピアシングストライク》を宣言してダメージロール。……（ダイスを振る）おお、さっきより出目が良い。[image: ]点の物理ダメージだ。

ＧＭ：では、《アザゼルの鱗》でダメージを軽減します。

ヒルダ：また[image: ]点減らしたのか……。

ＧＭ：いえ、今回の軽減は90点です。

ギデオン：なるほど徐じよ々じよに軽減できる値が減へっていくという仕掛けなのか。

ＧＭ：攻撃が当たると、そのたびに鱗が剥はがれていくんですよ（笑）。

ギデオン：それでも時間に余よ裕ゆうがない。とにかく、でかいダメージを狙ねらっていこう。

チコ：分かったっす。次はオイラ。ムーブアクションは《ランニングセット》で《クラッシュバリア》を使用。マイナーアクションが《ブーストマジック》。メジャーアクションは《ダブルキャスト》。フリーダに《ウォータースピア》を二発ぶち込むっす。

ＧＭ：分かりました。では、一発目の命中判定からどうぞ。

チコ：《バリアントマジック》を宣言。一発目の《ウォータースピア》のダメージをあげておくっす。それから、《マテリアルコンポーネント》でサファイアを使用。（ダイスを振る）命中は34っす。

ＧＭ：クリティカルでないと回避できない。でも振ふれるのは２Ｄだけ。（ダイスを振る）……回避失敗。ダメージをください。




　チコの肩かたの右上に煌きらめく水の槍が出しゆつ現げんする。お得意の攻撃魔ま法ほうだ。

　さらに、チコの右手の上のサファイアが砕くだけたかと思うと、その蒼あおき光が水の槍に宿る。

　宝ほう石せきの魔力をダメージに変へん換かんする秘ひ術じゆつにより、破は壊かい力りよくを増ました一いち撃げきがフリーダを貫つらぬく──。




チコ：（ダイスを振る）[image: ]点の〈水〉属ぞく性せい、魔法ダメージ。【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】無視。

ＧＭ：《アザゼルの鱗》でダメージを減らしました。フリーダは健けん在ざいです（とはいえ【物理防御力】無視や【魔法防御力】無視の攻撃が続くと辛つらいですね……）。

チコ：ダメージがとおったなら、《ソウルスティール》で強化された［放心］と《マリッド・ストリーム》の効果を与えるっす。これで、相手のメジャーアクションとリアクションにマイナス１Ｄ、さらに回避判定にマイナス１Ｄ！

ＧＭ：（ううっ）チコとギデオンから受けたペナルティで、回避判定で振れるダイスが１Ｄになってしまいました。もう回避判定でクリティカルできません～（笑）。

チコ：では、二発目の《ウォータースピア》。《バリアントマジック》を宣言。《マテリアルコンポーネント》でサファイアを使用。（ダイスを振る）命中は35っす。

ＧＭ：クリティカル以外回避ができませんので、命中です。ダメージをどうぞ。

チコ：今度もダメージで17Ｄ振れる！　（ダイスを振る）[image: ]点の〈水〉属性、魔法ダメージ。【魔法防御力】無視！

ＧＭ：《アザゼルの鱗》で70点ダメージを減げん少しようさせます。さすがにつらくなってきました。

リージュ：次はあたしですね。ムーブアクションは《ハイスピード》で《ソウルブレイド》を使用、【ＭＰ】５点使ってダメージ＋10。魔導銃キヤリバーから魔力の刃を発生させます。マイナーアクションで《デスターゲット》。メジャーアクションは《ホーリーヒット》。銃で二回殴りかかりまーす（笑）。

ＧＭ：では、一発目の命中判定からどうぞ。

リージュ：対象はフリーダで、キャリバーブースターも使います。さらに命中判定の直前に《ギガンティックブロウ》も使用。（ダイスを振る）命中は38。




　リージュの魔導銃から光の刃が生じる。

　フリーダとの間合いの近さに、彼かの女じよは自身の銃を光の長ちよう剣けんに変化させたのだ。

　すかさずリージュは地を蹴けり、さながら戦闘の妖よう精せいのごとく宙ちゆうに舞まい上あがる。そしてその両の腕うででフリーダごと空を切きり裂さいた──。




ＧＭ：そんなの回避できるわけありません！（泣）　ダメージをどうぞ。

リージュ：《パニッシャー》。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ＧＭ：《アザゼルの鱗》と【物理防御力】を引いて、85点受けました。

リージュ：二発目。またキャリバーブースターと《ギガンティックブロウ》を使って、フリーダを狙ねらいます。（ダイスを振る）命中は、クリティカルです！

ＧＭ：…………回避失敗。想定より《アザゼルの鱗》が剥がれるのが速い……。

ヒルダ：藤井さんがすごく悲しげな顔をしているぞ（笑）。

リージュ：《パニッシャー》使用。クリティカルしたから、ダメージが２Ｄ増ふえて……（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです♪

ＧＭ：《アザゼルの鱗》50点ダメージ減少。でも、フリーダはもうボロボロです……。

ギデオン：おっ、もしかして、ヒルダの一撃で終わるかな？

ヒルダ：がんばってみよう。マイナーアクションで《ヘビーアタック》、メジャーアクションが《バッシュ》。槍でフリーダを貫く。……（ダイスを振る）命中は35。

ＧＭ：ダイスを振るまでもなく回避失敗ですので、ダメージをどうぞ。

ヒルダ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ。これでどうだ？

ＧＭ：（計算して）……ダメだ。《アザゼルの鱗》を使っても、絶対に倒たおれる！（一同拍手）




　ヒルダの強きよう烈れつな突つき。腹はらを貫つらぬかれ、フリーダは断だん末まつ魔まの悲鳴をあげた。

「グウウウ！　た、たかが人間ごときに、この私が敗れるとは……！」




ＧＭ：一度も攻撃できないまま、倒れるとは……（肩を落とす）。

リージュ：さすがはお姉様！

チコ：フィリップ陛下を思う心の勝利っす！

ヒルダ：邪じや魔ま者ものはいなくなった！　さぁ、みんな、急いで王宮へ向かうぞ！

ＧＭ：クリンナッププロセスに移ります。何かスキルを使用しますか？

チコ：《トランスポジション》でヒルダお姉ちゃんに戦闘移動をしてもらうっす。

ヒルダ：私はドアにエンゲージ。アンソンの館エリアから退場し、王宮エリアへ移動する。

リージュ：ヒルダお姉様、先に行ってください！

チコ：オイラたちもあとから行くから、ちょっとの間だけ、耐たえててくださいっす！

ヒルダ：分かった！　ではわたしは先行してドアを蹴け破やぶり、駆かけだしていく。

ＧＭ：では、ヒルダは第二ラウンドの冒頭から、他の三名は第三ラウンドの冒頭から、王宮エリアに登場になります。これで、第一ラウンドを終了します。




●第二ラウンド

ＧＭ：では、第二ラウンド。まずは、演えん出しゆつから。




　ビルベリの使節団を名乗った一行を見て、フィリップが厳しい表ひよう情じようになった。

「お前たちは……ヒルダ殿たちでは、ない！」

　グラスウェルズ王の険けわしい声が響ひびき、典てん雅がな謁見の間に、場ば違ちがいな緊張感が走る。

「そのとおり。ですが、もう手て遅おくれです」ギデオンに扮ふんした男がニヤリと笑った──。




ＧＭ：ギデオンに扮装した男がダーツを投げようとした瞬しゆん間かんにヒルダが登場します。

ヒルダ：ドアをバンッと開け「姑こ息そくな真似まねそこまでだ！」と言い放ちます。「陛下はお下がりください。私がお守り致いたします！」

鈴吹：フィリップはヒルダに信しん頼らいの眼まな差ざしを向け、頷うなずきます。

ＧＭ：まぁ、フィリップを守りきれるかどうかは、判定次第ですけどね（一同笑）。

ギデオン：第二ラウンドで誰かが登場できなかったら、フィリップは死し亡ぼうしてたのか？

ＧＭ：いえ、ＧＭもそこまで鬼おにではありません。ただ、ダリウスとフィリップの護ご衛えい四人が順々に死亡していっただけです。

ヒルダ：それだって、十分に嫌いやな展開だ！

ＧＭ：予定では、もう被ひ害がいが出ているところにみなさんが駆かけつける、という設定だったんですよ。でも、チコが早く真相に達したんで、攻撃開始前に間に合ったことにしたんです。

チコ：よかった（笑）。切り札を切って、フリーダを第一ラウンドで仕し留とめた甲か斐いもあったっすね！

ＧＭ：では、王宮エリアの配置説明をします。まず、ヒルダから５メートル離はなれたところに、偽者のビルベリ御一行が１エンゲージでいます。そこからさらに15メートル離れた位置に、フィリップとダリウス、護衛の騎き士し四名が１エンゲージでいます。もっとも、ダリウスと騎士はエキストラなんですけどね（笑）。

ギデオン：偽者のビルベリ御一行はモブ？

ＧＭ：いえ、それぞれ、データがあります。偽ヒルダ、偽リージュ、ギデオンに扮装した〝投げ矢ダーツ〟のテオバルト、チコに扮装した〝護身剣ダーク〟のアプアプラスの四名です。

[image: ]

[image: ]

チコ：オイラとおっちゃんの偽者にはふたつ名がついてるっす！

ＧＭ：テオバルトとアプアプラスは読者投稿ＮＰＣなのです。




〝投げ矢ダーツ〟のテオバルト（20代後半／男／ヒューリン　投稿者：宮みや城ぎ県けん　濁にごり真しん珠じゆさん）

　黒髪黒目で、衣装まで黒ずくめの漆しつ黒こくの男。ダーツの投とう擲てきを得意とするバルムンクの暗殺者だ。ターゲットを殺したことによる損そん失しつ・影えい響きようを妄もう想そうし悦えつに入いるという偏へん執しゆう的殺人者。表面上は丁てい寧ねいで礼れい儀ぎ正ただしい態たい度どを貫つらぬいている。この暗殺では、ギデオン役を担たん当とう。




〝護身剣ダーク〟のアプアプラス・フーリュゲリ（27歳／女／フィルボル　投稿者：東京都　きゅれいさん）

　フィルボルの中でも特に小柄な女性。笑い上戸で「キャハキャハ」笑う。作戦行動中のバルムンクの工作員の護衛がその任にん務むである。フィルボルの子こ供ども並なみの身長ということで、今回の暗殺行ではチコ役を担当している。




ＧＭ：では、ラウンド進行を再さい開かいします。




行動値

チコ　　　　　　23

ギデオン　　　　23

テオバルト　　　20

偽リージュ　　　18

リージュ　　　　17

偽ヒルダ　　　　16

アプアプラス　　14

ヒルダ　　　　　２
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ヒルダ：偽ヒルダは、【行動値】が二桁けたもあるのか。そんなの、私ではない！（一同笑）

チコ：杖を持っているみたいっすから、偽ヒルダはきっとメイジっすよ。

リージュ：偽リージュの武ぶ器きは何です？

ＧＭ：ハンマーを持ってます。ツインテールの彼女はヒルダに向かって「悪いけど、倒させてもらうよ、ヒルダさん」って言うんですが……声は、少年声ですね（一同笑）。

リージュ：あたしの偽者、男の子なの!?

チコ：よもや男の娘とは……（笑）。

ギデオン：もう少し本物に似にせる努力をしてもよかったんじゃねーの？（笑）

チコ：フィリップ陛下も一発で偽者だって見抜くわけっす（笑）。

ＧＭ：彼らにとっては、フィリップがみなさんと事前に会っているのは想定外なんですよぅ！　……では、セットアッププロセス。ヒルダ以外のみなさんも一いち応おう宣言だけはできます。

ギデオン：ああ、俺とチコとリージュのメインプロセスは王宮エリアへの移動で消費しちゃうけど、セットアップフェイズは消費してないのか……。

チコ：でも、特にすることないっすよね。オイラたちはこのラウンド戦闘しないし。

リージュ：そうですね～。

ＧＭ：では、チコ、ギデオン、リージュの三人は何もしないんですね。

チコ：はいっす。

ＧＭ：分かりました。テオバルトは特になし。偽リージュは《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《ホーリーウェポン》を使用します。

リージュ：一応、あたしと同じようなスキル構こう成せいなんですね～。

ＧＭ：偽ヒルダは何もしません。アプアプラスは《マスターテイマー》＋《コールサーバント》に《ライドオン》。




　アプアプラスが口笛を吹ふくと、どこからともなく、どう猛もうな狼おおかみが駆けつける。アプアプラスは軽けい快かいな身のこなしで相あい棒ぼうの肉にく食しよく獣じゆうに飛び乗った。




ＧＭ：では、次はヒルダの番です。

ヒルダ：（ちょっと考えて）敵は物理攻撃が多そうだから、《センチネルガード》は使わなくて良いか……。よし！　何もしないでおこう。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。

ヒルダ：まずは、テオバルトからだな。

ＧＭ：ムーブアクションはなし。マイナーアクションは《インベナム》。メジャーアクションで、オリジナルエネミースキルの《ダーツ投げ》を使用して、フィリップを攻撃。同一エンゲージにも射しや撃げき可能な攻撃で、使用した暗殺用ダーツは投げてもなくならないというものです。フィリップへの判定は……（ダイスを振る）命中。

ヒルダ：《カバーリング》＋《カバームーブ》でフィリップ陛下を庇かばう。

ＧＭ：飛来するダーツの針はりには、不気味な緑色の毒が塗ぬられています。１点でもダメージを受けるとバッドステータス［毒（８）］を受けます。

ヒルダ：う、毒か……。

ＧＭ：さらに［毒］受けた場合、オリジナルエネミースキル《バルムンクの毒》の効果で、このメインプロセスの終了後、追加で［毒］の強度×５のＨＰロスも入ります。「あなたの命の重さはどの程度ですか？　あなたが死ぬと哀かなしむ人がいるでしょうに？」とニヤニヤしながら言うテオバルト。

ヒルダ：下げ衆すが！　そんな言葉でわたしを動どう揺ようさせるつもりか！

ＧＭ：では、ダメージです。４Ｄ＋70で（ダイスを振る）……82。

ヒルダ：そのぐらいなら大だい丈じよう夫ぶ。《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》でダメージを軽減。（ダイスを振る）35点軽減。【物理防御力】が75点あるから、ダメージは０だ！




　フィリップを狙った必殺のダーツは、身を挺ていして飛び出したヒルダの盾たてに遮さえぎられ、からん、と乾かわいた音を立てて地面に落下してしまう。

「わたしのダーツが効きかない、だと……？」テオバルトは愕がく然ぜんとして呻うめいた。




ヒルダ：フィリップ陛下を守ると言ったわたしの決意は伊達だてではない！

リージュ：ヒルダお姉様、素す敵てきです♪

ＧＭ：しくしく。次は、偽リージュ。ムーブアクションでヒルダにエンゲージ。マイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ホーリーヒット》。（ダイスを振る）命中は30です。

ヒルダ：その値じゃ、自動的に回避失敗だ。今の私は回避判定で１Ｄしか振れないからな。

ＧＭ：偽リージュのハンマーがブオンと唸うなります。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ。

ヒルダ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》でダメージを軽減。（ダイスを振る）36点軽減。【物理防御力】が75点あるから、今回もダメージは０だな。

ＧＭ：「嘘ぉ!?　ボクのハンマーが!?　でも、まだまだ！」と驚おどろきながらもめげない偽リージュ。では、二発目、いきます。（ダイスを振る）命中は28です。

ヒルダ：ダメージをくれ。

ＧＭ：なんか、ヒルダに傷きずをつけられる気がしません（笑）。ハンマーが再ふたたび迫せまり……（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ヒルダ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）33点軽減。合計で[image: ]点止めて、５点ダメージを受けた。殆ほとんどダメージ受けなかった（笑）。

ＧＭ：次は、偽ヒルダ。メジャーアクションで《コキュートス》という超ちよう低てい温おんで攻撃する〈水〉の魔法をヒルダに向けて詠えい唱しようします。……（ダイスを振る）命中は32。

ヒルダ：回避なんて無理（笑）。ダメージをくれ。

ＧＭ：ダメージは12Ｄ＋60点。（ダイスを振る）[image: ]点の〈水〉属性、魔法ダメージです。１点でもダメージが入ったら［放心］を与えますよ。




　偽ヒルダが詠唱の声と共に放った凍いてつく冷気が、ヒルダを包つつみ込こむ、が……。




ヒルダ：【魔法防御力】が57点。《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》で、（ダイスを振る）39点軽減。５点ダメージを受けた。

ＧＭ：ダメージはちょっぴりしか通ってない……。一いつ般ぱん人じんなら凍とう死しするような冷気を浴びせたのに、ヒルダの肌はだがしもやけになったぐらいのダメージです。

ヒルダ：でも［放心］は受けた。どうやら、寒さで集中力が乱みだされたようだな。

ＧＭ：次はアプアプラス。ムーブアクションでヒルダにエンゲージ。マイナーアクションはなし。メジャーアクションは《バッシュ》＋《ラッシュ》。

チコ：確かこいつは、狼に乗ってるっすよね。

ＧＭ：そう、巧みに狼を操あやつり突とつ進しんするアプアプラス！　「キャハハ♪　アプアプ突撃ぃ～！」と笑い、剣を前に突つき出だし切り込こんできます……（ダイスを振る）命中は32。

ヒルダ：なんだか痛いたいキャラだな（笑）。ともあれ回避不ふ能のう。ダメージをくれ。

ＧＭ：ダメージは14Ｄ振れますよ～。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

チコ：さすがのヒルダお姉ちゃんも、これはキツいかな？

ヒルダ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）……う～ん。ダメージを45点受けてしまった。

ＧＭ：アプアプラスは甲高い声で「キャハキャハ！　油ゆ断だん大たい敵てき～！」と笑います。

リージュ：確かに〝痛い〟人かも？（笑）

チコ：こんな痛いキャラがオイラ役とか心外っす～！（笑）

ギデオン：やっぱり自分の偽物は、来るものがあるなあ……。

リージュ：あたしたちもいろいろな人に変へん装そうしていたから、反省しなくちゃいけませんね。

ヒルダ：おーい、反省は今すべきことじゃないだろう？（笑）

ＧＭ：次はヒルダの番です。

ヒルダ：じゃあ、偽リージュを攻撃するか。二回攻撃してくるのは厄やつ介かいだし。マイナーアクションで《ヘビーアタック》、メジャーアクションが《バッシュ》。［放心］のマイナス１Ｄがあるから、３Ｄ＋20か。（ダイスを振る）命中は31だ。

ＧＭ：クリティカルでないと回避できません。（ダイスを振る）……出目、１と２（一同笑）。ヒルダは大だい上じよう段だんから豪ごう快かいかつ閃せん光こうのような槍の一撃を放ちます。偽リージュはこれに反応することもできずに打うち据すえられてしまいました。

ヒルダ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージだ。

ＧＭ：ぐっ……。偽リージュはパラディンなので【物理防御力】は高いんだが……それでも、かなりの大ダメージを受けてしまった。「ヒルダさん……」と悲しそうに涙なみだぐみます。

ヒルダ：うるさい。お前がリージュの名を騙かたるな！　そもそも男だろ、泣くな！（笑）

リージュ：さすがはヒルダお姉様は惑まどわされませんねぇ～♪

ＧＭ：では、クリンナッププロセス。

ヒルダ：［放心］が解除された。頭を振ふって気合いを入れ直すぞ。

ＧＭ：これで、第二ラウンド終了です。




●第三ラウンド

行動値

チコ　　　　　　23

ギデオン　　　　23

テオバルト　　　20

偽リージュ　　　18

リージュ　　　　17

偽ヒルダ　　　　16

アプアプラス　　14

ヒルダ　　　　　２
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ＧＭ：では、第三ラウンド。お待たせしました。チコ、リージュ、ギデオンも王宮エリアに到着です。




　後方から、タタタッと三つの足音が聞こえてくる。

　その音に、ヒルダは頼たのもしい仲間の来らい援えんを確信し、ふ、と口元を軽くほころばせた。




リージュ：「ヒルダお姉様っ！」と叫さけびながらドアを開けて、部屋に入ります。

チコ：ぜぇはあ、と息を切らせて登場っす。こっちは大だい丈じよう夫ぶっすか？

ヒルダ：良く来てくれた、みんな。大丈夫。フィリップ陛下はご無事だ！

ギデオン：間に合ったか。俺はてっきり、刺客たちはフィリップに集中攻撃をするのかと思ってたんだが……。

ＧＭ：実は彼ら、テオバルトはフィリップを暗殺、他の三名は邪魔者を排除するという風に役やく割わり分ぶん担たんをしているんですよ。

チコ：なるほど。寄よせ集あつめかと思っていたけれど、一応チームワークはあるんすね～。

ＧＭ：さてチコたちはヒルダのエンゲージに登場になります。

リージュ：はーい♪

ＧＭ：では、セットアッププロセス。まずはチコとギデオンからどうぞ。

ヒルダ：テオバルトを何とかしないと、フィリップ陛下が危き険けんだ。ギデオン、頼たのめるか？

ギデオン：おう。チコ、俺を前に移動させてくれ。俺はパッシブスキル《ホバリング》の効果で、［飛行状態］だから、妨害されずに移動できる。

チコ：了解っす。《アンパッサン》でおっちゃんを戦闘移動させるっす。

ギデオン：じゃあ、俺はテオバルトのエンゲージに移動。「よお、あんたの相手は俺だぜ」

ＧＭ：「なっ!?　ずいぶん素す早ばやい方ですね」登場するやいなや一瞬にして間合いを詰つめてきたギデオンに、テオバルトは驚きよう嘆たんします。次はギデオンのセットアッププロセス。

ギデオン：《ミステリアスダンス》でテオバルトを挑ちよう発はつ。（ダイスを振る）達成値は21だ！

ＧＭ：こっちは【精せい神しん】で抵てい抗こうか。クリティカル以外は無理ですね。（ダイスを振る）……あっ、クリティカル！

ギデオン：うっそーん！（笑）

鈴吹：テオバルトはギデオンに目もくれず、淡たん々たんと任務をこなそうとしているようだ（笑）。

チコ：じゃ、《ニゲイト》でテオバルトのクリティカルを打ち消し。「自分が変装した相手なんだから、ちょっとくらいは見てみたらどうっすか？」

ギデオン：♪（くねくねと変な踊おどりを踊おどっている）

ＧＭ：「ふ……こんな頭の悪い男の変装をしていた自分に腹が立ちますねぇ！」ということで、テオバルトはギデオンに対し［逆ぎやく上じよう］しました。

ギデオン：ふふん！　どうだ！　カッコ悪いだろ！　もっとむかつくといい！

チコ：どんな自慢っすか！（笑）

ヒルダ：そういえば、レイチェル（『ゲッタウェイ』第二巻参照）も激げき怒どしていたなぁ～。ギデオンの変な踊りを見せられて。

ギデオン：ふっ、もはやこの踊りは俺の必ひつ殺さつ技わざと言っていいだろう。




ＧＭ：イヤな必殺技ですね（笑）。……次はテオバルトの番ですが、特になし。偽リージュは《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《ホーリーフィールド》を使用。偽ヒルダとアプアプラスもなにもしません。

リージュ：あたしは《シャインストライク》だけ使用します。《ホーリーウェポン》は効果がシーン中持続するので。

ヒルダ：私は特になし。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。

リージュ：あたしが《カリキュレイト》で割わり込こみます。アプアプラスと偽リージュを片かた付づけられるよう、がんばってみます。

チコ：上手くそのふたりを排除できれば、オイラがテオバルトたちにペナルティを与あたえることに専せん念ねんできるって寸法っすね。分かったっす。

ＧＭ：では、リージュ、メインプロセスをどうぞ。

リージュ：ムーブアクションは《ハイスピード》で《ソウルブレイド》、ＭＰを５点消費してダメージに＋10します。マイナーアクションが《デスターゲット》。メジャーアクションは《ファニング》で、アプアプラスと偽リージュ、テオバルトの三人を銃で撃うちます。キャリバーブースターも使用しますよ。

ＧＭ：分かりました。では、命中判定をどうぞ。

リージュ：《ギガンティックブロウ》でダメージを上げて、（ダイスを振る）命中は31です。




　リージュのライトグリーンの目が、瞬しゆん時じに複ふく数すうの敵に狙いをつける。

　そして、間かん髪はつ容いれず巨きよ大だいな光こう条じようが銃じゆう口こうから放たれた！




ＧＭ：クリティカルすれば回避できますが、《ブレットレイブ》の効果でアプアプラスと偽リージュは回避できる目がありません。テオバルトは……（ダイスを振る）回避失敗。

チコ：よし、じゃあ《チェックメイト》！

ＧＭ：では、アプアプラスはテオバルトを《カバーリング》＋《カバームーブ》。「キャハキャハ！　フィリップの首を獲とればこっちの勝ちだからね！　テオバルト、任まかせたよ！」

リージュ：ダメージは……（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ＧＭ：その一撃で、偽リージュは倒たおれます。「本物は、ひと味違ちがった、ですね……」

リージュ：やった！（笑）

ＧＭ：アプアプラスは《護身剣》というオリジナルエネミースキルを使用します。１ラウンド一回、ダメージを９Ｄ＋60点軽減します。

鈴吹：きっと、手にしていた〝護身剣〟でダメージを軽減するって感じだね。

ＧＭ：（ダイスを振る）98点軽減しました。手にした〝護身剣〟で、リージュの射撃を受け止め、その威力をほぼ打ち消してしまいます。【物理防御力】も高いので涼すずしい顔ですね。

チコ：オイラ役のくせに、頑がん丈じようだなんて……おかしいっす！（一同笑）

ＧＭ：次はチコの番です。

チコ：テオバルトのエンゲージに範はん囲い（選せん択たく）で魔法攻撃！　ムーブアクションで《ランニングセット》＋《クラッシュバリア》。マイナーアクションが《マジックブラスト》。メジャーアクションで《ダブルキャスト》で《ウォータースピア》を二回打ち込むっす。

リージュ：……あたしたち、切り札をばんばん切っちゃってるね（笑）。

ヒルダ：仕し方かたない。フィリップ陛下の命がかかってるんだ！

チコ：では、一発目。《マテリアルコンポーネント》でサファイアを使用。（ダイスを振る）命中は37っす。

ＧＭ：クリティカル以外回避できない……。（ダイスを振る）う～ん、クリティカルしないなぁ。テオバルトも偽ヒルダも回避失敗です。

チコ：なら、《マジックフォージ》も使っちゃえ！




　テオバルトと偽ヒルダにチコの打ち出した水の槍が迫せまる。

　そのただならぬ威力を察したアプアプラスは、相棒の狼を駆かり、テオバルトとチコの間へと飛とび込こんだ。




ＧＭ：ではアプアプラスがテオバルトを《カバーリング》＋《カバームーブ》でかばいます。

チコ：ダメージは18Ｄ＋60点。（ダイスを振る）[image: ]点の〈水〉属性、魔法ダメージ。ダメージがとおると［放心］と回避判定にペナルティが入るっす。

ＧＭ：（計算して）偽ヒルダは戦闘不能でばたりと倒れます。アプアプラスはまだ立ってますが、けっこう辛つらそうで、狼共々ひどく消しよう耗もうし、動作のひとつひとつが重く見えます。

ギデオン：よーし、いいぞ!!

チコ：続けざまに、テオバルトを対象として二発目、いくっす。《マテリアルコンポーネント》でサファイアを使用。（ダイスを振る）６が三つ！　クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は１、３、５。テオバルトは回避失敗です。

チコ：（ダイスを振る）[image: ]点の〈水〉属性、魔法ダメージ。

ＧＭ：テオバルトもけっこうダメージを受けてしまった……。

ギデオン：次は俺。ムーブアクションは《アフターイメージ》。マイナーアクションは《ソードダンス》。メジャーアクションは《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》でテオバルトを狙う。命中判定に《ダンシングヒーロー》を使って、６Ｄ＋21でいくぞ。（ダイスを振る）よし、クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメだ、クリティカルしないので避さけられません。アプアプラスが《カバーリング》＋《カバームーブ》で庇います。「キャハ！　やらせないよ？」

ギデオン：《ピアシングストライク》。ダメージは14Ｄ＋91点いくぜ？　（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージだ。




　目にもとまらぬ動きで猛もう攻こうをかけるギデオン。

　バルムンク側は、アプアプラスが自らを盾とすることで、かろうじて戦線崩ほう壊かいを食い止めるのが精せい一いつ杯ぱい。




ＧＭ：な、なんとかアプアプラスは生き残りました。では、テオバルトの番。

ギデオン：さぁ、俺を狙ねらえ！（一同笑）

ＧＭ：［逆上］しちゃってるので、テオバルトはギデオンを狙います……。「くそう！　予言ではもっと遅おそく来るはずなのに!!」

チコ：今、また予言って言ったっす！

ヒルダ：いやーな予感がするけど、まずはこの場を切きり抜ぬける方が優ゆう先せんだ！

リージュ：はい！　ヒルダお姉様!!

ＧＭ：テオバルトはマイナーアクションで《インベナム》。メジャーアクションで《ダーツ投げ》。（ダイスを振る）命中は、31です。

ギデオン：《シャドウハイド》。６Ｄ＋19で、31以上を狙ってみるぜ。（ダイスを振る）39だから、回避成功。

ＧＭ：では、《シャドウハイド》の効果で、ギデオンのメジャーアクションが発生します。

ギデオン：《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》で攻撃。（ダイスを振る）命中は33だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は６と……２。テオバルトは回避失敗です。

ギデオン：反はん撃げき成功！　《ピアシングストライク》。12Ｄ＋78点のダメージがいくぜ。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ。ふっ。挑発に乗ったお前の負けだ！　ダーツの軌き道どうから身をそらし、そのままダガーで相手の胸むな元もとを切きり裂さく！

ＧＭ：（計算して）ギデオンの反撃で、テオバルトは倒たおれました。「バカな……私が任務に失敗するなんて……」

ギデオン：はっはっは。俺の方が一いち枚まい上手だったようだな。

ＧＭ：次は、ただひとり残ったアプアプラスの番です。エンゲージしている人なら、誰を狙ってももう結果は同じだな。（ダイスを振る）リージュを狙います。「テオバルトは倒たおれたけど……。キャハッ♪　最後までつきあってもらうよ」

リージュ：はい、どうぞ♪

ＧＭ：メジャーアクションで《バッシュ》＋《ラッシュ》。（ダイスを振る）６が二個こ出た。クリティカル！　アプアプラスは狼を跳ちよう躍やくさせ、弾だん丸がんのようにリージュに襲おそいかかります。

リージュ：（ダイスを振る）回避失敗です。

ヒルダ：《カバーリング》でリージュを庇う。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ヒルダ：《アイアンクラッド》と《スティールクラッド》。（ダイスを振る）31点軽減。【物理防御力】も合わせると、[image: ]点軽減だ。

リージュ：《プロテクション》♪　（ダイスを振る）出目、１、１、１、１、１、２!?　《フェイス：ダナン》の分を合わせても、８点しか軽減できなかったです……。

ギデオン：ある意味奇き跡せき的てきな出目だな、それ（笑）。




　ヒルダを護まもろうと、リージュは《プロテクション》を展開する。

　しかし魔力の練りが甘あまく、魔法障しよう壁へきにやや薄うすい箇か所しよができてしまった。

　アプアプラスはとっさにその隙すきをつき、ヒルダの体に剣を打うち込こんできた！




ヒルダ：うーん。ダメージを30点食らってしまった。

リージュ：ごめんなさい、ヒルダお姉様。《プロテクション》が久ひさしぶりなんで、腕がなまりました……（一同笑）。

ヒルダ：心配するな。【ＨＰ】はまだ大だい丈じよう夫ぶだから（笑）。

ＧＭ：では、ヒルダの番です。

ヒルダ：マイナーアクションで《ヘビーアタック》、メジャーアクションが《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は33だ。

ＧＭ：回避判定にペナルティがきてるので、当たります。ダメージをください。

ヒルダ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ！　くらえ！　お前たちにフィリップ陛下は傷きずつけさせん！

ＧＭ：ヒルダの強烈な突きが、アプアプラスを貫つらぬきます。この攻撃がだめ押おしとなって、アプアプラスもばったりと倒れました。

ヒルダ：よし！

リージュ：ヒルダお姉様、今日は一いち段だんとがんばりますね！

チコ＆ギデオン：（声をそろえて）フィリップが見てるから（笑）。

ヒルダ：ああ、そのおかげでがんばれたのかもしれない。

ギデオン：どうやらこれで戦闘終了かな？

ＧＭ：そうですね。「フィリップ陛下！」という声と共にアンソンが謁見の間に駆かけ込こんできて、戦闘ラウンドは終了となります。

ヒルダ：え、ここでアンソンが出てくるの？

ＧＭ：はい。次のシーンをお楽しみに（笑）。







◆Middle 08◆アンソンとの対たい話わ




　フィリップを刺し客かくの手から守り抜ぬいたヒルダたち。

　そして事じ件けんの報ほうを聞いて〝あの男〟が遠えん征せいより急きゆう遽きよ帰き還かんした。




ＧＭ：では、シーン変わって、前のシーンの戦せん闘とうが終しゆう了りようした直後から始まります。

ヒルダ：え？　直後？

ＧＭ：はい。応おう援えん要よう請せいに応おうじてリシャールがベルクシーレを空けるというのが敵てきの罠わなだったわけですが、その罠に気づいたアンソンが戻もどってきたのです。

ヒルダ：アンソン、めちゃくちゃ有ゆう能のうじゃないか！（笑）

鈴吹：アンソンは「陛へい下か、ご無事ですか!?」とフィリップのもとに駆かけより、フィリップは「大事ない」と答えます。アンソンは周りを見回したあと、「これは……ビルベリに、借りを作ってしまったようだな」と苦笑します。

ヒルダ：いや……それほどのことでもない。

鈴吹：アンソンは「怪け我がを負われているようだから、まずは手当を」と言います。

ＧＭ：手当を受けたということで、みなさんの【ＨＰ】と【ＭＰ】を全ぜん回かい復ふくしてください。

一同：やった！

ＧＭ：ただし、フェイトは回かい復ふくしないので注意してくださいね。

チコ：はいっす！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて。回復の作業がひととおり終わったあとで正式な謁えつ見けんが始まります。フィリップはヒルダたちの先ほどの武ぶ功こうを賞しよう賛さんし、ヒルダはフィリップ陛下に竜りゆう輝き石せきを返へん却きやくすることになります。

ヒルダ：やれやれ。ようやく肩かたの荷が降おろせた気分だ。

リージュ：二巻かんの最後に手に入れて以来困こまってましたからねぇ。

ＧＭ：これで正式に、ビルベリとグラスウェルズ間の友好関係が成立しました。

ヒルダ：なんとか、ベルクシーレに来た最大の目的は終わったな……。

鈴吹：そして、フィリップとの会談終了後に、みなさんはアンソンに呼よばれて王国軍ぐん師しの執しつ務む室しつに来ました。ソファーに腰こし掛かけて、アンソンやカテナと対面しています。

チコ：カテナさんもベルクシーレに戻ってきたっすね。

ヒルダ：アンソンの執務室で、アンソンと対話、か……。

ギデオン：いろいろと感かん慨がい深ぶかいものがあるなあ……。

ヒルダ：（姿し勢せいを直しつつ）とりあえず、怪我の手当をしてもらったわけだし、アンソン殿どのに「お手間をかけさせてしまいました」と言おう。

鈴吹：アンソンは笑顔で「いや、礼を言わなければならないのは、こちらの方だよ」と応こたえます。「今回は、本当に助たすかったよ。本当にありがとう」

リージュ：お気き遣づかいなく。あたしたちが勝手にやったことですし～。

鈴吹：「ただ、グラスウェルズが常つねに警けい備びが緩ゆるいわけではないんだ。各地で起こっている反はん乱らんに、僕ぼくやカテナがわざわざ出向くのには、それなりの理由があるんだよ」

[image: ]

ギデオン：言いい訳わけを始めたぞ（笑）。

チコ：で、アンソンさんの言う、「その理由」とは？

鈴吹：質しつ問もんされたアンソンは、大きく息を吸すい込こんで、「ふう」とはき出します。そのまま一度天てん井じようを見上げると、なにか忌いまわしいことを言うかのように声を潜ひそめながら話します。

ギデオン：ずいぶんもったいつけるな（笑）。

鈴吹：「各地の反乱の裏うらに、どうやら妖よう魔まがいるらしいのだ」

ヒルダ：……妖魔が反乱に関かん与よしている？

鈴吹：「ああ。そのせいで、ここ最近、グラスウェルズ国内が騒さわがしくなっていてね」

ヒルダ：それってバルムンク・ノヴァの仕業？

ギデオン：それは分からないけど……相手が妖魔じゃファントムレイダーズのメンバーやリシャールが出て行かなくちゃならないわけだ……。

ＧＭ：妖魔に不ふ慣なれな一いつ般ぱん将しよう兵へいでは対たい処しよが難むずかしいでしょうからね。




　アルディオン大陸では長い間「妖魔はいない」とされてきました。

　実じつ際さいにはバルムンクという組そ織しきを作り、大陸各所に潜ひそんでいたのですが、数も少なく、エストネル王国など人間側の勢せい力りよくも情じよう報ほうを秘ひ匿とくしてきたので、バルムンクと戦ってきた一部の人々を除のぞけば存そん在ざいを知られていなかったのです。




チコ：だからって、ベルクシーレの守りを手て薄うすにしてたのは、よくなかったっすな。

鈴吹：アンソンは「手て痛いたい指し摘てきだが、まったくもってそのとおりだ」とヘラリと笑います。

ギデオン：おい、アンソン！　シャキっとしろよ！　お前はできる子だろう？（一同笑）

リージュ：でも、思っていたより、人が善よさそうな方ですね～？

ギデオン：アンソンはいいやつなんだ（即そく答とう）。

ＧＭ：ギデオンが必死にアンソンを持ち上げています（笑）。

ヒルダ：ともあれ、フィリップ陛下がご無事でよかった。

ギデオン：（アンソンになって）「ヒルダ殿どのの防ぼう御ぎよを見て、ゼパ……かつての僕の仲間を思い出したよ」

[image: ]

ヒルダ：それは素す直なおに嬉うれしいなあ（笑）。

リージュ：ところで、フィリップさんは何故なぜ狙ねらわれたんでしょう？

鈴吹：アンソンは肩をすくめて言います。「それは、むしろこちらが訊ききたい。刺客たちは、戦闘中に何か言ってなかったかい？」

ヒルダ：「……バルムンク、と名乗っていたが」と言って、アンソンの反はん応のうを見よう。

鈴吹：「そうか。まだバルムンクは生き残っていたか。まぁ、完全に消し去るのは難しいか。しばらく見なかったんだけどなぁ……」と暗い顔になるよ。

ギデオン：一匹ぴき見ると、三〇匹ひきはいるって言うし。

一同：ゴキブリかっ!?（笑）

ヒルダ：そんなことより、こっちが重要。あなたはバルムンクを、知っているのか？

鈴吹：「もちろんさ。そして、君たちだって知っているんだろう？」

チコ：あちゃあ～、ばれてるっす。

リージュ：でも、ばれて困こまることはありませんよね？

ヒルダ：確たしかに……。じゃあ、認みとめちゃおう。「…ああ。確かに、我われ々われはバルムンクについて、知っている」

鈴吹：「そうだろう？　実は、バルムンクについて僕はヒルダ殿に話さねばならないことがあるんだ」

ヒルダ：私わたしも、アンソン殿に話したいことがある……。

鈴吹：「そうなのか？　では、お先にどうぞ」

ヒルダ：ではこちらから……愚おろかなことだが……私はある人物から、「アンソン伯はくはゴーダ伯を殺した」と聞かされ、一方的に恨うらみを抱だいていた。

ギデオン：そうだよなぁ。勝手に悪役面のアンソンまで想そう像ぞうしていたよなぁ？

ヒルダ：それは、菊きく池ちさんがノリノリで悪役ロールプレイをしたせいだから、私に非ひはない（きっぱり）。

鈴吹：「……なるほど。では、僕がゴーダ伯を暗殺したという誤ご解かいは解とけたのかい？」

ヒルダ：ああ。ロッシュから話を聞いた。それに、もしあなたが真しん犯はん人にんなら、ゴーダ伯を敬けい愛あいしていたナーシアが手をくださないはずがない。

鈴吹：「なるほど……。ただ……」とアンソンは目を伏ふせ、沈しずんだ声で言うよ……。「ゴーダ伯の死に、僕に責せき任にんがないとは言えない」

ヒルダ：「えっ……!?」と息を呑む。

鈴吹：「僕の話したかったこともそのことだ。ゴーダ伯はバルムンクによって殺された」

ヒルダ：それは……ロッシュから聞いているが……。

鈴吹：「そいつはただのバルムンクとは違ちがう」とアンソンはゴーダ伯が殺された時の顛てん末まつについて語ります。バルムンクがアルディオンの影かげに潜ひそむ、邪じや神しんの使徒どもの組織だということ。その中でももっとも強力な四人の上位魔族を〝始祖の四人Four Deadly Swords〟と呼よぶこと。

チコ：すでに知っていることも多いけど、改めてまとまった知ち識しきを得た、ってところっすね。

ヒルダ：私が始祖の四人の名前を聞くのは初めてだな。

鈴吹：アンソンは「始祖の四人とは、〝剣の王ノートウング〟のベリアル、〝血の螺旋ダーインスレイブ〟、〝報復者フラガラツハ〟のアザゼル、そして、名前を知られていない魔族の四名だ。このうち、アザゼルは長い間グラスウェルズに取とり憑ついて、暗あん躍やくしていた」と、ゴーダ伯殺害犯はんであるアザゼルの話をします。

ヒルダ：なるほど……。

鈴吹：「そちらが返却してくれた王おう威いの竜輝石。あれも最近まで、アザゼルによって〝手にした者たちを戦へと駆かり立たてる〟呪のろいがかけられていて、触さわるのも危き険けんだったんだ」

チコ：そうだったっすか。

鈴吹：「そして、そのブランドル女伯と名乗っていたアザゼルが、ゴーダ伯の命を狙ねらった。それを、僕らは防ふせげなかったんだ」

ヒルダ：お義父とう様を、〝始祖の四人〟とも呼ばれるような上位魔族が狙った……？

鈴吹：「ああ。アザゼルは、ゴーダ伯を殺すためだけに、アンリによる反乱を引き起こしたのだと言っていたよ」

ヒルダ：アザゼルにとっては、お義父様がそれほどに邪じや魔まだったのか……。

チコ：それくらい、ゴーダ伯は有能だったってことっすよ。……まあ、それにしたって回りくどすぎるとは思うけど（笑）。

ＧＭ：私もそう思います（笑）。

鈴吹：「グラスウェルズの長い歴史の中で、アザゼルの邪魔になった者たちは、そうやって謀ぼう殺さつされてきたんだよ。僕は、フィリップ陛下のお父上であるシャルル王の死も、アザゼルによる謀殺だと思っている」

ヒルダ：そうか。……そのアザゼルは、今はどうなった？

鈴吹：「僕と仲間たちが、倒たおしたよ。純じゆん白ぱく竜りゆうアインの協力を得て、ね」

チコ：アインはファントムレイダーズによって盗ぬすまれたという噂っすよ？　ということは、もしかして、アンソンさんは……？

鈴吹：その質問に関しては、ニコリと笑うだけで、それ以上答えません（笑）。「アザゼルだけじゃなく、ベリアルも倒たおされたと聞いている」

チコ：アンソンさんは物知りっすね～。

ギデオン：とはいえ、さすがのアンソンも、ヒューバードとバルムンク・ノヴァについては詳くわしく知らないはずだけどな（笑）。
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ヒルダ：アンソンをじっと見み据すえて言う。「アンリによる反乱の日。あなたは、お義父様を助けようとしたんだろう？」

鈴吹：「けっきょく、役には立たなかったんだけどね」と彼かれらしからぬ自じ嘲ちようめいた笑みを浮うかべながら答えるアンソン。

ヒルダ：だが、アザゼルを倒し、お義父様の仇かたきを討うってくれたのだろう？　自分の手で仇かたき討うちができなかったのは、とても残念だが……代わりに、仇討ちをしてくれたあなたには、礼を言わねばならない。

ギデオン：ここでアンソンは、はっとした顔になるんだよ。

ヒルダ：え？

ギデオン：（アンソンになって）「……なるほど。ゴーダ伯の最期の台詞せりふは、僕らだけに向けて言われたものではなかったんだな」

ヒルダ：お義父様の、最後の台詞？

ギデオン：（アンソンになって）「……ゴーダ伯は〝始祖の四人〟のひとりを前に、こう言い放ったそうだ。




「私の遺い志しを継つぐ者が、必ずお前を滅ほろぼす」と。




ヒルダ：それ……は……。

ギデオン：（アンソンになって）「君たちもこの大陸の平和を求め、バルムンクと戦っているんだろう？」

ヒルダ：ああ、そうだ。

ギデオン：（アンソンになって）「それならば、君もまた、ゴーダ伯の遺志を継いだ者のひとりだ。あの言葉は、ヒルダ……あなたに対しても向けられていたんだよ」

ヒルダ：……そ、そんなのずるい！　もう、そんなこと言われたら…………。




　ヒルダが話す次の言葉を待つ間、その部屋は沈ちん黙もくに包まれた。




ヒルダ：……ヒルダはしばらくアンソンの言葉をかみしめたあとで言います。お義父様が亡なくなったあと、グラスウェルズを出て、アンソン伯が仇ではないことも分かって……忙いそがしい日々に紛まぎれていたけど、次に何をしたらいいか、私にはそれが分からなくなっていたんだ。

一同：…………（静かに聞いている）。

ヒルダ：でも、今のアンソン伯の話を聞いて、ようやくなにをすればいいかが分かった！　バルムンクがこの世界を戦せん乱らんに陥おとしいれるというなら、私はそれと戦う！　バルムンクによって住む所を追われた人がいるならその人が住める場所を作る！　それが私の戦いだ!!

ヒルダ：お姉様の漢おとこ前まえ度どがまた上がりました（笑）。

チコ：とどまるところを知らないっす！（笑）

ギデオン：（アンソンになって）そうだね。ヒルダの言うとおりだ。それこそがゴーダ伯の意い志しを継ぐということになるんだと思うよ。

鈴吹：では、ふたりの会話にカテナが口を挟はさみます。「ゴーダ伯の仇討ちはまだ始まったばかりだ。まだバルムンクは残っているし、大陸に平和は訪おとずれていない」

ヒルダ：そうだな……。そのとおりだ。私たちのすべきことは山のようにある。

ＧＭ：……さて、他にアンソンやカテナと話したいことはありますか？　なお、ここでの話は密談で、他言無用だときつく口止めされますよ。

リージュ：あの、ここで世界に亀き裂れつが入ってしまって、魔族が侵しん入にゆうし始めている話をしておきませんか。ほら、反乱の黒くろ幕まくが妖魔だって言ってたし、何か関係があるかも。

ヒルダ：そうだな話しておくか。

鈴吹：するとアンソンは「そうなのか。残念ながら僕らには世界の亀裂をなんとかする手しゆ段だんはないなあ」と……。

ＧＭ：そしてカテナは「お前が書類仕事をきっちりするならば、わたしが調べ物をしてもいいが？」と言うと、アンソンは困った顔をして黙だまり込こみます（一同笑）。

リージュ：おふたりは仲良しですね～（笑）。

ヒルダ：魔族や妖魔について、我々が詳くわしい情報を掴つかめたら、そちらに連れん絡らくする。そちらも何か分かったら、連絡をくれ。

鈴吹：「分かった。でも、期待はしないでくれ。その代わり、何かが起こった時にすぐに対たい処しよできるように、グラスウェルズ全軍の警けい戒かいレベルを引き上げておくよ」

ヒルダ：ああ、頼む。……さて、話はこれくらいかな。

リージュ：じゃあ、オズモッドＫ７先生と合流してイルシール大学へ、ですね！

チコ：オイラは〝偉い大だいなるヒース〟を植える方法を探さがさないと！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：アンソンとの密談後に正式な晩ばん餐さん会かいなどがあったと思いますが、そこは省しよう略りやく。日につ程ていをひととおりこなしたところで、オズモッドＫ７が友人を連れて、みなさんの泊とまっているアンソンの屋や敷しきまでやってきます。

リージュ：オズモッド先生、そちらがもしかして……？

ＧＭ：「ああ、吾わが輩はいの友人だ」　オズモッドＫ７の友人は、眼鏡めがねをかけた気弱そうなヒューリンの男だん性せいです。

ギデオン：……もしかして、マルドール？

チコ：え？　『ブレイク』と『デスマーチ』に登場した？




マルドール

『ブレイク』二巻に登場したゴルフォード人のゴーレム研究者。バルムンク絡がらみの事件けんに関わったため、ファントムレイダーズのギルドメンバーとなってゴルフォードからグラスウェルズに逃とう亡ぼうした。その後『デスマーチ』四巻にもルドルフという変名を使って登場している。
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ＧＭ：眼鏡の男性は「ゴーレムの研究家の、ルドルフです。よろしく」と頭を下げます。

チコ：もう、この人の正体バレバレっすね……（笑）。

ＧＭ：オズモッドＫ７は「こうみえても、フェリタニアのドラン将しよう軍ぐんを手しゆ術じゆつしたこともある男だ。腕うで前まえは保ほ証しようする」と言います。

ギデオン：ドランはエクスマキナであって、ゴーレムじゃないぞ！

チコ：……何で、ドランさんのことで、おっちゃんが怒おこってるっすか？（一同笑）

ギデオン：い、いや、ほら、種族間ま違ちがえはよくないからね！（笑）

ＧＭ：では、ベルクシーレを出てイルシール大学に向かうところで、シーン終了です。







◆Middle 09◆イルシール大学へ




　フィリップやアンソンとの会談を無事に終え、オズモッドＫ７たちと合流し、ヒルダたちはベルクシーレから出立した。

　次の目的地は、大学都市イルシールだ。




ＧＭ：では、次のシーンです。オズモッドＫ７たちと、イルシールへと向かうシーンです。

一同：はい。

ＧＭ：シーンプレイヤーはリージュですが、全員登場です。オズモッドＫ７たちと一いつ緒しよに移い動どうするので、馬車に揺ゆられての旅路になります。

ヒルダ：転てん送そう石せきを使ったりはしないんだな。

ＧＭ：はい。転送石は緊きん急きゆう時以外においそれと、それも外国人の旅行者が使えるものではありませんから。

リージュ：旅の途と中ちゆうを楽しみながら向かうんですね～。

ＧＭ：そうですね。

ヒルダ：旅の途中で妖魔に出会ったりしないのか？

ＧＭ：はい。妖魔に出会うこともなく〝大学の街〟と呼ばれるイルシールに着きます。

ギデオン：（ぼそっと）無事なのはいいけど……なんか焦じらされてる感じもするなあ。

ＧＭ：イルシールは都市が丸ごと大学、という町です。中央に本部塔とうがあり、市街に六つの付ふ属ぞく施し設せつがあります。

ヒルダ：全体が大学とは、すごい都市だな……（感心）。

ＧＭ：なお、エゼルバルドはイルシールよりさらに南部に白竜騎き士し団だんを展てん開かいさせていて、神しん聖せいアンリ帝てい国こくを牽けん制せいしたりしています。

チコ：ほほう。

ＧＭ：オズモッドＫ７とルドルフは、エクスマキナの研究棟とうに向かいます。

リージュ：じゃあ、一緒に行きます！　アンバーちゃんのことなら、ちゃんとお話を聞いておきたいです！

ヒルダ：そうだな。一緒について行くか。

ＧＭ：そうすると、オズモッドＫ７たちがアンバーを自立させる方法について議ぎ論ろんする場に立ち会えます。結けつ論ろんを簡かん単たんにいうと、「動どう力りよく源げんを確かく保ほできればいい」ということです。

リージュ：ふむふむ。竜輝石を用意すればいいんですか？

ギデオン：ドランみたいに竜輝石を動力源にしているのは、特とく殊しゆなケースだって！（笑）

ＧＭ：オズモッドＫ７とルドルフの共通見けん解かいは、「ビルベリを動かすためには竜輝石レベルの動力源が必要。だが、アンバーを単たん独どくで動かすだけならば、他のエクスマキナと同じ動力源でどうにかなる」だそうです。

リージュ：ふむふむ。

ＧＭ：ルドルフは「アンバーさんを自立行動できるようにすることは可か能のうです。ただし、ビルベリを起動させるほどの付属能のう力りよくをつけることはできません。それでもかまわないなら、僕がビルベリに行って手術を施ほどこしましょうか？」と言います。

リージュ：えっ？　わざわざ、ビルベリまで来ていただけるんですか？

鈴吹：ルドルフは今となっては比ひ較かく的てきフリーな立場ですし、アンソンからも「よろしく頼む」と言われてますから、とても協力的なんですよ。

ギデオン：そうか。考えてみればマルドールはファントムレイダーズのメンバーなんだから、アンソンの許きよ可かなしでこんなことをするはずがなかったな。

リージュ：でも助かります、ぜひお願いしたいです。

ＧＭ：「分かりました。では、我々はアンバーさんの動力源を大学内で用意します。用意に時間がかかるので、しばらくイルシール内で観光でも楽しんでいてください」
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一同：はーい。

ヒルダ：では、お言葉に甘あまえることにしよう。

ギデオン：専せん門もん的てきなことは、やっぱり専せん門もん家かに任まかせるのが一番だからな～。

ＧＭ：ルドルフたちが準じゆん備びをしている間、みなさんはイルシールの中で自由行動となります。ひとりひとつずつ、自由に行動がとれますが、みなさん、何がしたいですか？

リージュ：あたしは、あたしが持っている竜輝石について調べてみたいです。

ヒルダ：お義父とう様の……ゴーダ伯の戦せん術じゆつ指南書があれば、それについて勉強したい。

チコ：オイラは偉い大だいなるヒースの芽を大地に戻もどす方法を調べたいっす。

ギデオン：俺おれ、特に浮うかばないなぁ。みんなみたいに、調べたいこととかねぇんだよな。

ＧＭ：調ちよう査さじゃなくてもいいんですよ？　イルシールでしてみたいことがあればどうぞ。

ギデオン：んじゃ、大学の講こう義ぎをこっそり受けてみる（一同笑）。

ヒルダ：そういえば、ギデオンは錬れん金きん術じゆつで有名な家の出身だったっけ……。

リージュ：ご両親とそりが合わなくて出しゆつ奔ぽんなさったんですよね。

ギデオン：うん。せっかくだし、久ひさしぶりに授じゆ業ぎようを受けてみるよ。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、まずはリージュから。竜輝石に関係する文ぶん献けんをあたることになります。難易度10の【知力】判はん定ていです。使えそうな一般スキルがあったら、申告してください。

リージュ：一般スキルで使えそうなのは持ってないんですよね。【知力】も不得手ですし。

ＧＭ：【幸運】で判定してもいいですよ。その場合は、竜輝石の研究をしている研究者と遭そう遇ぐうして、いろいろ教えてもらったという演えん出しゆつになります。

リージュ：じゃあ、【幸運】の方で判定しますね。（ダイスを振ふる）10です。

ＧＭ：すると、巨大な図と書しよ館かんで文献を捜さがしていたリージュのもとに、幸運にもひとりの青年がやってきて声をかけます。「なにか調べ物ですか？　お嬢じようさん」

リージュ：あ、はい。あたしはリージュ・フェア・リースと言います。ここの学生じゃないんですけど……。あなたは？

ＧＭ：すると、その青年はくすりと笑って言います。「そうだろうね。この大学の学生が私の顔を知らなかったらショックだよ」

リージュ：えと、あなたは？

ＧＭ：「私の名はロージャ・バーガンディ。この大学の学長だよ」




ロージャ・バーガンディ

　イルシール大学の学長。外見は青年に見えるが、実は不老のエルダナーン。ウルフリックと共にアルディオンに渡わたってきた人間のひとりといわれている。
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リージュ：えー！　この方、学長先生なんですか？

ＧＭ：はい（笑）。

リージュ：あわあわ、あ、ありがとうございます。

ＧＭ：ロージャはリージュの調べ物を手伝ってくれます。文献を調べてくれたロージャは、「竜輝石は世界に全部で二八個こあるとされているけれど、あなたの持っている竜輝石は、そのどれにも当てはまらないようだ」と教えてくれます。

リージュ：おかしいですねぇ？　それってどういうことなんでしょう？

チコ：アルディオンには、疑ぎ似じ竜輝石とかもあったっすよね？　それとは違うっすか？

ＧＭ：明らかに違ちがいますね。リージュの持っている竜輝石は、人じん造ぞうの疑似竜輝石にはない、神具ゆえの神々しさを感じます。

チコ：なるほど。「伝でん承しように登場しないけど、本物の竜輝石」なんすね。

ＧＭ：強いて言うならば、〝ひとつの石〟に似にているようです。ただ、「〝ひとつの石〟に纏まつわる伝説は、どれもこれも眉まゆ唾つば物ものだからね」とロージャ。確かく証しようは持てそうにありません。

リージュ：そ、そうですよね～。

ヒルダ：〝ひとつの石〟にまつわる話で、信用に値あたいするのは、「ピアニィが所持していて、戦の最中に魔獣と化した人間を元に戻もどした」という話くらいか……。

ギデオン：ああ、オープニングでマルセルが言っていた、あれか。

チコ：マルセルさん自身は信用してないと言ったのが、ポイント高いっす（笑）。

リージュ：でも、〝ひとつの石〟はピアニィが持っているはずだから、リージュが持っているのが、その本物のはずがないんですよね。

ＧＭ：それから、古文書に書いてあるひとつの石の伝承の中に「とあるドラゴネットと契けい約やくして、石の力を解かい放ほうする者を助ける役目を与あたえた」という記録も見つかりました（笑）。

ギデオン：あれ？　『無印』九巻で社長が読者からの投とう稿こうをまとめてでっち上げたナヴァールの設せつ定ていに使われた〝もうひとつの石〟の伝承じゃなかっったっけ？

鈴吹：こらこら、でっち上げとか言わないように（笑）。

ＧＭ：文献で分かるのはそのくらいです。リージュの調べ物に関してこれで終わりです。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、次はヒルダ。

ヒルダ：お義父様に関する書物があれば、それを読みたい。戦術指南書とか。

ＧＭ：では、難易度10の【知力】で判定をどうぞ。

ヒルダ：私は【知力】があんまり高くないから……（ダイスを振る）達成値８で失敗。

ＧＭ：では、ヒルダはゴーダ伯の研究をしている歴史家たちに囲まれて、役に立たないいろいろな話を聞かされました（笑）。

鈴吹：「ゴーダ伯はとても偉大な軍師で……」と言う研究者もいれば、「いや、美化されて語られているだけに違ちがいない」と言い出す者もいるといった感じでしょうか。ただ、ゴーダ伯は最近まで存ぞん命めいだったために、研究者は若わかい人が多いですね。

ＧＭ：特にネリー・タワーズという研究者は、分かりやすくゴーダ伯の業ぎよう績せきをまとめて説明してくれます。




ネリー・タワーズ

　イルシール大学で教きよう鞭べんを執とるネヴァーフの女教きよう授じゆ。精せい霊れい魔ま術じゆつを専せん攻こうし、フォーキャスターの技わざにも詳しい。教授としてのネリーは、分かりやすい授業に定てい評ひようがある。
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チコ：亡くなったばかりの人を歴史的観点から評ひよう価かするのは難しいっすからねぇ。

ヒルダ：それでも、お義父様の研究をしている人たちがいるっていうだけで、私は嬉うれしいよ。

鈴吹：最近になって、「ゴーダ伯は生前、秘ひ密みつ部隊を個こ人じん的てきに抱かかえていて、裏で工作をしていたのではないか」という研究がされているようです（笑）。

ヒルダ：あ、あははは、そんな、わけ、ないだろう（ひきつり笑顔）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、次はチコ。

チコ：〝偉大なるヒース〟についてちゃんと調べたいっす。頭から地面へと植うえ替かえる方法までは分からないとは思うっすが……。

ＧＭ：では、難易度15の【知力】判定をお願いします。

チコ：【知力】は得意分野！　（ダイスを振る）18っす！

ＧＭ：成功ですね。すると、アラン・ロッドという研究者が現あらわれて、チコに〝偉大なるヒース〟について、いろいろと教えてくれます。

チコ：おお、それはありがたいっす！




アラン・ロッド（26歳さい／男／フィルボル　投とう稿こう者しや：茨いばら城き県けん　サグさん）

　イルシール大学の教授。遺い跡せきの発はつ掘くつなどを行なう調ちよう査さ団だん〝琥こ珀はく色いろのカンテラ〟の団だん長ちよう。調査に力が入るあまり、盗とう掘くつまがいの発掘をすることもあるため、公的機関から目を付けられている。自じ称しようハードボイルド考古学者。
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ＧＭ：アランは「アルディオンの歴史の中で、〝偉大なるヒース〟は主立った役目をしていないんだよね」と言います。

チコ：そうなんすか？　ちょっとションボリっす。

ＧＭ：「〝偉大なるヒース〟はウルフリックたちが移い住じゆうしてきた際さいにはすでに生えていて、移住民は〝偉大なるヒース〟と契約を交わしたことで、元からそこに住んでいた民と争うことなく融ゆう和わできたというエピソードが残っている。有名なのはそのくらいかなぁ」

チコ：なるほど。

ＧＭ：「ついでに言うと、〝偉大なるヒース〟は大地を守るもので、エリカという名前は〝エリンの樹〟という意味なんだってさ」とアラン。

チコ：この世界の樹っすか！　ちょっと盛もり上あがってきたっす！（笑）

ＧＭ：〝偉大なるヒース〟が枯かれて勇者が新たなる芽を植えたということは伝承で語られているので、過か去こにも枯かれたことはあるようです。ただ、詳しよう細さいな植うえ替かえ方法までは分かりませんでした。

チコ：なるほど……。ちなみに、その勇者の件はどんな感じのお話になってるっすか？

ＧＭ：〝偉大なるヒース〟が枯かれると、大陸中に化け物が現れ、世界は混こん乱らんするが、芽を植えると途と端たんに世界に平和が訪おとずれる……という感じの神話ですね（一同笑）。

チコ：なんか童話みたいな話（笑）。でも、昔にも植え替えをしたらしいと分かっただけでも進歩っすよね。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、最後にギデオン。

ギデオン：みんなが歴史や伝承に関するような調査に励はげんでいる中、俺はひとりでその辺で行なわれている講義に学生として潜もぐり込こむぞ！　一番前の席に陣じん取どってやる！（笑）

ヒルダ：ギデオン、案外張はり切きってるじゃないか。いいことだ。

ＧＭ：では、ギデオンは、ゾロゾロと講こう義ぎ室しつに入っていく学生たちの波に紛まぎれ込こみました。

ギデオン：……紛まぎれ込こんだはいいが、さて、何の授業が始まるんだろうな？（一同笑）

ＧＭ：「最近大陸で発見された特とく異い生物の解かい剖ぼう実験報ほう告こく」だそうですよ。プレイヤーに分かりやすく言えば、妖魔や魔族の研究です。

一同：ああ！

チコ：なんでそんな講義をやってるっすか？

ＧＭ：グラスウェルズ内で白竜騎士団などに倒された魔族がイルシール大学に運はこび込こまれ、解剖され、研究されているのです。

一同：…………。

ギデオン：理由は分かったけど……イヤな予感がするぜ（笑）。

ＧＭ：さらに、教授は蝙蝠こうもりのような翼つばさと巨きよ大だいな角を持つ生物の図を示しめして「これは、アルディオン大陸ではには存在しないと言われていた、妖魔の上位存在で、魔族という種だ。最近本大学に持ち込まれたこの個こ体たいに、私はギャラスと名付けた！」と熱ねつ弁べんを振ふるっています。さて、ギデオンは難易度13【知力】か【幸運】で判定をどうぞ。

ギデオン：【幸運】で判定して、《ダンシングヒーロー》を使っておこう。（ダイスを振る）うおおお──っ！　なんと、達成値は19だ。

ＧＭ：では、ギデオンは教きよう師しのミスを発見し、それを指摘することができました（一同笑）。

ギデオン：じゃあ、くねくねと踊りながら、「先生、そこは違います」と言って、ドヤ顔でいろいろ言っておこう。

ＧＭ：すると、授業が終わったあと、教師がギデオンに声をかけてきます。「先ほどは素す晴ばらしい意見をありがとうございました。どちらの大学の教授でいらっしゃいますか？」

ギデオン：いや、その……大した者ではありませんよ。ただ、過か去この仕事の関係でたまたま妖魔や魔族について知っていただけです（きりっ）。

ＧＭ：「なるほど。確かに、妖魔や魔族に関しては、実戦経けい験けんがある分、詳しいですからな」と納なつ得とくします。「シェルドニアン学園が最近実習に力を入れているのも、そのせいなんでしょうなぁ」

チコ＆リージュ：シェルドニアン学園!?




シェルドニアン学園

『エチュード』シリーズなどの舞ぶ台たいとなった学校。かつてエストネル王国にありましたが、大崩壊グレートデイストラクシヨンによって校こう舎しやを失い、現げん在ざいはアヴェルシアに移い転てんしています。




チコ：一いち応おう、『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ アルディオン レボリューションガイド』で人的被ひ害がいはなく、アヴェルシアに臨りん時じ校舎を建てたって書いてあったっすが……。

ＧＭ：シェルドニアン学園は今、妖魔相手に戦闘実習をして、得たドロップ品をブルックス商会に売ることによって、財ざい政せい面めんを潤うるおわせているとのことです（一同爆ばく笑しよう）。

チコ：さすがシェルドニアン学園、みんなたくましい……！（←『エチュード』のＧＭ）

リージュ：きっと、〝妖魔を倒してあげてもよくってよ！〟っていうギルドががんばってるに違いないです♪（←『エチュード』のプレイヤー）

ギデオン：ともあれ、俺は学校の講義も強きよう制せいじゃないと楽しいものだなあ、と挫ざ折せつした錬金術としてしみじみと過去を振ふり返かえっておこう。

ＧＭ：では、ギデオンが過去を振り返ったところで、シーンを終了します。







◆Middle 10◆マーリンの暗躍




　夜。教員も生徒も帰き宅たくし、静まりかえった大学内。

　本来なら無人なはずの廊ろう下かに、足音が響ひびいていた。




ＧＭ：次はマスターシーンです。

ヒルダ：おや？　ここでマスターシーンなのか。

ＧＭ：はい。時間は深夜、舞台はイルシール大学内です。

チコ：オイラたちはどうしてるっすか？

ＧＭ：みなさんは、宿しゆく舎しや内ないに個こ室しつを与あたえられて、そこで寝ねてます。

チコ：なるほど。

ＧＭ：……では、改めて。イルシール大学内の一室。いくつも棺ひつぎが並ならぶ中、鎖くさりで厳げん重じゆうに縛しばられた、遺い体たいのようなものが厳重に封ふう印いんされた部屋の中に置かれています。

一同：おや？

ＧＭ：その部屋にすっと近づく小さな影。被かぶっていたフードをバサリと取ると、灰はい青あおの髪かみが露あらわになります。顔立ちは幼おさなく、目は瑠る璃り色いろで……。

一同：マーリンか！

ＧＭ：正せい解かいです。

ヒルダ：『デスマーチ』八巻のラストで、怪あやしいことを言っていたからマーリンが何をするのか気になっていたけど……。

ギデオン：ようやくお出ましか。
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　その部屋には魔ま術じゆつ的てきなロックがかかっていた。

　にもかかわらず、マーリンが扉とびらに触ふれただけで、鍵かぎはあっさりと外れた。

　マーリンは迷まよいなく室内に踏ふみこむと、鎖で縛られた遺体へと近づく。

　すっと手をかざすと、遺体に向かって囁ささやきかけた。

「……せっかくこの世界にやってきたんだ。利用させてもらうよ？

　さあ、目覚めよ。ボクの力になってくれ」

　手から妖あやしげな光が放たれる。

　光が遺体に注そそぎ込こまれた次の瞬しゆん間かん、閉とじていたはずの瞳ひとみが、カッと見開かれた。




チコ：マーリン、何をしたっすか!?

リージュ：危険な感じがしますー！

ＧＭ：ここで、マスターシーンは終了です。







◆Middle 11◆イルシールから脱だつ出しゆつせよ！




　あてがわれていた部屋で穏おだやかな眠ねむりについていたヒルダたちは、すさまじい悲鳴によって目を覚ました。

　飛び起きて、窓まどの外を確かく認にんすると、恐るべき出来事が起こっていた。




ＧＭ：次のシーンです。時間帯はまだ深夜。みなさんは、あてがわれた宿しゆく泊はく施し設せつの一室で寝ねていました。

リージュ：どんな部屋なんですか？

ＧＭ：大学都市であるイルシールの町は外部から研究者などがよく訪おとずれるので、学校の寮りようのような宿泊施設が充じゆう実じつしているのです。みなさんはそこに泊とめてもらっていました。ちなみにひとり一部屋です。

ヒルダ：なるほど。設せつ備びが整ってるなあ。さすが大学都市。

ＧＭ：夜になると、その宿泊施設付近は静まりかえっていたのですが……突とつ如じよドカンドカンとイルシールの街中に響ひびき渡わたるほどの激はげしい物音に加え、悲鳴や怒ど号ごうが聞こえます。

ヒルダ：おい！　みんな、起きろ！

チコ：う～ん、まだ眠いっすよぉ。

リージュ：お外が騒さわがしいみたいですねぇ……。

ギデオン：とりあえず、部屋の窓開けて外の様子を見てみるか。

ＧＭ：なにやら、人々が悲鳴をあげて逃にげ惑まどっています。彼かれらを追いかけているのは、妖よう魔またちの群むれですね。

ギデオン：何だと!?

ＧＭ：さらに、その後ろから、人っぽい……分かりにくいので言ってしまいますが、ギデオンが昼間講こう義ぎ室しつで見た魔族が悠ゆう然ぜんと歩いてきます。

一同：魔族!?




　大だい混こん乱らんの街中で、妖魔たちは次々と人々を取とり押おさえていく。

　すると後方からやってきた魔族は、とりことなった人々に近づき、身動きできない犠ぎ牲せい者しやへ、その掌てのひらから発した怪あやしげな瘴気を吹ふきかける。

「ぐがっ！」苦く悶もんの声が上がり、犠牲者に身に異い変へんが生じていく……。

　その肌はだは青く変へん質しつし、唇くちびるからはみ出すほどの牙きばが生え、爪つめは猛もう禽きんのよう鋭するどくなっていく。

　あまりの出来事に思わずヒルダたちは息を呑む。

　やがて誕たん生じようしたのは──妖魔。

　魔族は街の人々を、生きながら自分たちの眷けん属ぞくへと作つくり替かえている……。




ＧＭ：……というわけで、魔族が次々と人間を魔ま物ものに変えてしまっています。

チコ：ひ、ひどいっす。

ギデオン：こりゃあ……シャレにならん。

ＧＭ：妖魔化した人は「キシャアアアッ！」と叫さけび声ごえをあげ、手近な人間に襲おそいかかって拘こう束そくすると、そこへ魔族が瘴気を浴びせて、どんどん妖魔を増ふやしていっています。

ヒルダ：何ということだ！

リージュ：妖魔がどんどん増ふえている!?

ＧＭ：次々と妖魔が出しゆつ現げんし、町は大混こん乱らん。逃にげようにも逃にげ場ばなしといった感じです。警けい備び兵へいなどもいますが、妖魔の数が多すぎて、対たい処しよしきれません。

ヒルダ：……いったいなにが起きたんだ！

リージュ：とりあえず、みんなヒルダお姉様の部屋に集まりましょう！

ＧＭ：みなさんがヒルダの部屋に集まるタイミングで、ロージャ・バーガンディ学長がその場にやって来ます。

リージュ：あ、ロージャ先生！

ＧＭ：ロージャは「ここは危き険けんだ。できるなら、他の人々を連れてイルシールの外へ避ひ難なんして欲ほしい」と言います。

リージュ：妖魔になっちゃった人たちとは、話し合いとかできそうにないですか？

ＧＭ：はい。向こうは奇き妙みような叫び声をあげるばかりで、話し合いができそうには見えません。

チコ：元に戻もどす方法とかは？

ＧＭ：ロージャは「皆かい目もく見当もつかないよ」と肩かたをすくめて首を振ふります。

ヒルダ：……仕方ない。ここは以上犠牲者を増ふやさないことを優ゆう先せんしよう。

リージュ：ところで、あの妖魔って元は人間ですよね？　襲おそわれたらどうしましょう？

ギデオン：そりゃあ……背せに腹はらは代えられないだろ？

チコ：でも、元は人間なんすよ？　できれば戦いたくないっす！

ヒルダ：……とりあえず、戦いになったら妖魔は気き絶ぜつさせてしのぐことにしよう。ただし、我われ々われ自身が妖魔になるわけにはいかない。いざという時の覚かく悟ごはしておいてくれ。

リージュ：……分かりました、ヒルダお姉様！

ＧＭ：ロージャは逃にげ遅おくれた人がいないかを確認するために、その場から去ります。

ヒルダ：さあ、私わたしたちは大学から脱出しよう。私が先頭を行くから、リージュたちは無事な人たちを保ほ護ごしてくれ。

ＧＭ：では、みなさんは宿しゆく舎しやから出ました。周囲の惨さん状じようは目を覆おおわんばかりです。




　今やイルシールは、学究都市の面おも影かげはない。闇やみに包まれた家々と蠢うごめく妖魔たちを背はい景けいに、人々が街路を逃にげ惑まどう阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくとなり果てていた。




ＧＭ：では、市民を無事に避難させることができたかどうか、ＦＳ判はん定ていを行ないます。今回のＦＳ判定は、同時に戦せん闘とうも起こります。妖魔の襲しゆう撃げきをやり過すごしながら、住民たちとイルシールから脱出することになります。

ヒルダ：了りよう解かいした。

ＧＭ：まず、みなさんが１エンゲージ。そこから５メートル離はなれた位置に妖魔の群れが３グループ、そこからさらに10メートル離れた位置に２グループいます。

リージュ：いっぱいいますねぇ。

ＧＭ：モブですけどね。ただし、邪じや悪あく化させられてしまったオズモッドＫ７などが混まじっていて、みなさんが攻こう撃げきすると死し亡ぼうする可か能のう性せいがあります。

一同：えええ──っ！

リージュ：オズモッド先生も妖魔になってしまったんですか？

ＧＭ：現げん時じ点てんでそれを確認したわけではなく、あくまで可か能のう性の話なのですが、みなさんには実じつ際さいにどうなっているのかを知るすべはありません。

リージュ：そんな！

チコ：リージュお姉ちゃん落ち着いて！　今はＦＳ判定を終わらせることを優先するっす。

ヒルダ：とにかく、我々自身の安全を確かく保ほしよう。他の人を助けるのはそれからだ。

リージュ：……はい。分かりました！（←深く頷うなずく）




■ＦＳ判定データ

・名めい称しよう：住民を避難させろ！

・制せい限げん人数：４人

・終しゆう了りよう条じよう件けん：３ラウンド経けい過か

・進行判定：【精せい神しん】

・難なん易い度ど：15

・成長点：20点

・完かん了りよう値ち：12

・支し援えん判定：能のう力りよく値すべて
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ＧＭ：避難させるためには、住民たちがみなさんの指し示じを受け入れる必要があります。まずは【精神】の判定で混乱する住人を落ち着かせられるかどうかを決めます。

チコ：了解っす！

ギデオン：俺おれらには《最後の力》があるから、このＦＳ判定でフェイトを３点までは使用しても問題ないはずだ。

リージュ：はい。分かりました。




●第一ラウンド

行動値

チコ　　　　　　　　　　　　23

ギデオン　　　　　　　　　　23

妖魔の群れＡＢＣＤＥ　　　　21

リージュ　　　　　　　　　　17

ヒルダ　　　　　　　　　　　２
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ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセスです。みなさんのすることを申告してください。

チコ：《アンパッサン》を使って、誰だれかにセットアッププロセスのうちに妖魔の群れに突つっ込こんでもらって、エンゲージを抑おさえてもらった方がいいっすかね？

ギデオン：そうだな。俺は回かい避ひが得意だから、俺が行くよ。

チコ：じゃあ、おっちゃんに《アンパッサン》。

ギデオン：セットアッププロセスに移い動どうできるようになった俺は、妖魔の群れＡ、Ｂ、Ｃのエンゲージに突とつ入にゆう！　相手の出鼻をくじくぜ！

ＧＭ：続いて……ギデオンが申告する番です。

ギデオン：《グラスホップ》を使うぞ！　これで、回避判定にボーナスが入る！




　続く、妖魔、リージュ、ヒルダとも、セットアッププロセスでは何もしませんでした。




ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。

リージュ：あたし、【精神】判定が得意なので、《カリキュレイト》を使って割わり込こみます。

ＧＭ：了解です、ではリージュ、《カリキュレイト》の効こう果かで早く回ってきた、メインプロセスの行動をどうぞ。

リージュ：進行判定をしま～す。【精神】は14。（ダイスを振ふる）達成値は22です。空に向かって銃じゆうを撃うち「みなさーん、あたしたちの言うことを聞いてくださ～い」って説得します。

ヒルダ：それは説得じゃなくて脅きよう迫はくだ！（笑）

ＧＭ：達成値と難易度の差分が６以上あったので、進行値が４点あがります。




進行値　０→４（完了値まで残り８）




ＧＭ：では、進行値３でイベントが発生します。混乱した人々に遮さえぎられ、移動も困こん難なんでしたが。リージュの銃じゆう声せいで住民たちは水を打ったように静かになりました。

ヒルダ：怖こわかったんだな……（笑）。

ＧＭ：そして、みなさんの言葉に従したがってくれるようになりました。脱だつ出しゆつ組ぐみの中にはネリー・タワーズも混まざっていて、「この人たちに付いていってくださーい！」と声を上げています。

ヒルダ：おお、ネリー先生は無事か！

ＧＭ：次はみなさんが正せい確かくかつ的てき確かくな避難ルートを指示できるかの判定になります。そのため、判定に使用する能力値が【知力】に変へん更こうになります。難易度に変更はありません。

チコ：【知力】判定なら得意！

ＧＭ：次はちょうどチコの番ですね。

チコ：ムーブ、マイナーアクションは何もなし。メジャーアクションで進行判定をやるっす。２Ｄで７以上出せば、一気に進行値が上がる。「みんな、はぐれないように固まって移動するっすよ！」と言って……（ダイスを振る）出目、６！　こ、これは微び妙みよう……。

ギデオン：フェイト使って振り直せば？（笑）

チコ：そ、そうっすね。フェイトを１点使って、振り直し！　（ダイスを振る）また６っす！（一同笑）

リージュ：残念です。でも、達成値は20だから、そんなに悪くはないですよ。

ＧＭ：差分が５ですね。進行値が３点上がります。




進行値　４→７（完了値まで残り５）




ＧＭ：では、進行値６の時点でイベントが発生します。チコの指示に従って、住民たちは整然と移動を開始します。

チコ：「このルートを通ってくださいっす。走らないで～」と声をかけるっす。

ＧＭ：そんなところに新手の妖魔たちが現あらわれます。

一同：何だって!?

ＧＭ：みなさんが囮おとりとなって、押おし寄よせる妖魔を食い止めねばなりません。現あらわれるのは、青い肌をした不気味な妖魔の群れ。未行動で２グループ出現します。かぎ爪づめを振ふり上あげ、明らかに敵てき対たい的てきな姿し勢せいです。場所はギデオンのエンゲージから、さらに５メートル先ですね。

リージュ：（敵てき味み方かたの情じよう勢せいを表すコマの配置を見て）妖魔だらけですね……。

[image: ]

ＧＭ：判定に使用する能力値が【感知】に、難易度は12に変更になります。

リージュ：次は、おじさまの番です。

ギデオン：ムーブアクションで《アフターイメージ》。これで回避判定にさらにボーナスがついた。メジャーアクションで進行判定をする。フェイトを１点使用。（ダイスを振る）達成値、19だ。

ＧＭ：差分が６以上ですね。進行値が４点あがります。




進行値　７→11（完了値まで残り１）




ＧＭ：進行値９の時点でイベントが発生します。【感知】の判定に成功したので、妖魔がいない地下通路を発見できたのです。「おい、あの地下道は妖魔たちに気づかれていないようだぞ？」とアラン・ロッドが叫さけぶ声を聞きつけられた、ということで。

チコ：おお、アラン先生も無事っすか!?

ギデオン：よーし、その地下道を利用して、住民を逃にがすぞ！

リージュ：はい！

ＧＭ：これで、住民の避ひ難なんが完了しました。あとは、みなさんが脱出するのみです。

ギデオン：え？　俺たちはまだ逃にげられないの？

ＧＭ：みなさんが町の住民を優先して逃にがした、というイメージですが、それとも住人たちより先に脱出しますか？

ヒルダ：いや、町の人を先に逃がすよ。

ＧＭ：なお、アラン・ロッドは取り残された町の人を捜さがすため、その場から立ち去ります。

チコ：アラン先生ぇぇぇ──っ！

ギデオン：しかたねえなあ。俺たちはここからは一目散に逃げるぞっ！

ＧＭ：なお、ここから判定に使用する能力値が【敏びん捷しよう】に、難易度は15に変更になります。

ヒルダ：あとは逃にげるだけ……なんだけど、私より先に妖魔の群れが動くんだよなぁ……。どんなに急いでも、敵てきに先回りされて進路をふさがれてしまう。

ＧＭ：妖魔の群れＡ。ムーブアクションでエンゲージから離り脱だつして、ヒルダたちのエンゲージに移動。メジャーアクションはチコにかぎ爪で襲おそいかかります。

チコ：いやっす～！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は36です。

チコ：（ダイスを振る）全然避けられないっす。

ヒルダ：では、チコを《カバーリング》。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

リージュ：ヒルダお姉様へ《プロテクション》。（ダイスを振る）21点ダメージ軽けい減げんです。

ヒルダ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）……リージュの支援も含ふくめて、[image: ]点軽減。ダメージを12点受けた。




　チコに殺さつ到とうする妖魔の群れ。思わず身をすくめるチコの前に、束ねた黒くろ髪かみを踊おどらせて、ヒルダが割わって入る。

　必然的に多数の敵の攻撃にさらされるヒルダ。しかし、持ち前の厚あつい装そう甲こうを活かし、白き少女騎き士しは巧たくみに攻撃を防ぼう御ぎよしてのけた。




ＧＭ：妖魔の攻こう撃げき力りよくはかなり高めに設せつ定ていしたつもりだったのに……。やっぱりヒルダは抜ぬけない……（がっくり）。

ヒルダ：まあ、あんまり頑がん張ばってくれない方がこっちは嬉うれしい（笑）。

ＧＭ：次は妖魔の群れＢの行動。ムーブクアクションでエンゲージから離脱してヒルダたちのエンゲージに移動。メジャーアクションでチコを殴なぐります。（ダイスを振る）命中は36。

チコ：また狙ねらわれたっす～。（ダイスを振る）また回避失敗。

ヒルダ：じゃあ、また《カバーリング》しよう。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

リージュ：ヒルダお姉様へ《プロテクション》。（ダイスを振る）23点ダメージ軽減です。

ヒルダ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）……リージュの支援も含めて、[image: ]点軽減。ダメージを11点受けた。

チコ：ヒルダお姉ちゃん、ごめんなさいっす～！

ヒルダ：まぁ、このくらい全然痛いたくないさ。

ＧＭ：次が本命ですよ。妖魔の群れＣは、ムーブアクションでエンゲージから離脱してヒルダたちのエンゲージに移動。メジャーアクションは、オリジナルエネミースキルの《数の暴ぼう力りよく》でチコに攻撃。

チコ：《数の暴力》!?

ＧＭ：同一エンゲージに、妖魔の群れが三体以上いる時のみ使用可能なスキルです。ダメージを算出の際さい、相手の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】【魔ま法ほう防御力】を０にします。なお、このスキルの対象になったキャラクターをカバーすることはできません。

チコ：ギャアアア～！　オイラ、死んじゃうっす！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は33です。

チコ：フェイトを全部つぎ込こんだって成功する気がしない……。




　数に勝る妖魔は執しつ拗ようにチコを狙ねらい続ける。ヒルダはすでに他の妖魔と切り結び、救いの手を差さし伸のべる余よ力りよくはない。

　チコが絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチに！




ギデオン：ここは俺が《ストップトラップ》で、相手の攻撃を失敗させる！　こっちは【敏捷】判定で対たい抗こうするから……３Ｄ＋15。《ダンシングヒーロー》とフェイトを３点使用。これで成功する……はず。

チコ：おっちゃん、ありがとう～！

ギデオン：礼なら成功してから言え。（ダイスを振る）……６が三個こある。クリティカルだ！（一同拍はく手しゆ）




　妖魔の集しゆう団だんに飲のみ込こまれそうになるチコ。

　だが、その直前、妖魔の列に馬車が突つっ込こむ。何体かの妖魔は馬にはじき飛ばされ、衝しよう撃げきに転てん倒とうした馬車は、そのまま障しよう害がい物ぶつとなる。そして停てい滞たいする妖魔の行進。

　ギデオンが街中に放置されていた馬車を抜ぬけ目めなく〝利用〟したのだ！




ＧＭ：……という感じで、ギデオンが張はっておいたトラップに引っかかり、妖魔の群れはチコに殴なぐりかかる前に動きを止めました。攻撃失敗です。残念！

ギデオン：よっしゃ！

ＧＭ：でも、まだＦＳ判定は終わってませんよ！　妖魔の群れＤの番。ムーブアクションでギデオンのエンゲージに移動。メジャーアクションはギデオンに殴りかかります（笑）。

ギデオン：はっはっは。さぁ、攻撃してこい。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は32です。

ギデオン：じゃ、俺は《シャドウハイド》。華か麗れいに妖魔たちの背はい後ごに回るぜ！　（ダイスを振る）38で回避成功。

ＧＭ：では、妖魔の群れＤの攻撃は空から振ぶりに終わりました。

ギデオン：回避に成功した俺は、《シャドウハイド》の効果でメインプロセスが一回増ふえる。それを利用して、進行判定を行なう！

一同：おおおっ！

チコ：おっちゃんナイスっす！

ギデオン：ここで《ドラゴンソウル》を使用。判定に使うダイスの個こ数すうを増ふやすぜ！　（ダイスを振る）出目が15。達成値は28だ！

ＧＭ：差分が６以上ですね。進行値が４点あがります。




進行値　11→12




ＧＭ：では、ＦＳ判定は終了です。ギデオンは華麗に攻撃を避さけると、その勢いきおいを利用して逃にげ出だしました。妖魔たちは追いすがりますが、ギデオンはそれを振ふり切きりました。

ギデオン：おい、このまま逃げるぞっ！

一同：はーい！

ＧＭ：進行値が完了値に達したので、ＦＳ判定は成功です。みなさんがイルシール大学の地下道から出たところで、すでに逃げていた人たちが、地下道の出口にある扉とびらを閉しめました。妖魔はドンドンと扉を叩たたきますが、すぐに壊こわすことはできないようです。

リージュ：やりました！

ＧＭ：では、みなさんが都市から脱出できたところで、シーンを終了します。
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◆Middle 12◆予言者の正体




　住民の避難誘ゆう導どうを終え、ヒルダたちもようやく大学から逃にげ出だすことができた。

　だが、ほっとひと息ついたヒルダたちのもとに、真の敵が歩あゆみ寄よってきた。




ＧＭ：では、みなさんは避難誘導を終え、ようやく大学から逃げ出すことができました。

ギデオン：やれやれ……。

リージュ：あっ！　今【ＨＰ】とか【ＭＰ】とか、回かい復ふくしてもいいですか？

ＧＭ：いいですよ。安全な場所に逃げてきたということで、アイテムやスキルは好きに使っていただいてかまいません。ただし、警けい戒かいは解とけないので、自然回復はしません。




　ここで、ヒルダたちはポーションやスキルを使用。【ＨＰ】や【ＭＰ】を回復しました。




ＧＭ：では、各自の【ＨＰ】と【ＭＰ】それからフェイトの状じよう況きようを教えてください。

ヒルダ：リージュに《ヒール》をかけてもらって、【ＨＰ】が全ぜん快かいに。ＭＰポーションを一本使って、【ＭＰ】も全快だ。

チコ：オイラは【ＨＰ】は元から減へってなくて、【ＭＰ】もヒルダお姉ちゃんからＭＰポーションを一本もらって全快したっす。フェイトは１点使った状じよう態たいになってるっす。

リージュ：ヒルダお姉様からＭＰポーションを一本いただいて、【ＭＰ】が全快になりました。【ＨＰ】も全快です。フェイトは５点です。

ギデオン：【ＨＰ】は元から減ってない。ＥＸＭＰポーションを使用して、【ＭＰ】を全快させた。ただ、フェイトは残り１点になってしまってる（笑）。

ヒルダ：だが、ギデオンにフェイトを使ってもらった甲か斐いはあったよ。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、演えん出しゆつを始めますよ。みなさんがひと息ついたところで、パチパチという拍手の音と共に、人ひと影かげが現れます。

ヒルダ：誰だれだ!?

ＧＭ：フードを被かぶった人影で、「やぁ。そろそろボクに会いたい頃ころだと思って、やって来たよ」と幼おさない少年声で……。

一同：マーリン！

ＧＭ：はい、そのとおりです。

ヒルダ：たしかに、会いたい頃だろうと言われれば、会いたい頃ころ合あいだったが……（笑）。

チコ：予言だけは、信しん頼らいできるっすからねぇ。

リージュ：プレイヤーは、マーリンが悪い人だって分かっていても、リージュたちはまだそれを知らないんですよねぇ……。

ＧＭ：では、マーリンはニヤリと笑います。「今回の予言は簡かん単たんさ。キミたちはみんな……妖魔になって死ぬんだよ」

チコ：それは……そんなことを言われたら、驚おどろいて「は？」っというのが精一杯っすね。

ＧＭ：「残念だけど、キミたちの冒ぼう険けんはここで終わりさ」

ヒルダ：え、ええと……マーリン、いつもとずいぶん様子が違ちがうな？

ＧＭ：「ふふ、そうだね。茶番はそろそろお終いにして、ボクの正体をキミたちに教えてあげよう」という言葉と共に、マーリンの体から、禍まが々まがしいオーラが立ち上ります。

ギデオン：なんだなんだ!?

ＧＭ：そして、ばさりとフードを脱ぬぎ捨すてると、背せ中なかから蝙蝠コウモリのような翼つばさが生えているのが分かります。マーリンは言います。「改めて自じ己こ紹しよう介かいをしよう……」




「我わが名は〝血の螺旋ダーインスレイブ〟のマーリン。バルムンクの〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりさ」
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ギデオン：ついに正体をあらわしやがった！

ヒルダ：リージュを背に庇いながら、マーリンと距きよ離りを取る。

チコ：オイラもヒルダお姉ちゃんの背に隠れるっす！

リージュ：バルムンクの関係者……マーリンさんは、悪い人だったんですね……。

ギデオン：やっべぇ。俺の人生、終わったな……（一同笑）。

ヒルダ：諦あきらめるの早すぎだ！　ここは、がんばって一いつ緒しよに立ち向かうところだろ!?（笑）

リージュ：マーリンさん！　どうして、こんな酷ひどいことをするんですか!?

ヒルダ：そもそも、〝血の螺旋〟が我々と関わる理由もないはずだ。何の目的で我々を導みちびくようなことを言い続けてきたんだ？

ＧＭ：マーリンは言います。「ボクは、アザゼルとベリアルの仇かたきを討うちたいんだ。すべての人間を殺すか、妖魔にして従じゆう属ぞくさせるか……それが、ボクの、目的だ」

ギデオン：仇討ちだと？

ＧＭ：「グラスウェルズをめちゃくちゃにして、アザゼルを殺したグラスウェルズの者たちを、悲ひ嘆たんと絶ぜつ望ぼうにまみれさせてやる。それが……このボクの復ふく讐しゆうだ！」

チコ：アザゼルを殺したのは、ファントムレイダーズっすよ？　それなのに、グラスウェルズの人、全員に復讐するっすか？

ＧＭ：「もちろん。だって、その方が、ファントムレイダーズたちがより悲しむだろう？　連中は簡かん単たんには殺さない。さんざん辛つらい目に遭あわせてから、殺してやるのさ」

ヒルダ：（憎にく々にくしげに）そんなに憎い人間なのに、なぜ今まで我々に助言なんかしたんだ？

ＧＭ：「それは誤ご解かいだね。ボクはキミたちを助けようと思って助言をしたことなんて、一度もないよ？」

一同：……は？

ギデオン：ど、どういう意味だ？

リージュ：あなたの予言どおりにバウエストンに行ったおかげで、あたしたちはしばらく衣食住には困こまらなかったですよ？

ＧＭ：「おかげさまで、ベルフトがヒューバードの計画を邪じや魔ましてくれたよ。キミたちの知らない話だけどね」

[image: ]

チコ：ビルベリでも、隠かくし通路を教えたり、悪あく徳とく領りよう主しゆを倒たおすように助言したり……。

ＧＭ：「フェリタニアとグラスウェルズの衝しよう突とつを狙ねらってたんだけどね。想定より大したことにならなくて残念だ」

ヒルダ：ビルベリがフェリタニアとグラスウェルスに攻せめられた時に、全員一緒にいた方が良いって言ったのは……。

ＧＭ：「あそこでキミたちが徹てつ底てい抗こう戦せんした方が混乱が大きくなるだろうと思っていたんだ。けっこういい線までいったんだけどね」

ギデオン：この間だって、いろいろと予言しに来たじゃねぇか。俺らにアベルの動向を教えてくれたり。

[image: ]

ＧＭ：「ああ、あれはキミたちがね……」と言うと、マーリンの笑顔が邪悪に歪ゆがみます。




「焔えん硝しよう石せき爆ば弾くだんの爆ばく発はつに巻まき込こまれて、死ねばいいのにな～。

　……って思ったからだよ」




チコ：ひぃ!?

リージュ：そんな……。

ＧＭ：マーリンは続けて言います。「……もっとも、〝あの御お方かた〟の計画が実じつ現げんすれば、無意味になっちゃうんだけどね」とマーリンことダーインスレイブ。

ヒルダ：〝あの御方〟？

ＧＭ：〝あの御方〟とは誰だろうと思った瞬しゆん間かん、みなさんの脳のう裏りをひとりの女じよ性せいの姿すがたが過よぎります。オープニングフェイズで夢ゆめに出てきた、ティナにそっくりな女性ですね。

ギデオン：なるほど……あの夢とはそうつながるのか！

ＧＭ：はい。みなさんは直感で夢で見た女性が〝あの御方〟だと理り解かいします。それほど〝あの御方〟の怨おん念ねんが恐おそろしいっていうことですけど。

一同：うへ──っ!!

ＧＭ：「〝あの御方〟の計画が成じよう就じゆすれば、この世界にいる人間はみんな死し滅めつしちゃうだろうからね。その前に、ボクはボクの恨うらみを晴らすことにしたんだ」

ヒルダ：〝あの御方〟の……計画？

ギデオン：いったいどんな計画なんだ？

ＧＭ：ニヤニヤと笑いながら「ずいぶんと余よ裕ゆうだね？　今、この瞬間にもイルシールの町では人々が邪悪化して妖魔になっているというのに」というマーリン。

ヒルダ：お前の仕業だろうが!!

ＧＭ：「はっはっは、いいねぇ、もっと怒おこれ、もっと悲しめ、もっと苦しめ！　さぁ、ボクにもっと負の感かん情じようをぶつけてよ！」

ギデオン：そうかっ。魔族は人間の負の感情を好むんだった。本当に厄やつ介かいだな……。

チコ：ところで、マーリンはどのくらい強いか分かるっすか？

ＧＭ：[image: ]レベルくらいですね。〝始祖の四人〟ですから。雰ふん囲い気きから推すい察さつして、まともにやりあったら勝てないことはイヤでも分かってしまうくらいには強いです。

チコ：そうっすよね～。

リージュ：でも、それならどうして、直ちよく接せつあたしたちを殺そうとしなかったんでしょう？

ＧＭ：すると、リージュの心を読んだかのように、マーリンが言います。「魔族ってさ。とても強い力を持ってるじゃない？」

ギデオン：……だから？

ＧＭ：「魔族や神が強い力を使うと、そのせいで世界の因いん果が律りつが歪ゆがんで予言が外れちゃうんだよね。……たとえば、今回はたまたま他の時空から人間を次々に邪悪化させる魔族がやってきて、たまたまこの都市にその身体が持ち込まれたたのを利用させてもらってる」

チコ：……意外と行き当たりバッタリなんすね。

ＧＭ：「ところが、うっかり本気を出すと、その影えい響きようで予定外のことが起きたりするんだ。けっこう繊せん細さいな作業なんだよ、人間を予言したとおりに操あやつるのって」とマーリン。

リージュ：あなたの思いどおりにはさせません！　絶ぜつ対たいに予言を外してみせます！

ＧＭ：「さて、どうだろう？　初めて会った時のことを憶おぼえているかい？　リージュ、キミの未来がどうなるかを予言した時のことを」

リージュ：……あたしが世界を滅ほろぼすかもしれないっていう、予言のことですか？

ＧＭ：「ああ、正確には〝恐ろしいこと〟だね。それ今回の件けんだったのかもしれないね」

リージュ：…………。

ヒルダ：リージュ！　あいつの戯ざれ言ごとに心を惑まどわされるな！

リージュ：は、はい。ヒルダお姉様!!

ＧＭ：……などという会話の途と中ちゆうで、マーリンが突とつ然ぜん遠くの方を見るような表ひよう情じようをします。

チコ：おや？

リージュ：どうしたんでしょう？

ＧＭ：マーリンはまたニヤリとイヤな笑顔を浮うかべて言います「もしキミたち人間が生き残りたいなら、この町にいる妖魔たちをひとり残らず殺すことだね。この町からあの妖魔たちがあふれたら、もう止めようがないだろうから……」

リージュ：……そんな。

ＧＭ：「と、思ってたんだけどね」と、マーリン。「仕し掛かけておいた別の罠わなが発動したみたいだ。……よかったね。キミたちは自分たちの手を汚よごさなくてよさそうだ」

ギデオン：なんだこいつ？

チコ：急に言うことが変わった？

ＧＭ：「そうそう、肝かん心じんなことを言うのを忘わすれてた。邪悪化した人間なんだけどね……元に戻す方法は、あるよ」

ヒルダ：えっ！

ＧＭ：「元に戻す方法はあるって言ったのさ。ただし、それがどんなものなのかまでは教えてあげない」と言うと、マーリンは飛び去って行きました。

ヒルダ：くっ……。言いたいことを言って去ってしまった！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：と、いう感じでマーリンが飛び去った直後、みなさんの目の前にすっとひとりの女性が現れます。白衣を着て助じよ教きよう授じゆのような格かつ好こうをしていますが、どこにでもいそうな……。

一同：クレセント！

ＧＭ：一発でバレましたね（笑）。

チコ：なんでこんなところにクレセントさんがいるっすか！

ギデオン：しかも、このタイミングで現れるなんて。

鈴吹：「先日のフィリップ陛へい下か暗殺事じ件けんアンソン伯はくがあなた方を心配して、私を密ひそかに護ご衛えいにつけていた。魔族に見つかりたくなかったから、今まで物もの陰かげで様子をうかがってた」

ヒルダ：アンソン、有ゆう能のうすぎるだろう（笑）。

鈴吹：「事じ態たいはおおよそ把は握あくしている。私の報ほう告こくにより、エゼルバルドが南に駐ちゆう屯とんしていた白はく竜りゆう騎き士し団だんを連れてイルシールへとやって来る。二四時間後に大学に総そう攻こう撃げきを仕掛け、妖魔を殲せん滅めつする、とのことだ」

一同：なにいいい──っ!!

鈴吹：「今回の一連の事件でアンソン伯がグラスウェルズ全軍の警戒レベルを上げていた。おかげで迅じん速そくな兵力の投入が可能になった」

ギデオン：これは……アンソンはマーリンに利用されたな。

ヒルダ：くそー！　ＮＰＣのアンソンは有能だと思ってたのに（笑）。

鈴吹：「……あなた方は、巻き込まれぬように、一いつ刻こくも早くここから脱出して欲しい」

チコ：……その場合、邪悪化した町の人たちはどうなるっすか？

鈴吹：「全ぜん滅めつするだろう」

一同：ダメじゃん！

ギデオン：マーリンが言ってた「別の罠」ってこれか！

チコ：会話の最中に未来が変わった……ということすかね？

ヒルダ：うーん。白竜騎士団がこの町の近場に展てん開かいしているって聞いた時点で、こんな風になるんじゃないかと思ってはいたが……。

リージュ：白竜騎士団の総攻撃を待ってもらう、というのは？

チコ：その場合、なにか別の解かい決けつ策さくがないと、邪悪化した人がイルシールの町からあふれ出してしまうっす！

ＧＭ：なお、みなさんが逃げ出す場合は、クレセントが手引きをしてくれますよ。

一同：…………。

ヒルダ：ＧＭ……ちょっとＰＣ同士で相談したいんだが、時間をくれないか？

ＧＭ：分かりました。では、一いつ旦たんシーンを切りましょう。







◆Middle 13◆希望の残りは？




　二四時間後には、イルシールの町は白竜騎士団の総攻撃にさらされてしまう。

　そうなれば、邪悪化した人々は死んでしまうだろう。

　その中にはオズモッドＫ７やマルドール。

　それに、親切にしてくれたイルシールの人たちも含まれているだろう。

　果たしてゲッタウェイに残された手段はあるのか？




ＧＭ：では、ＰＣ同士の相談をするシーンです。シナリオ内時間では二四時間ほど。ゲーム的には次のシーンで何とかしないと白竜騎士団が総攻撃を開始します。

ヒルダ：とりあえず、今の状況を整理しよう。

ギデオン：そ、そうだな……最初は、いま何が問題なのかを挙げてみようぜ。

チコ：まず、この放っておくと人間を邪悪化する魔族のせいで、世界がヤバイっす！

リージュ：あるいは、白竜騎士団のみなさんが魔族を倒してくれるかもしれませんが、オズモッド先生たち……邪悪化してしまった町のみなさんが、殺されてしまいます。

ヒルダ：……まあ、放置はなし。これは間違いないだろう。

ギデオン：メタ視点で考えても、クライマックスの戦闘がないとは思えないしな（笑）。

ヒルダ：まあ……な（苦笑）。

ギデオン：となると、俺たちのすべきことは邪悪化を解除する方法を突き止めることだ。……そして、その方法ってのはリージュの持ってる竜輝石を使う。これしかないと思う。

ヒルダ：だな。

チコ：オイラもその考え方で合ってると思うっす。オープニングでマルセルさんが、「ピアニィ様が石の力を使って魔獣と化した人間をもとに戻もどした」って言ってたし、大学でリージュお姉ちゃんが同じような情報を手に入れてたっすから。




　さすがはゲッタウェイメンバー。着実に正解にたどり着いていきます。

　と、思ったところ……。




ギデオン：んー。俺、マーリンがなにを考えてるか、大体分かった気がする。

一同：なんだって！

ＧＭ：……（え、マーリンの目的については情報出してないのに！）




　内心、焦あせるＧＭ。




ギデオン：分かったっていっても、マーリンが「なにをしたいか」じゃなくて、「なにをさせたいか」の方だけだけどな。

ヒルダ：……どういうこと？

ギデオン：マーリンは、要するにリージュに竜輝石を使わせたいんだよ、多分。

一同：……あっ！




　……さすがは菊池さん。

　マーリンの真の目的はまだ伏せてあるのですが、それを明かすための伏線を読み解かれてしまったようです……。




リージュ：さすがです、おじさま！

チコ：おっちゃん冴えてるっす！　このまま死なないかが心配なくらい!!（笑）

ギデオン：ひと言余計だ、毒三下！（笑）

ＧＭ：ところで、そろそろクレセントがチラチラとみなさんの方を見ているのですが……。

ギデオン：そろそろ時間切れか。

ヒルダ：うーん。マーリンの目的が分かっても、どうすればいいか確信が持てない……。

チコ：オイラ《スタンドバイ》を持ってるんで、ひとつＧＭに質しつ問もんができるっすよ。




《スタンドバイ》

　フォーキャスターのスキル。ＧＭにひとつ質問をして情報を得ることができる。演出としてはフォーキャスターがすでに情報を集めていたり、先を読んだというようにあらわす。




ヒルダ：問題は……どういう質問をするか、だな。

チコ：そこはこう訊けばいいっす！　《スタンドバイ》を使用してＧＭに質問！

ＧＭ：……はい。どんな質問ですか？

チコ：「マーリンが言っていた邪悪化した人を戻せるという方法は、リージュお姉ちゃんの竜輝石を使うという意味」だったっすか？

ＧＭ：……はい。正確にはリージュが持っている竜輝石はピアニィの持つ〝ひとつの石〟と同等の力を持っていて、それを解かい放ほうすることで邪悪化した人々を元に戻すことができる。マーリンはその可能性があると考えています。

一同：よーし！

リージュ：さすがです！　おじさまの推測が正解でした！

ギデオン：はっはっは！　……まあ、メタ的なことを言えば、ＧＭが大学での調査するシーンで〝もうひとつの石〟の情報が出てきた時点で確定だと思ってたよ（笑）。

ＧＭ：とはいえ、あの情報だけでまさかマーリンの思惑を当てられるとは思ってませんでした。……とても悔しいです（笑）。

チコ：じゃあ、改めてみんなに説明するっす。「オイラの推測では、リージュお姉ちゃんの持っている竜輝石の力を解放すれば、邪悪化した人たちを助けられるっすよ！　魔族の力を打ち消すには、神の力を借りるっす」

リージュ：でも、どうやったら石の力を解放できるんでしょう？

チコ：ピアニィ様が邪悪化を解除したときって、なにか特別なことしてましたっけ？

リージュ：……いえ、特別なにかしたということはなかったと思います。

チコ：なら、大丈夫っすよ。もしなにか準備が必要なら伝承にヒントくらいは残っていると思うっす。オイラの軍師としての推論がそう告げているっすよ！（笑）

ＧＭ：一応言っておくと、チコの推理はマーリンの思惑は当てていますが、それが真実かどうかまでは分かりませんからね？

ヒルダ：つまり、マーリンの読みが外れていてリージュの竜輝石で邪悪化した人たちを元に戻せない場合もあるってことか……。

一同：…………。

ギデオン：いまさら気にしても仕方ない。「罠があっても噛み破る」んだろ？

チコ：あ、オープニングで言ってたヒルダお姉ちゃんのセリフっすね。

ヒルダ：……そういえばそうだった。これ以上悩んでいても仕方がない。覚悟を決めるか。

ギデオン：よっ、ヒルダ！　漢おとこ前まえ!!（笑）




＊　　　＊　　　＊




リージュ：では、クレセントさんに、声をかけますよ。邪悪化した人々を救出できる策さくが、あたしたちにはあります。そのためにあたしたちは大学に戻ります！

ヒルダ：絶対に成功するとは言えない。でも、賭かけてみる価か値ちはある作戦なんだ。

ＧＭ：「……分かった。好きにするといい」とクレセント。「エゼルバルド殿どのには伝えておく。だが、二四時間経たってしまった後の安全は保ほ証しようできない」

ヒルダ：もし二四時間経っても我々が戻らなかった時には総攻撃を仕掛けてくれ。その方がこっちにとっても安心だ。

ＧＭ：「分かった。……ご武ぶ運うんを」と言ってクレセントはその場から去って行きます。

リージュ：クレセントさん。ありがとう。

ヒルダ：よし、じゃあ行こう！　みんなを人間に戻すために!!

一同：おう!!

ＧＭ：では、みなさんが大学へと戻るところで、シーンを終了します。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆イルシール大学を解かい放ほうせよ




　エゼルバルド率ひきいる白はく竜りゆう騎き士し団だんがイルシール大学に攻せめ込こむ刻こく限げんは、二四時間後。

　ヒルダたちは決意に満ちた顔で、ふたたび都市の中へと足を踏ふみ入いれた。

　何としてでも、人々を邪じや悪あく化から解放してみせると。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入ります。

ギデオン：よし！　竜りゆう輝き石せきの力で邪悪化を解かい除じよして、元げん凶きようの魔族を倒たおすぞ！

チコ：四人で、イルシール大学を目め指ざして町をズンドコ進んでいくっすよ！




　イルシールの町は人々が退たい去きよし、犠ぎ牲せい者しやが増ふえなくなった結果、多少静かになっていた。

　妖よう魔ま化された人々や魔ま獣じゆうの影かげが徘はい徊かいする町を、夜や陰いんに紛まぎれ、四人は進んで行く。




ＧＭ：イルシールには、邪悪化させられてしまった人間たちがうろついているので、そう簡かん単たんに潜せん入にゆうできません。全員、【感知】判はん定ていをしてください。難なん易い度どは15です。

ヒルダ：失敗すると、町に入れないのか？

ＧＭ：いえ、町に入ることはできます。ただ、邪悪化した人たちに発見されてしまうのです。小競り合いが発生するので判定に失敗した人は、30点【ＨＰ】を失います。

チコ：30点はきついっす！

ヒルダ：ここはフェイトを使ってでも、判定に成功しよう。

ギデオン：まずは俺おれ。《ダンシングヒーロー》を使う。（ダイスを振ふる）17でギリギリ成功！

チコ：【感知】は10で……（ダイスを振る）17で成功したっす！

リージュ：あたしは、フェイトを３点使っちゃいます！　（ダイスを振る）出目が19……23で成功です♪

ヒルダ：フェイトを３点使おう。（ダイスを振る）23で成功だ。




　物もの陰かげから物陰へ。時に駆かけ。あるいは息を殺し。

　妖魔の影が徘徊する夜の町中をくぐり抜ぬけ、一同はイルシール大学の構こう内ないに侵しん入にゆうを遂とげた。




ＧＭ：みなさんはイルシール大学の内部に鮮あざやかに潜入できました。

ギデオン：物音を立てず、さささっと。

チコ：オイラたち、こんなんばっかっすね……（笑）。

ヒルダ：『ゲッタウェイ』一巻かんの頃ころから、潜入はお手の物だった気がする（笑）。

ＧＭ：さて。大学の内部です。妖魔化した人々は、うめき声をあげながら、建物を破は壊かいしたり、戦い合ったりしていますが……。

リージュ：「今、元に戻もどしますからね！」と、胸むな元もとから竜輝石を取り出し、祈いのりを捧ささげます。




　リージュの竜輝石が光ひかり輝かがやき出す。

　石が放つ温かな光に照らされながら、少女は一心に念じ続けた。




ＧＭ：するとリージュの心に竜輝石と思わしき声が語りかけてきます。「汝なんじ……我われに、何を望む？」

リージュ：（凛りんとした声で）イルシールの人々を邪悪化から解放することを望みます！

ギデオン：うまくいってくれよ～。

ヒルダ：リージュ……。

チコ：竜輝石の反はん応のうはどうっすか!?

ＧＭ：……再ふたたびリージュの心に声が響ひびきます。




「願い、聞きき届とどけたり。我わが力で、生命をあるべき姿すがたに戻もどそう──」




　そして、竜輝石からあふれ出す膨ぼう大だいな光の奔ほん流りゆう。

　慈愛に満ちた輝かがやきが、イルシールで妖魔化したすべての人々を照らす……。

　光が止やみ、周囲が再び宵よい闇やみに包まれた時に、人々は元の姿を取り戻し、気を失ってそこここに倒たおれ伏ふしていた。

[image: ]




一同：やった！

ＧＭ：ですが、そんなみなさんの侵入を察知、この場に現あらわれる巨きよ大だいな影があります。

ヒルダ：槍やりを構かまえる。……邪悪化の元凶となった魔族、だな？

ＧＭ：そのとおりです。頭部には野太い水牛のような角があり、青みがかった肌はだ、つり上がった目などは悪あく魔まを連想させます。肩かたの筋きん肉にくは隆りゆう々りゆうとし、手から生える巨大なかぎ爪づめは怖おそろしい力を有していることが伝わってきます。

ギデオン：ギャラス……か。

ＧＭ：はい。このギャラスという魔族は人語を使わないので話しかけてはきません。ただ、あなた方を見て、ニヤリと笑ったあとで、すさまじい殺気を放ちます。なお、邪悪化した人間を元に戻しても、ギャラスいる限かぎり何度でも邪悪化させられてしまいます。

リージュ：オズモッド先生や町の人たちを酷ひどい目に遭あわせた報むくい、受けてもらいます！

ＧＭ：そして、そのギャラスは仲間を呼よび寄よせます。

チコ：敵てきが増えるっすか!?

ＧＭ：ギャラスが、その掌てのひらを地面に打ち付けると、硬かたいはずの地面が波を打ちます。そして、〝中空にできた穴あな〟のようなものが出しゆつ現げんし、そこから吹ふき上あがる瘴しよう気きと共に新たな魔族の戦士たちが湧わきあがってきます。

ヒルダ：異い空くう間かんから配下を呼よび寄よせたか！

ギデオン：ラスボスなら配下ぐらいはいるだろう。で、どんなヤツらなんだ？

ＧＭ：ペガサスのような翼つばさある馬に騎き乗じようした騎き士し風の魔族が二体と、鎌かまを持ちフードを被かぶった魔族が四体います。

ギデオン：ペガサスナイトみたいな魔族がセエレで、鎌を持ってる魔族がアンクーだろ。どっちも『超ちよう上じよう級きゆう』に載のってる魔族じゃねぇか！（笑）

一同：げげーっ！

ヒルダ：ちょ、『超上級』だって!?

ＧＭ：分かりましたか、さすがは菊きく池ちさん。

ギデオン：褒ほめられても嬉うれしくない!!（笑）

ＧＭ：しかしＰＣはエネミー識しき別べつをしていないのでデータなどは分かりませんよ。

チコ：ともかく『超上級』に載ってる魔族……強そうすっね。

ＧＭ：次に配置の説明をします。みなさん四人で１エンゲージにまとまっています。

リージュ：みんなで移い動どうしてきましたからね。

ＧＭ：そこから５メートル離はなれたところに、セエレが二体、アンクーが四体がいます。セエレは二体で１エンゲージ、アンクーは二体でひと組の２エンゲージになっています。
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ギデオン：全部で３エンゲージに分かれてるのか。面めん倒どうだなぁ。

ＧＭ：そして、さらに５メートル奥おくに中位魔族のギャラスがいます。

ヒルダ：我われ々われから中位魔族までは10メートルか……。

ギデオン：セエレとアンクーの間を通り抜けられる？

ＧＭ：できません。それから、セエレは飛行状じよう態たいになので、ギデオンでも通とおり抜ぬけできません。ご注意を。

ギデオン：了りよう解かいした。

ＧＭ：では、戦せん闘とうを始めましょう！




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

チコ　　　　　　　　23

ギデオン　　　　　　23

ギャラス　　　　　　23

アンクーＡＢＣＤ　　22

セエレＡＢ　　　　　18

リージュ　　　　　　17

ヒルダ　　　　　　　２
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ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセス。まずはチコかギデオンから。

チコ：ここで、最初にギルドサポート使っちゃうっす。

ヒルダ：《限げん界かい突とつ破ぱ》。これで、すべての判定が＋１Ｄ、ダメージは＋２Ｄになった。

リージュ：《最後の力》も使いましょう。

ヒルダ：そうだな。これで、全員フェイトが３点回かい復ふく。

ギデオン：あとは、《陣じん形けい》を使うかどうか、だな。

ヒルダ：みんなでセエレのエンゲージへ移動しておくか？

リージュ：いっそ、おじさまだけセエレにエンゲージして、他のみんなはアンクーにエンゲージする、とかどうですか？

ヒルダ：ああ、ギデオンは回かい避ひ能のう力りよくが高いから、ひとりでもある程てい度どは何とかなるか……。

ギデオン：万が一の時は、ヒルダの《カバームーブ》に頼たよることになるぞ？

ヒルダ：そこは任まかせてくれ。

ギデオン：じゃあ、任せた。

ヒルダ：では、《陣形》。ギデオンがセエレのエンゲージへ、残りの三名はアンクーＡ、Ｂのエンゲージへ移動だ。

ＧＭ：了解です。

チコ：では、オイラのセットアッププロセスの宣せん言げん。《パーペチュアルチェック》でこのラウンドのみんなの【行動値】を、オイラと同じ値にするっす。

ＧＭ：了解です。では、イニシアチブプロセスからは、みなさんの【行動値】がチコと同じ23になります。

ギデオン：続いて俺だな。《グラスホップ》で回避判定にボーナスをつけとこう。ジャンプしながら言う。「ふふ、セエレめ。地に足がついてないのはお前だけじゃないぜ！」と！

ヒルダ：意味不明な対抗意識を燃やすな！（一同笑）

ＧＭ：次はギャラスの番。ここで《瘴しよう気き侵しん蝕しよく》というオリジナルエネミーパワーを使います。

ギデオン：こいつもオリジナルのパワーを持ってるのか。

リージュ：どんなパワーなんですか？

ＧＭ：周囲に瘴しよう気きをばらまいて、人を邪悪化させます。

チコ：邪悪化……っ!?

ＧＭ：ギャラスは掌から暗く陰いん鬱うつな瘴気が噴ふん出しゆつします。瘴気は瞬またたく間まに辺り一帯に拡ひろがり、シーン全体を包んでしまいます。

一同：げげええええええ──っ!!

ＧＭ：みなさんの視し界かいが歪ゆがみ、身体中に不ふ快かいな感覚が拡ひろがっていきます。これで20レベル以下で、分類が「魔族、妖魔、魔獣」以外のキャラクターは、二ラウンド目のクリンナッププロセスに邪悪化し、このエネミーに操あやつられることになります。

一同：何だって～!?

ヒルダ：我々も20レベル以下だぞ……！

ＧＭ：なお、邪悪化する前にギャラスが戦闘不ふ能のうになった場合、この効こう果かは消しよう滅めつします。この力こそ、ギャラスがイルシールの人々を妖魔にしていた能力です。

ギデオン：つまり、二ラウンド目のクリンナッププロセスが来る前に倒たおせってことか。

ＧＭ：ふふふ。そのとおりです。




　ヒルダの防ぼう御ぎよ力りよくを軸じくに高い戦せん闘とう力りよくを発はつ揮きするようになったギルド〝ゲッタウェイ〟。

　今回の戦闘はそんな彼かれらに、正面からの攻こう撃げきだけでなく、異ことなった角度から嫌いやがらせ……ではなく、危き機きを演えん出しゆつしようという趣しゆ向こうです。




チコ：ヤバイ……ヤバイっす。さすが、藤ふじ井いさん──腹はら黒ぐろっす！（笑）

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。

ヒルダ：妖魔にされた人々を救いに来て、我々が妖魔になっていたのでは、話にならん！

リージュ：あたしたちが邪悪化してしまう前に、全力でカタをつけましょう！

ＧＭ：ご存ぞん分ぶんに（にっこり）。……次は、アンクーのセットアッププロセス。《魂たましいの苦く悶もん》を使います。

チコ：どんなスキルっすか？

ＧＭ：20メートル以内の範はん囲い（選せん択たく）の対象と【精せい神しん】で対決を行ないます。この対決にアンクーが勝利した場合、相手に［威い圧あつ］［放心］を与あたえます。

チコ：バッドステータス嫌いやっす～っ！

ヒルダ：アンクーは四体いるから、四回対決しなきゃいけないのか。厄やつ介かいだな。

ギデオン：しかも効こう果か的てきだ！　こっちは、邪悪化を避けるために急いでダメージを与えたいのに。メジャーアクションを封ふうじ、解除にマイナーアクションが必要な［威圧］とメジャーアクションの判定にマイナス１Ｄする［放心］……。

チコ：こっちのメインプロセスにプレッシャーを掛かけてきてるっすね。

リージュ：本当ですね。コンボになってる……。

ＧＭ：では、順番に処しよ理りしていきます。まずはアンクーＡ。ヒルダ、リージュ、チコのエンゲージへ《魂の苦悶》！　強きよう烈れつな〝死〟のイメージがみなさんの魂をゆさぶります！

ヒルダ：くっ……こ、来い！

ＧＭ：……（ダイスを振る）……達成値は24です。

リージュ：はい。（ダイスを振る）27で抵てい抗こう成功です♪

ヒルダ：（ダイスを振る）21で抵抗失敗だ。く、私わたしが死の恐きよう怖ふに怯おびえるとは……。

チコ：（ダイスを振る）16で抵抗失敗っす！

ＧＭ：アンクーＢは、ギデオンへ《魂の苦悶》。（ダイスを振る）……17です。

ギデオン：俺の【精神】は４。《ダンシングヒーロー》だけ使っておくか。（ダイスを振る）達成値が15だから、ギリギリ届とどかなかった。抵抗失敗。




　このあとアンクーＣ、Ｄが続けてリージュに《魂の苦悶》を使用。アンクーＤがクリティカルを出したため、リージュも抵抗に失敗し、全員が［威圧］［放心］を受けます。




一同：全員ダメかぁ──っ!?

ヒルダ：いきなりバッドステータスふたつは、きついな……。

ＧＭ：ふふふ。序じよ盤ばんの展てん開かいとしては理想的ですね♪

チコ：さすが、腹黒ＧＭっす（笑）。

ＧＭ：次のセエレは二体とも何もしません。その次はリージュです。

リージュ：《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《ホーリーアタック》＋《ホーリーウェポン》を使います。《ホーリーウェポン》は《グレイスフォース》で強化します。（ダイスを振る）発動しました。

ＧＭ：リージュは攻こう撃げき力りよくが上がり、銃じゆうが白く輝きます。では、最後にヒルダ。

ヒルダ：《グランディア》＋《アグランダイズ》。私のダメージが上じよう昇しようした。




行動値（セットアッププロセス終しゆう了りよう後）

チコ　　　　　　　　23

ギデオン　　　　　　23

リージュ　　　　　　23

ヒルダ　　　　　　　23

ギャラス　　　　　　23

アンクーＡＢＣＤ　　22

セエレＡＢ　　　　　18
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ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移うつります。みんな行動値が23になりましたから、ＰＣ全員の番です。……ＰＣ間で相談して、好きなように順番を決めてください。

ギデオン：バッドステータス［威圧］のせいでみんなマイナーアクションが潰つぶされたようなもんだから、俺が様子見で動くよ。

ヒルダ：ギデオン、頼たのむ。

ギデオン：ムーブアクションで《ピンポイントアタック》。マイナーアクションは［威圧］を解除。メジャーアクションは《ワイドアタック》＋《レイザーストーム》＋《ワイドストーム》。敵全員に攻撃。

ヒルダ：《ゲイルスラッシュ》は使わないのか？

ギデオン：ここで俺が攻撃を二回しても、アンクーたちを倒たおしきれないだろう。ここは温おん存ぞんだ。風折りの刃やいばの効果で、相手に回避ペナルティを与あたえることを狙ねらう。

ヒルダ：分かった。

ＧＭ：では、命中判定をどうぞ。

ギデオン：［放心］食らってるが《限界突破》中なので、ダイスの増ぞう減げんはなし。一いち応おう、《ドラゴンソウル》を使っておくか。５Ｄ＋21……（ダイスを振る）うわっ、何だこの出目!?

チコ：おっちゃんの出目、１、１、２、２、２、っす（一同笑）。

ギデオン：くっ、フェイトで振ふり直す！　（ダイスを振る）……出目が19。命中は40だ。

ＧＭ：まずはギャラスの回避判定。（ダイスを振る）29で回避失敗。

ギデオン：よし！

ＧＭ：セエレは二体。（ダイスを振る）両方とも14で回避失敗。アンクーは四体……（ダイスを振る）……それぞれ、19、22、19、17でした。全員回避失敗です。ダメージをください。

チコ：《チェックメイト》。（ダイスを振る）おっちゃんのダメージに18点上乗せっす。

ギデオン：こっちは《ピアシングストライク》。《限界突破》の分も合わせて14Ｄ＋78。（ダイスを振る）出目は52……[image: ]点。チコの支し援えんを足して[image: ]点の物理ダメージ。ダメージが通れば風折りの刃の効果で、ラウンド終了まで回避判定にマイナス１Ｄのペナルティつきだ。

ＧＭ：《ピンポイントアタック》なので、【物理防御力】無む視しかぁ……。回避判定のマイナス１Ｄも痛いたいですね。

ギデオン：俺は今旋せん風ぷうになる！　敵てき味み方かたの間を駆かけ抜ぬけ、敵を短たん剣けんで切きり裂さくぜ！

リージュ：おじさま、すごい♪

ギデオン：ぜぇはぁ、ちょいと頑がん張ばりすぎた。もう、俺は働きたくないでござるーっ！

ヒルダ：そこでオチをつけるなっ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：お次は、誰が動きます？

チコ：オイラがいくっす、範囲攻撃をお見み舞まいいするっす。

ＧＭ：了解です。

チコ：セエレはおっちゃんが抑おさえてくれてるから、オイラが狙うのはアンクーっす。ムーブアクション《ランニングセット》で《マジックブラスト》を使用。マイナーアクションで［威圧］解除。メジャーアクションは《ダブルキャスト》。

ＧＭ：分かりました、では、一発目をどうぞ。

チコ：アンクーＣ、Ｄに対して、《ウォータースピア》。《バリアントマジック》を宣言して、ダメージダイスを増やすっす。さらに、《マテリアルコンポーネント》でサファイアを使用。（ダイスを振る）命中は36。水の魔ま法ほうをぶちかますっす！

ＧＭ：こちらの回避判定は２Ｄ。クリティカルが出ないと回避できない。（ダイスを振る）……それぞれ、出目が７と10でしたので、両方とも回避失敗です。

チコ：《マジックフォージ》を宣言。ダメージは25Ｄ振ふれる！　（ダイスを振る）……出目が88。[image: ]点の〈水〉属ぞく性せい、魔法ダメージ。１点でも入ると［放心］がつくっす。《ソウルスティール》があるから、メジャーアクションだけでなく、リアクションにもマイナス１Ｄっすよ。

ＧＭ：くっ、けっこうダメージが来ました……。

チコ：さらに、《マリッド・ストリーム》の効果で、回避判定にマイナス１Ｄのペナルティがつくっす。水の槍が、死神のごとき魔族アンクーたちに突つき刺さるっす！




　チコの魔ま力りよくを惜おしまぬ攻撃に、意識を混こん濁だくさせてしまう魔族たち。




ＧＭ：では、二発目の命中判定をどうぞ。

ギデオン：チコ、次はセエレを狙ねらえ。セエレが［放心］を食らえば、俺が回避しやすくなって、ヒルダの負ふ担たんが減へる。

チコ：了解っす！　また《バリアントマジック》を宣言。（ダイスを振る）命中は43っす。




　ペナルティを受け、回避に１Ｄしか振ふれないセエレになすすべなどなく、セエレＡ、Ｂとも〈水〉属性、魔法ダメージ[image: ]点と［放心］と回避判定へのペナルティを受けました。




ＧＭ：……次は、リージュの番です。

リージュ：分かりました。ムーブアクションは《ハイスピード》で《デスターゲット》を使用。マイナーアクションは［威圧］を解除。メジャーアクションは《ファニング》で、アンクーＡ、Ｃ、Ｄに射しや撃げき攻撃。キャリバーブースターを使用して、ダメージを上げます。

ＧＭ：分かりました。命中判定をどうぞ。

リージュ：《ギガンティックブロウ》でダメージをさらに上昇。（ダイスを振る）出目が低い……達成値は31です。

ＧＭ：アンクーＣ、Ｄは風折りの刃と［放心］、《マリッド・ストリーム》によるペナルティで、アンクーＡは風折りの刃と《ブレットレイブ》によるペナルティで、三体とも１Ｄしか振れないので……回避判定が成功する目はありません。ダメージをどうぞ。

リージュ：《パニッシャー》でダメージを上昇。（ダイスを振る）……[image: ]点の物理ダメージ。魔族を両手のキャリバーで撃うち抜ぬきます！

ＧＭ：それは痛い！　アンクーＣ、Ｄは戦闘不能です。リージュの放った弾だん丸がんに貫つらぬかれ、ドウッと倒れ伏しました。アンクーＡはなんとか立っています。




　アンクー、セエレを戦せん略りやく上なるべく生かしておきたかったＧＭとしては実に痛い結果です。




リージュ：やりました♪

ヒルダ：次は私だな。敵の手数を減へらすために、アンクーＡに畳たたみかけるか。

ギデオン：それでいいと思う。

ヒルダ：では、ムーブアクションはなし。マイナーアクションで［威圧］を解除。メジャーアクションで《バッシュ》。アンクーＡを槍で貫つらぬく！　（ダイスを振る）達成値は29。

ＧＭ：では、アンクーＡの回避判定を行ないます。（ダイスを振る）出目は６と……１で回避失敗。では、ダメージをください。

ヒルダ：（ダイスを振る）……[image: ]点の物理ダメージ。

ＧＭ：……では、アンクーＡは、ヒルダの槍に貫かれて倒たおれました。

リージュ：これで、アンクー四体中、三体を仕し留とめましたね！

ＧＭ：では、次。ギャラスの番です。

チコ：さて、何をしてくるっすか？（身み構がまえる）

ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクション共になし。メジャーアクションは、オリジナルエネミーパワーの《瘴気拡かく大だい》を使います。魔族ギャラスが両手を広げ、不気味で不快な言葉を詠えい唱しようすると、周囲に漂ただよう瘴気が見る見る濃こくなっていきます。

ヒルダ：《瘴気拡大》の効果は？

ＧＭ：射しや程ていが視界、対象は場面（選択）。分類が魔族、妖魔、魔獣のキャラクターが行なうメジャーアクションの判定に＋１Ｄ、ダメージに＋５Ｄ。シーン終了まで持続します。その影えい響きようか、配下の魔族たちは明らかに士気を増まし、目を爛らん々らんと輝かがやかせます。

チコ：うわぁ、なんか気持ち悪いっす。

ＧＭ：一方みなさんは、瘴気からくる不快さが増してくるのを感じます。

ヒルダ：それにしても、ずいぶんと強力な効果の支援だ！

ギデオン：パワーだから、《インタラプト》で打ち消すこともできねぇ……。

リージュ：アンクーを三体だけでも倒しておいて正せい解かいでしたね。

ＧＭ：私としては、残念です（笑）。




　邪悪化へのタイムリミットのあるＰＣにプレッシャーをかけるというのが今回のＧＭの戦略。その意味でも、飛ひ躍やく的てきに攻撃力があがる《瘴気拡大》まで、なるべく多くの魔族を残したかった……というのがＧＭの本音です。




ＧＭ：次はアンクーＢ。（ぐるっと見回して）……チコを狙ねらいます。

チコ：ひえええ～っ!?　何でオイラを狙うの～!?

ＧＭ：ムーブ、マイナーアクション共になし。メジャーアクションは《魂狩がり》。

ヒルダ：見た目からして死神っぽかったが、攻撃まで死神っぽいとは（笑）。

ＧＭ：この攻撃が命中すると、相手の【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】を０としてダメージを算出します。

チコ：ふむふむ。

ＧＭ：そして、与あたえた【ＨＰ】ダメージと同じ値だけ、【ＭＰ】にもダメージを与えます。

チコ：つまり、【ＭＰ】が減るってこと!?　いや～ん！

ＧＭ：嫌といっても、攻撃しますけどね。（ダイスを振る）……命中は32です。アンクーが巨大な鎌を振ふり上あげ、肉体と精神を同時に傷きずつける、呪のろわれた刃でチコを狙います！

チコ：（ダイスを振る）……回避失敗っす。

ヒルダ：《カバーリング》でチコを庇かばうぞ。

チコ：ヒルダお姉ちゃん、ありがとう！

ＧＭ：（ダイスを振る）99点の〈闇やみ〉の魔法ダメージ。【魔法防御力】は０となります。

ヒルダ：《フォーチュンガード》。これで、【魔法防御力】を０とみなす効果は打ち消した上に、さらにダメージを10点軽けい減げんできる。合わせて67点ダメージを軽減だ。

リージュ：ヒルダお姉様に《プロテクション》。（ダイスを振る）《フェイス：ダナン》の分も足して、23点軽減です。

ヒルダ：合計で90点軽減。９点ダメージが通った。




　アンクーのチコを狙ねらった禍まが々まがしい刃は、リージュの魔法障しよう壁へきとヒルダの盾たてによって遮さえぎられた。微かすかに負ったダメージも、ヒルダにしてみればかすり傷きずであった。




ＧＭ：ヒルダは本当に硬いです。【ＨＰ】と【ＭＰ】に９点ずつダメージを受けてください。

ヒルダ：この攻撃、私が受けたからよかったが、私以外が食らうと大だい惨さん事じだな。アンクーに言おう。「お父様の意い志しを継つぐ私たちが、必ずお前たちを討うつ！」

チコ：ヒルダお姉ちゃんは本当に漢前っす！

ＧＭ：アンクーＢは「矮わい小しような人間が生意気な」と怒おこってます。次はセエレＡ。ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《急速落下》。メジャーが《連続攻撃》。ギデオンに向かって、剣けんで二回斬きりつけてきます。

ギデオン：よし、来い！

ＧＭ：（ダイスを振る）セエレＡの命中は、41。

ギデオン：こちらの回避判定は今、６Ｄ＋19。回避を成功させるには、８Ｄ欲ほしい。

ヒルダ：フェイトは温存したいところだが……。

ギデオン：《ドラゴンソウル》とフェイトを１点使おう。そして、《シャドウハイド》を使ってみる。（ダイスを振る）よし、クリティカルだ！　６が四個こ出ている！

一同：おぉ──っ!!

ギデオン：出るぜえぇぇ！　シナリオタイトルが〝真相★クリティカル〟なだけに、クリティカルが景気よーく出まくるぜえぇぇ！




　……タイトル、つけ間ま違ちがえたでしょうか？




ＧＭ：（マズイですね）……回避が成功したので《シャドウハイド》の効果により、ギデオンのメジャーアクションが発生します。セエレＢの攻撃が終わったあとになります。

ギデオン：二発目の攻撃で俺がダウンしたら、《シャドウハイド》の意味がなくなるな。

ヒルダ：セエレＢの攻撃は私が何とかするから、安心しろ。

ＧＭ：では、セエレＢの攻撃。（ダイスを振る）命中は38です。




　この攻撃をギデオンは回避失敗。これをヒルダが《カバーリング》。リージュの《プロテクション》もあり、58点ダメージをヒルダが受けるという結果に終わります。




ギデオン：助かったぜ、ヒルダ！　あとはまかせろ！

ＧＭ：では《シャドウハイド》によるギデオンのメジャーアクションの処理となります。

ギデオン：では、庇ってもらったヒルダを遮しや蔽へい物ぶつ代わりに視し線せんを外しながら、敵の後方に回まわり込こむ！　《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》でセエレＡ、Ｂに攻撃。

ＧＭ：……どうぞ（これは厳きびしいかも）。

ギデオン：ふふ、そちらは回避判定にペナルティがきてるから、俺の攻撃を避よけられまい！

ＧＭ：くっ！　……そのとおりです（笑）。

ギデオン：（ダイスを振る）命中は36。

ＧＭ：ダメージをください。

ギデオン：《ピアシングストライク》でダメージを上げる。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージだ。

ＧＭ：……ギデオンの反はん撃げきで、セエレが二体とも倒れました。天馬もろとも地面に落下していきます……。

一同：えっ!?

ＧＭ：やられました。ギデオンを攻撃したと思ったら、逆ぎやくにセエレが二体ともやられてしまいました……。セエレも何が起きたか分からずにやられた感じです。

一同：おおおぉ──っ!!

チコ：おっちゃん、カッコイイ！

リージュ：おじさま、素す敵てきです！

ヒルダ：ギデオンの絶ぜつ頂ちよう期き、案外続くものだなぁ（笑）。

ギデオン：いやぁ、これだけ調子がいいと、逆に不安になるんだよなぁ（笑）。




　ギデオンの絶頂期により、苦戦を強いられているＧＭとしては、複ふく雑ざつな心しん境きようです（笑）。




ＧＭ：セエレＡ、Ｂも戦闘不能になり行動終了。ここでみなさんの身体に異い変へんが生じます。

一同：異変!?

ＧＭ：先ほどの瘴気の影響か、みなさんの手足の肌が末まつ端たん部から青くなり始めています。

一同：なにぃ──っ!?

リージュ：邪悪化が進行!?

チコ：あわ、あわ、あわわわっ!?　ヤバイっす！

ギデオン：妖魔ギデオン……響きはいいな（笑）。

ヒルダ：言ってる場合かぁ──っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：では、クリンナッププロセスへ……。

ヒルダ：させるかぁっ!?　こっちは《再さい行こう動どう》を使用、全員を未行動にする！

チコ：オイラたち邪悪化するわけにはいかないっすからね！

リージュ：青い肌はいやぁぁぁぁっ!?




　そんなわけで、邪悪化の刻限のあるＰＣたちとしては、とにかく攻せめに出て、いち早く戦闘を終わらせたい状じよう況きようのはずです。である以上、《限界突破》の効果を維い持じしたまま攻撃回数を増ふやせる《再行動》を使用するのは、必然の一手というわけです。

　当然、ＧＭもこれに対たい応おうするわけで……。




ＧＭ：では、こちらも、ギャラスが《二回行動》を宣言、未行動に……。

ギデオン：じゃあ、《二回行動》を《インタラプト》で打ち消し！

ＧＭ：……分かりました。《二回行動》は打ち消されました。




　……あっさり対応し返されてしまいました。

　序盤はさておき、どうも巡めぐり合あわせがよくありません。




ギデオン：ギャラスが何かしようとしたところを、隠かくし持もっていたつぶてを投げて目つぶし、行動を妨ぼう害がいした……ってところかな。

リージュ：今日はおじさま大だい活かつ躍やく！

ヒルダ：ギデオン、マジで絶頂期だな！

ＧＭ：では、みなさんの行動ですね。まだ《パーペチュアルチェック》の効果中ですから、行動順は相談して好きに決めてください。

ギデオン：俺は十分に働いたから、あとは任まかせた！（笑）

リージュ：あたしから行きます！　ムーブアクションで《ハイスピード》を使用。これでマイナーアクションのスキル《ソウルブレイド》を使って。【ＭＰ】５点を消費、ダメージに＋10です。

ＧＭ：ジャキン！　ジャキン！　とリージュの持つ銃から刃が伸のび、剣のようになります。

リージュ：マイナーアクションは《デスターゲット》。メジャーアクションで《ホーリーヒット》。キャリバーブースターも使って、アンクーＢに二回斬きりつけます！

ＧＭ：分かりました。では、命中判定をどうぞ。

リージュ：《ギガンティックブロウ》でダメージを上げます。（ダイスを振る）出目が、１、１、１、２、３!?　ぎゃ[image: ][image: ]!!　振り直したい！

ヒルダ：相手はペナルティのせいで回避は自動的に失敗なのに!?（一同笑）

リージュ：だ、だって恥はずかしいから……。命中、29なんです。

ＧＭ：ちゃんと命中してますから、ダメージをどうぞ（笑）。

リージュ：《パニッシャー》。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ＧＭ：うっ、けっこうダメージが来たなぁ……。でもまだ、倒れはしません。

リージュ：二発目、撃うちます。今回もキャリバーブースターと《ギガンティックブロウ》を使用します。（ダイスを振る）今度は、命中が38。

ＧＭ：命中してますので、ダメージをどうぞ。

リージュ：《パニッシャー》も使っちゃいます。きっとこれで倒たおれるはず！　（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ。

ＧＭ：…………。アンクーＢは戦闘不能です。リージュの振ふるう白き刃に切きり裂さかれてしまいました。……これで残されたのは、瘴気を放つ魔族ギャラスのみ！

リージュ：やったぁ♪

ＧＭ：これで、立っているのはギャラスだけになってしまった……。

ヒルダ：しかし、こっちはまだ三人がメインプロセスを残している（ニコリ）。

チコ：オイラたちによる、ギャラスのフルボッコタイムっすね！

ＧＭ：そうやすやすと行くと思いますか？

ヒルダ：ふっ、ではやってみよう。

ギデオン：ムーブアクションでギャラスにエンゲージ。マイナーアクションで《ソードダンス》。メジャーアクションは、《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》。

ＧＭ：…………（ダイスを振る）クリティカルせず。22で回避失敗。




　ギデオンはギャラスに鋭えい利りな刃で[image: ]点の物理ダメージを叩たたき込こみました──。

　続いてチコが水の槍を放ち、ギャラスに[image: ]点と[image: ]点の〈水〉属性の魔法ダメージを【魔法防御力】無視で与えます。［放心］と以後回避判定マイナス１Ｄというおまけつきで……。




ヒルダ：次は私の番だ。ムーブアクションでギャラスのエンゲージに移動、マイナーアクションで《ヘビーアタック》。メジャーアクションが《バッシュ》だ。《ボルテクスアタック》も乗せるぞ。…………（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：……………………。




　さらにフェイトを３点使用したヒルダは[image: ]点の物理ダメージをギャラスに突つき刺さす。




ＧＭ：あはははは……（やられまくりですね）。

ギデオン：それにしても、もう累るい積せきで一〇〇〇点近いダメージをギャラスに与えたぞ？　まだ平気なのか？

ＧＭ：ふふふ、まだギャラスは健けん在ざいですよ？

リージュ：さすがは藤井さん。プレイヤーが不安になるような言い方です（笑）。

ＧＭ：……ところでみなさんの爪つめが邪悪化の影響で鋭するどくとがり始めて来ましたよ？

一同：いやあああぁぁぁぁっ!!

ギデオン：なんか鱗うろことか生えてきたりしてな！（笑）

ヒルダ：なんで、楽しそうなんだお前は!!（笑）

ＧＭ：では、そんなところで、クリンナッププロセスに移ります。

ヒルダ：ここで、我々はみんな［放心］が自動解除だな。

ＧＭ：そうですね。では、第一ラウンド終了です。




●第二ラウンド

行動値

チコ　　　　　23

ギデオン　　　23

ギャラス　　　23

リージュ　　　17

ヒルダ　　　　２

[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスです。配下は全ぜん滅めつし、敵はギャラスのみです。みなさんはこの強力な魔族とイルシール大学の構内で相対しています。

チコ：（手をぱたぱた動かしながら）このラウンドの最後までにギャラスを倒たおさないと、オイラたち、邪悪化しちゃうっすよおおおおおおお!!

ギデオン：おおお、落ち着けチコ!!（おろおろ）

ヒルダ：ギデオンも落ち着け（笑）。

チコ：聖せいなるヒースごと邪悪化なんてあり得ない！　もう必死で頑張るっす。で、セットアッププロセスは、オイラからっすね。

ヒルダ：《陣形》を使おうか。みんな同一エンゲージにいれば、シーン全体攻撃が来ても、《アラウンドカバー》で全員を庇える。

チコ：そうっすね。ヒルダお姉ちゃんたちのところに行きたいっす。




　こうしてチコは《陣形》の効果で移動。全員がひとつのエンゲージにまとまります。

　セットアッププロセスで、ギデオンは《ミステリアスダンス》でギャラスを［逆ぎやく上じよう］させることに成功。また、リージュが《シャインストライク》で魔導銃キヤリバーの攻撃力をアップしました。




ＧＭ：次は、イニシアチブプロセス。ギャラスが《アデンダム》を宣言します。

リージュ：あたしは《カリキュレイト》を宣言しておきます。でもギャラスが先ですよね。

ＧＭ：はい。では、ギャラスはチコに対して、《三回攻撃》。白兵攻撃を三回仕掛けます。

チコ：オイラに集中砲ほう火か!?

ＧＭ：そりゃあ、チコを倒せば、ギャラスより先に動く人がひとり減りますからね。

ギデオン：でも、ギャラスは［逆上］中だ。対象がチコだと、ペナルティを受けるぞ？

ＧＭ：ギデオンは回避が高いですから、ペナルティを受けた状態でもチコを狙った方がいいと判はん断だんしました。

ギデオン：なるほどな～。だが、邪悪化が近い俺たちがチコを失うわけにはいかん。攻撃の手番がひとり飛んだらエラいことになるぞ？

ヒルダ：そのとおりだ、みんなでチコを守るぞ──っ!!

一同：おうっ!!

ＧＭ：そう言われると、俄が然ぜんチコを落としたくなるというもの！　では、一発目。オリジナルエネミースキルの《超ちよう広こう範はん囲い攻撃》を使用し、攻撃の射程を視界に、対象を場面（選択）へ変へん更こうします。１シナリオにつき一回しか使えませんが。

チコ：全員を狙うなら、ギャラスへ《ブランダームーブ》。ギャラスが判定で振るダイスを三個減らすっす！

ＧＭ：せっかくギデオンも対象になって［逆上］のペナルティを消したと思ったのに……。（ダイスを振る）出目が４──。

チコ：出目が悪い、これなら避さけられるかな？

ＧＭ：（にこり）……といいつつも《邪じや神しんの力》でクリティカルに変更。

ギデオン：なにぃっ!?

チコ：《ニゲイト》！　そのクリティカルを打ち消すっす！（←必死）

ＧＭ：……さすがに必死ですね……では、命中は22です。ギャラスが巨大なかぎ爪を振ふりかざして攻撃します。

ヒルダ：みんな、回避できそうか？

リージュ：ご心配なく。ここは、その攻撃はあたしが《カウンターショット》で妨害します。（ダイスを振る）37で成功！　キャリバーで攻撃するギャラスの腕うでを撃ち抜きます！

ＧＭ：ギャラスの一いち撃げきは失敗。……痛いです。シーン攻撃が打ち消されてしまいました。

チコ：リージュお姉ちゃん、ありがとう！　でも、ギャラス二発目、三発目があるすっすね。

ＧＭ：はい。今度はチコ単体に攻撃ですよ。（ダイスを振る）命中は31です。

ギデオン：《ストップトラップ》で攻撃阻そ止しを狙ってみる。

ヒルダ：がんばれ、ギデオン。

ギデオン：《ドラゴンソウル》とフェイトを２点使用。（ダイスを振る）……よし、38だ！

ＧＭ：ギャラスはギデオンが仕掛けた罠わなに引っかかり、攻撃の手を止められてしまいました。

ギデオン：よっしゃ！




　抜ばつ群ぐんのチームワークにより二回攻撃を防ふせいだゲッタウェイ。

　しかし、まだギャラスの攻撃は一回残っています！




ＧＭ：次。宣言どおり、三発目までチコを攻撃します。（ダイスを振る）27です。

チコ：しつこいっす～。そんなのクリティカル以外は避けられないっす。（ダイスを振る）回避失敗……。

ヒルダ：では、私が《カバーリング》しよう。

ＧＭ：次から次へと仲間がチコを守っていく。

チコ：みんなに感謝っす！

ＧＭ：では、ダメージを算出します。（ダイスを振る）[image: ]点の〈無〉属性魔法ダメージです。

リージュ：《プロテクション》。（ダイスを振る）20点軽減です。

ヒルダ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）出目は15か。リージュの支援を合わせて、[image: ]点軽減。34点ダメージを受けた。

ＧＭ：ヒルダは本当に頑がん丈じようだ……。ラスボスの必ひつ殺さつ技わざがことごとく防ふせがれてしまいました……。これは悔くやしいっ！

ヒルダ：でも、こっちも【ＨＰ】の残りが半分くらいに減へってるよ。けっこう痛い。

ＧＭ：では、次はリージュの《カリキュレイト》が発動します。

リージュ：はい。ヒルダお姉様、【ＭＰ】がきついんで、《祝福》を使っていいですか？

ヒルダ：この期ごに及およんで、出だし惜おしみはなしだ。ギルドサポートの《祝福》を使用する。これで、みんなの【ＭＰ】が全ぜん快かいだ。

リージュ：これで思い切り動けます。ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《デスターゲット》。メジャーアクションが《ホーリーヒット》。キャリバーブースターも使います。ギャラスへ白兵攻撃を二回仕掛けます。

ＧＭ：では、一発目の命中判定をどうぞ。

リージュ：（ダイスを振る）命中は31です。

ＧＭ：こちらは《ブレットレイブ》のペナルティを受けるので、２Ｄしか振れない。（ダイスを振る）出目は６と……１、回避失敗。

ギデオン：藤井さん、今日はクリティカル出さないな。

ヒルダ：『ゲッタウェイ』四巻目にして、ようやく我々の呪のろいが効きいてきたようだな。




　どんな呪いですか!?




リージュ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ＧＭ：まだまだ倒たおれませんよ。

リージュ：二発目、行きます。（ダイスを振る）命中は、クリティカルですっ！（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。ダメージをください。

リージュ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ＧＭ：痛たたた……。そろそろギャラスも厳きびしくなってきました。

リージュ：チコちゃんは絶ぜつ対たいに邪悪化なんてさせません！

チコ：リージュお姉ちゃん、ありがとうっす！　なんとしてもギャラスを倒すっす！

ＧＭ：では、次はその燃もえているチコの番です。

チコ：ムーブアクションで《ランニングセット》で《クラッシュバリア》を使用。マイナーアクションは《ファインアート》。これでそちらのリアクションは不ふ可か。メジャーアクションが《ウォータースピア》。《マテリアルコンポーネント》でサファイアも使用するっす。

ＧＭ：《ファインアート》？　ダメージ重じゆう視しで《ブーストマジック》じゃないんですか？

チコ：藤井さんに３Ｄ振ふらせたら、きっとクリティカルするっす。だから、リアクションなんてさせないっす（きっぱり）。

ＧＭ：ああああ！　邪悪化のリミット……第二ラウンドのクリンナッププロセスが近づいてきたのでなんとかギャラスに回避させようと考えていたのにぃ!!

ギデオン：その意味で、《ファインアート》でリアクションを封ふうじたのはいい選択だったぞ、チコ。




　このチコの攻撃は命中。ギャラスは【魔法防御力】無視のダメージ[image: ]点とバッドステータス［放心］それに回避判定にマイナス１Ｄをくらいました。




ＧＭ：……ギャラスはチコの《ウォータースピア》を受け朦もう朧ろうとした状態です。ところで、邪悪化まで、あとふたりのメインプロセスを残すのみとなりましたね（にっこり）。

ギデオン：くっ、イヤな現げん実じつを……。

ＧＭ：……直ちよく視ししてください。なんだかみなさんの八重歯がちくちくと痛いたみ出します。どうやら牙きばになり始めているようですよ？

一同：ぎゃああああああっ!?

チコ：ひぃ──っ!?　次はおっちゃん……おっちゃんの番！　早く敵をやっつけるっす！

リージュ：おじさま、がんばってください！

ヒルダ：お前の絶頂期、本ほん格かく的てきに期待してるぞ！

ギデオン：はいはい。人使いが荒あらいねぇ（笑）。ムーブアクションで《ピンポイントアタック》。マイナーアクションが《ソードダンス》。メジャーアクションは《ゲイルスラッシュ》で、《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》を二回行なうぞ。

ＧＭ：分かりました。では、一発目の命中判定を。

ギデオン：（ダイスを振る）命中は34。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は１と３。回避失敗です……。

チコ：《チェックメイト》。（ダイスを振る）ダメージを11点上乗せっす。

ギデオン：さらに《ピアシングストライク》を宣言し、ダメージロール……（ダイスを振る）[image: ]点。チコの支援を足して、【物理防御力】無視の[image: ]点ダメージだ。

ＧＭ：かなり厳しい！　でも、まだ……。

ギデオン：あ、以後そいつは風折りの刃の効果で、回避判定マイナス１Ｄだから。

ＧＭ：…………これで、ギャラスの回避の可か能のう性せいは消失したも同然となりました。

ギデオン：二発目、行くぜ。（ダイスを振る）命中は35。

ＧＭ：クリティカル以外回避できない。ギャラスは現げん在ざい、回避で振れるダイスは一個。ゆえにクリティカルは発生しません。……命中です。




　ギデオンの刃が、的てき確かくに魔族の急所を捕とらえる。




ギデオン：じゃ、ダメージ行くぜ。（ダイスを振る）[image: ]点だ！　「ゴーダ伯の遺い志しを継つぐヒルダの手伝いだ！　お前はここで滅ほろべ!!」

チコ：おっちゃん格好いいっす!!

ヒルダ：すごいな、ギデオン……。

ＧＭ：…………（計算している）。

チコ：うーん。そろそろ倒れてほしいっす！

ヒルダ：だが〝魔族〟相手だ。油ゆ断だんはするなよ。

ＧＭ：……ここで、ギャラスに異変が生じます。

一同：なにぃっ!?

ＧＭ：ギデオンの連続攻撃を受け、ギャラスは、魂の底から震ふるえるような咆ほう吼こうをあげたのち。その巨きよ体たいの末端から砂すなのように崩くずれていきました。……これで戦闘終了です。

一同：よ、よかった～！

チコ：ＧＭ、驚おどろかせないでほしいっす！（笑）

ＧＭ：すみません。もう少し粘ねばれると思っていたので、つい再さい計けい算さんしてしまいました。

ヒルダ：しなくていいから！（笑）　邪悪化のリミットまで、もうわたしのメインプロセスしかなかったんだぞ!?　切り札もほとんど残ってない。本当にギリギリだった……。

チコ：ふぅ～。それにしてもよく邪悪化せず済んだっすよね！

リージュ：おじさまの絶頂期のおかげですね♪

ギデオン：お、おう。もう俺、働かなくていいかな？

ヒルダ：ダメだ（←超ちよう笑え顔がお）。

ギデオン：…………。

ＧＭ：でもスリルありましたよね？

一同：こんなスリル、いらないから！（一同爆笑）

ＧＭ：では、クライマックスフェイズを終了し、エンディングフェイズへと移りましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆ナヴァールの来らい訪ほう




　イルシール大学の人々を邪じや悪あく化から解とき放はなち、元げん凶きようだった魔族を倒たおすことができた。

　安あん堵どし緊きん張ちようを解といたヒルダたち。

　だが、その後に待っていたのは……知るよしもなかった危機的クリテイカルな真相だった




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入ります。みなさんが、魔族を倒たおした直後です。

リージュ：オズモッド先生たちや町の人たちたちはどうなりました？

ＧＭ：邪悪化が解とかれたイルシール大学の人々は、みなさんの周囲に倒たおれています。今は気を失っていますが、そのうち自然と目が覚めるでしょう。

チコ：何とかなった……かな？　本当によかったっす……。

ＧＭ：そんな中、「カツン、カツン」とみなさんの方へと近づいてくる足音があります。

ヒルダ：……誰だれだ？

ギデオン：おいおい、ここでまたマーリン登場、なんてことはないだろうな？

ＧＭ：はい。マーリンではありません。みなさんはその人物と直ちよく接せつ話をしたことはありませんが、見たことならあります。長身のドラゴネットで、両目を閉とじているにもかかわらず、まるで見えているかのように迷まようことなく歩いて……。

リージュ：ま、まさか……。

ヒルダ：……もしかして……ナヴァール？

ＧＭ：そのとおりです。

一同：おいおい！




ナヴァール

　おそらく読者のみなさんはご存ぞんじの、『無印』シリーズのＰＣ。

　そして、プレイヤーは鈴吹太郎すずふき・たろう。




チコ：な、なんでここでナヴァール？

ヒルダ：姿すがたを見たことはあっても、直接対たい峙じするのはこれが初めてだな。一いち応おう、身み構がまえるぞ。

ＧＭ：では、ここからナヴァールの演えん出しゆつは社長にお任まかせします（笑）。

ヒルダ：もしかして……社長がゲストとしてこの場にいる本当の理由って……。

ＧＭ：そうですね。ナヴァールを演えんじていただくため、という目的はありました。

一同：やっぱり!!

ＧＭ：ただ、グラスウェルズのＮＰＣたちを演じてもらうのだって目的ではありましたよ（笑）。ともあれ、話を進めましょう。社長、お願いします。

鈴吹（以下、ナヴァール）：では……ナヴァールは、すっとリージュの方へと歩あゆみ寄よって言います。「初めまして。私わたしの名はナヴァール。元フェリタニア合がつ衆しゆう国こく軍ぐん師しです」と言って微笑ほほえもう。

[image: ]

ヒルダ：なら、こちらも挨あい拶さつを返してしてナヴァール話を聞くぞ！

ナヴァール：では挨拶を終えたところで本題に入ろう。……リージュ殿どの。

リージュ：はい。

ナヴァール：「私は、先ほど竜りゆう輝き石せきの力が解かい放ほうされたことを察知し、ここへとやって来た。石の力を解放したのは、あなたでよいのかな？」

リージュ：「はい。あたしが、竜輝石を使用しました」……って、うぁ。ピアニィを演じている時には感じないナヴァールのプレッシャーがぁ!!（笑）

ナヴァール：あの竜輝石について、あなた方はどの程てい度どご存じですかな？

リージュ：は、はい。実はあまりよく知らないんです。どうもピアニィ様の持っている、〝ひとつの石〟という竜輝石に似にているらしいということしか……。

ナヴァール：するとナヴァールはリージュに語りかけます。あなたには、あなたの所持する竜輝石の正体を知ってもらわねばならない。

リージュ：……はい。

ギデオン：リージュの竜輝石の謎なぞが明らかに！

チコ：第一話で登場して以来、ついにこの時がきたっすね!!

ナヴァール：そもそも、ピアニィ様の持つ〝ひとつの石〟の説明からせねばなるまい！

ヒルダ：お願いします。

ナヴァール：では、始めよう。通つう称しよう〝ひとつの石〟……正式には真実の竜輝石とは、王おう威いの竜輝石を含ふくむすべての竜輝石を統すべる強力な宝ほう珠しゆであった。

チコ：どのくらい強力なんすか？

ナヴァール：邪じや神しんの御み子こを倒たおせるほどの、すごい力を発はつ揮きすることができる。

チコ：確たしかにそれはすごいっす！

ナヴァール：……だが。邪神の御子と神しん竜りゆう王おうとの決戦の時、ピアニィ様の兄であるヒューバード殿による横よこ槍やりのため、真実の竜輝石が暴ぼう発はつしてしまった。

ＧＭ：〝大崩壊グレートデイストラクシヨン〟……『ゲッタウェイ』二巻かんでみなさんが見た、あの大だい爆ばく発はつです。

ヒルダ：ああ、あの時の……。

ナヴァール：さて……ここで話はさらに八〇〇年ほどさかのぼる。

ギデオン：話がさらに過か去こに跳とんだ！

ナヴァール：神々から真実の竜輝石を神より受け取ったセフィロスはひとつの疑ぎ念ねんを抱だかれた。果たして、この真実の竜輝石……ひとつの石が失われたらどうなるか？

リージュ：いろいろ……まずいでしょうね。

ナヴァール：うむ。神竜王も同じことを考えた。そこでセフィロスは鍛か冶じの神ゴヴァノンに依い頼らいし、ひとつの石と同じ機き能のうを持つ竜輝石を作らせたのだ。

一同：…………（聞き入っている）。

ヒルダ：じゃ、じゃあ……リージュの竜輝石の正体って？

ナヴァール：その石は……ピアニィ様が所持している〝真実の竜輝石〟の……バックアップ。すなわち〝もうひとつの石〟だったのだよ！

一同：な、なんだってえええ──っ!!




　驚きよう愕がくするゲッタウェイのみなさん。




ギデオン：で、でもさ……。

ナヴァール：ん？　なにかなギデオンさん？

ギデオン：バックアップがあったら……それって、「ひとつ」の石じゃなくない？

ナヴァール：…………。

ギデオン：…………。




　無言で見つめ合う、社長と副社長。




ナヴァール：…………なお、〝もうひとつの石〟というネーミングは、読者投とう稿こうなので、私に何か言われても困こまります。よってそれ以上突つっ込こまないように。

一同：おいっ！

チコ：それは責せき任にん転嫁っす！（笑）

ナヴァール：事実だから仕方がないよ（笑）。「私は昔一度死んでいたはずだったが、〝もうひとつの石〟の役やく割わりを手伝う代わりに、蘇よみがえらせてもらった」という設せつ定ていは読者からいただいたものだからね。

ギデオン：……なるほどね。『無印』九巻かんでナヴァールの設定を読者投稿を組み合わせて作った時に出てきたネタを、リージュの竜輝石用に転用したのか。

リージュ：そういえば、あたしが図書館で調べた時にそんな情じよう報ほうが出ましたね（笑）。

ナヴァール：そういうわけで、私と〝もうひとつの石〟は、一心同体と言ってもいい。そのため、〝もうひとつの石〟の力が解放されたことで現げん在ざい位置を特定できたのだ、

チコ：でも、位置が分かったからと言って、なんで今ナヴァールさんは現あらわれたっすか？

ナヴァール：うむ、それはいい質しつ問もんだ。と、ナヴァールはチコの方を見ながら言います。実は……現在我われ々われ、ピアニィ様とその仲間たちは苦く境きように立たされているのだよ。

ヒルダ：そ、そうなのか？

ナヴァール：具体的に言うならば、このアルディオン大陸は……すでに、滅ほろびているのだ！

チコ：滅びている!?

ヒルダ：それはどういう意味だ!?

ナヴァール：簡かん単たんに説明すると、我々はピアニィ様の兄、ヒューバード殿どのと戦い、彼によるアルディオン大陸滅めつ亡ぼうものの計画を潰つぶしたわけだが……。

ＧＭ：『無印』一〇巻のエピソードです。

リージュ：リージュはそれを聞くと、「ヒューバードお兄様が!?」って驚愕しますよ。

ＧＭ：それは無理もないですね。リージュにとってヒューバードは優やさしいお兄様ですから。

リージュ：はい。ピアニィはやむを得ず倒した敵てきですけど、リージュにとっては優やさしくしてくれた、ある意味恩おん人じんですからショックなんです。

ナヴァール：リージュのその発言を聞いて。ピアニィ様自身も愛する兄君を倒すのにさまざまな葛かつ藤とうがあった。リージュ殿なら分かってくださると思うが……。

ギデオン：プレイヤーが同じだしな（笑）。

チコ：おっちゃん……いい話が台なしになるから黙るっす。

ナヴァール：話を戻もどすよ？　……だが、計画はヒューバード殿を倒しても終わらなかった。

一同：おっ？

ナヴァール：ヒューバード殿の野望を裏うらで利用していた者がいたのだ。バルムンクが〝あの御お方かた〟と呼よんでいた存そん在ざい。歴史の裏からアルディオン大陸を滅ほろぼさんと画かく策さくしてきた魔ま物もの。……その名は、フェリタニア。かつて、統とう一いつ帝ていウルフリックの妻つまだった女じよ性せいだ。

一同：きたあああ──っ!!

ギデオン：まさに危機的クリテイカルな真相！

ヒルダ：真の敵の正体、ってやつか。

ナヴァール：彼かの女じよは、かつて邪神をこの世界に呼よび込こんだエルダと呼ばれる古代種族の末まつ裔えいだ。さらに巨きよ大だいな邪神を呼よび込こむために、恐おそるべき計画を進めようとしている。

チコ：ところで、アルディオンが「すでに滅びている」というのは？

ナヴァール：うむ、リージュ殿、〝もうひとつの石〟を見せていただけるかな。

リージュ：「分かりました」と言って、〝もうひとつの石〟を差し出します。

ナヴァール：この続きは、ピアニィ様と直接お話しされるとよい。

一同：え？

ＧＭ：では、リージュが手にしている竜輝石が突とつ如じよ目ま映ばゆい光を放ち、神々しいオーラをまとったピアニィの姿を映うつし出だします。

リージュ：うわぁ！　ピアニィが出てきた～！（笑）




　興こう奮ふんする大竹さん。




ＧＭ：ピアニィは、リージュに向かって話しかけます。「言葉を交わすのはこれが初めてですね。あたしは、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアと申します」。

リージュ：は、はい……。ピアニィ様。あたしは、リージュと申します。うわぁ。どうしようリージュとしてピアニィと話すのはじめてだよぅ！（笑）

ＧＭ：「あたしは今、体内にいる神竜王と邪神の御子の力を使い、すでに世界から切きり離はなされているはずのアルディオン大陸をなんとか維い持じしています」

チコ：どういうこと？

ナヴァール：ここで、ヒューバード殿の計画について説明しよう。彼かれは神と魔の争いから人間を解とき放はなつために、エリンからアルディオン大陸を引きはがし、逃とう亡ぼうしようとした。その計画は多数の人々の死をともなうものであった。

リージュ：だから、ピアニィ様はヒューバードお兄様を倒すことになったのですね……。

ナヴァール：ヒューバード殿はピアニィ様の体内に邪神の御子と神竜王を封ふうじ、ピアニィ様ごと滅ほろぼそうとした。だが、けっきょくピアニィ様を殺すことはできず、彼は倒たおされた。

チコ：しかし、そこで話は終わらなかった？

ナヴァール：そのとおり！　ヒューバード殿は事じ実じつ上じよう〝あの御方〟に利用されていたと言っていいだろう。〝あの御方〟の目的はアルディオン大陸がエリンから引きはがされた時にできる空くう隙げきを利用して、異い世せ界かいより巨大な邪神を招まねき入いれるというものだった。

ＧＭ：ギャラスのような魔族がエリンに侵しん入にゆうしてくるようになったのは、その影えい響きようです。

ナヴァール：しかし、〝あの御方〟にも計算違ちがいはあった……。神と魔の力を吸きゆう収しゆうしたピアニィ様が生き残ってしまったことだ。今、ピアニィ様は体内の強大な存在の力を使い、分ぶん離りしてしまったアルディオンをエリンにつなぎ止めているのだ！

リージュ：（素すの大竹さんに戻もどって）……え？　あたしそんなことしてましたっけ!?

ギデオン：そんな話、知らないぞ!?（←『無印』シリーズのＧＭ）

ＧＭ：はい。その辺が『無印』一〇巻から進行したところです。要点を整理すると……。




・『無印』一〇巻終しゆう了りよう時点で、〝あの御方〟によって世界は滅ぼされているはずだった。

・だが、生いき延のびたピアニィの〝すごい力〟により世界はなんとか滅亡を逃のがれた。

・しかし、さすがのピアニィもそこまでで手て一いつ杯ぱい。アルディオンを救うために他人の力を借りなければならない。




ＧＭ：：……というわけです。

一同：…………。

ＧＭ：そこまで話したところで、ピアニィの姿と声が、すぅっとかき消えてしまいます。

リージュ：えっ？

ナヴァール：むう。これは……。

ギデオン：どうしたナヴァール。

ナヴァール：どうやら、このもうひとつの石はエネルギー切れを起こしている！

一同：な、なにいいい──っ!!

ナヴァール：都市丸ごとの邪悪化を解かい除じよしたのだ。おそらく、〝大崩壊〟に匹ひつ敵てきする力が使われたに違ちがいない。

チコ：そ、それでどうなるっすか？

ナヴァール：「どうもこうもない。使い果たしたエネルギーが再ふたたび満ちるまで、この石の力は使えないだろう。無む論ろん、アルディオンの危き機きも救えない……」。と言った後、ナヴァールは「ああ、せめて〝偉い大だいなるヒース〟の芽の在あり処かが分かれば!!」と、天を仰あおいで嘆なげきます。

一同：…………え！

チコ：……えーと……それはつまりどういうことっすか？

ナヴァール：うむ。かつてメルトランドにあった〝偉大なるヒース〟を知っているかな？

チコ：……オイラ、こくこくと頷うなずきます。

ナヴァール：あの聖せい樹じゆが残っていれば、アルディオンがエリカから引きはがされるような事じ態たいにはならなかったのだよ。

チコ：ど、どういうことっすか？

ナヴァール：〝偉大なるヒース〟はエリカとも呼よばれているだろう？　エリカとは〝エリンの樹き〟という意味で、アルディオンをエリンへとつなぎ止める大切な役割があったのだ。

一同：な、なんだってえええ──っ!!

ナヴァール：だからこそ、〝偉大なるヒース〟が枯かれてなくなったこの時期に、ヒューバード殿は計画を動かした……その可か能のう性せいがある。

チコ：……つまり、〝偉大なるヒース〟が復ふつ活かつすればアルディオンはエリンに固定される？

ナヴァール：そのとおりだ。だが、〝偉大なるヒース〟が枯れたあと、次代に成長する聖樹の芽がどこにあるのかを知るものはいない……。

チコ：……ナヴァールのおっちゃん!?

ナヴァール：お、おっちゃん!?

チコ：オイラは被ってる帽ぼう子しを取って言うっす！　オイラの頭に生えている……これが〝偉大なるヒース〟の芽っす。

ナヴァール：するとナヴァールは言う……。「な、なんだってえええ──っ!!」

ギデオン：お、ナヴァールが驚おどろいた!?

ヒルダ：ちょっと逆ぎやく襲しゆうした気になれた（笑）。そういえば、ナヴァールたちがアルディオンからいなくなったのは、チコの秘ひ密みつが広まる前だったっけ。

ギデオン：しかし……あらかじめ言われていたことだけど、本当に話が大きく動いたなあ。

リージュ：盛もり上あがってきましたよ！（笑）

チコ：……さあ！　ナヴァールのおっちゃん、早く〝偉大なるヒース〟をどうやって復活させるのかを言うっす！　オイラたちがアルディオンをつなぎ止めてみせるっす！

ナヴァール：事態を今ひとつ把は握あくしていないナヴァールは、「よ、よいのか？　命がけのミッションになるぞ？」と問いかけてきます。

ヒルダ：……じゃあ、答えよう。私たちも含ふくめ、あなたの知らないところで、この大陸のために戦ってきた人々は大おお勢ぜいいるんだ。覚かく悟ごはとっくにできている。

リージュ：ナヴァールさん教えてください。あたしたちが何をすればよいのかを！

ナヴァール：う、うむ。それは……。

ＧＭ：……とナヴァールが言ったところで、続きは次巻のお楽しみとさせてください。最後にマスターシーンを挿そう入にゆうして、このシナリオを終わりにします。

一同：はーい。

チコ：うほーっ！　次回が楽しみっす！







◆Ending 02◆〝血の螺旋ダーインスレイブ〟の呟つぶやき




　イルシール大学を遠くに眺ながめながら、マーリン……いや、〝血の螺旋〟は呟つぶやいていた。




「ちぇっ！　まさか本当に〝ひとつの石〟にバックアップがあるなんて。

　おまけに、ナヴァールが現れるだなんて、ずるいだろう。

　そうじゃなければ、イルシールの町でゲッタウェイの連中は死んでいたはずなのに。

　……まあいいや。

　これで、リージュの竜輝石に、本物の〝真実の石〟と同等の力があることが分かった。

　どうやらボクの真の目的に利用できそうだ。




　さあ、人間たちよ。

　これからもボクのために踊おどっておくれ」




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

第七話「真相★クリティカル」

─ＦＩＮ─







あとがき




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ④　真相★クリティカル』いかがでしたでしょうか。

　著ちよ者しやの藤井忍ふじい・しのぶです。




　第一巻かん『革かく命めい★センチメンタル』で、世界平和研究所にて出会ったＰＣたちは逃とう亡ぼうの旅を開始。第二巻『逆ぎやつ境きよう★ワンダフル』にて、ビルベリという居い場ば所しよを見つけ、第三巻『邂かい逅こう★ロマンティック』でビルベリごと大陸を流る浪ろうを始めました。

　『サガＫ』や『デスマーチ』第七巻・第八巻でさまざまな陰いん謀ぼうを生き延びた彼らは、本書にて真の敵を知り、ついに反はん撃げきに転じる時がやってきました。

　ヒルダたちの変へん転てんを思うと、とても感かん慨がい深ぶかいものがあります。




　さて、このあとは本書の内ない容ようについて触ふれた、いわゆるネタバレの内容を含ふくみます。

　本ほん編ぺんをまだ読んでいないという方は、うっかり読まないように気をつけくださいませ。




●第七話「真相★クリティカル」

　敬けい愛あいする養父の死によって祖そ国こくを出しゆつ奔ぽんしていたヒルダですが、とうとうグラスウェルズに一時帰国することになりました。フィリップに竜りゆう輝き石せきを返へん却きやくし、アンソンとの対たい話わを済すませ、今まで抱かかえていたわだかまりを解かい消しようしたのもつかの間。彼らはイルシールの町で真の敵と対面することになります。その正体はなにか。ぜひ本編を読んでお楽しみください。




●その他

　今回も、読者の皆みなさまからの投とう稿こうを使わせていただきました。

『ゲッタウェイ』シリーズでの投稿募ぼ集しゆうはこれが最後になります。

　逃亡の旅から始まった『ゲッタウェイ』シリーズも、次巻でいよいよ最さい終しゆう刊かん。

　ヒルダたちの戦いの行く末を、最後まで見ていただければと思います。




　最後になりましたが、関係者の方々に感かん謝しやを述のべたいと思います。

　まず、セッションに参加してくださった、プレイヤーの方々。

　次回もよろしくお願いします。

　それから、本の制せい作さくに関わってくださった方々。

　シナリオ制作を手伝ってくださった上に、ゲスト参加してくださった鈴吹太郎すずふき・たろう社長。

　素す敵てきなイラストを描えがいてくださった、ヤトアキラ先生。

　そして、掲載漫画を描いてくださった渋沢佳奈しぶさわ・かなさん。（なお、今回のギデオン大活躍記念に描き下ろしていただいたのが左の４コマ漫画です）

　いつもいろいろと支ささえてくれている家族。

　そして、本書を手に取ってくださった皆さま。

　本当にありがとうございました。最終刊でお会いできることを願っています。




二〇一三年睦む月つき　藤井　忍
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